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「なんかあったら、ありすに言うんだよ？」

　と、ありすは真剣な目で俺に告げた。

「ナオくんをいじめるやつはありすがぶっ飛ばしてあげる！」

「暴力はダメだよ、ありすちゃん」

　俺とありすは幼なじみで、一番の親友同士で、まるで本当の姉弟きようだいみたいで。

　俺にとっては正義の味方で。




　だから、俺たちは──。





第11話　最終防俺ライン




「ん、ん……」

　もっそりと俺は起きあがった。どうやら寝ていたらしい。

　……あれ？

　いつの間に寝たんだっけ？

　よく覚えていない。

　というか、

「……ここはどこだ？」

　髪をぐしぐしとかきまわしながら周囲を見まわす。その拍子にぎしっという音がした。それでベッドに寝かされていたらしいとわかった。今のはベッドが軋きしんだ音だ。

「やけに大きなベッドだな」

　その気になれば四人くらい同時に寝られそうな大きさである。

　もちろん、俺の部屋のベッドではない。

　そもそも、まったく知らない部屋だった。なんだかやけにキラキラしている。それもそのはずで、天井からミラーボールのようなものがぶらさがっていた。それが光を反射しているのだ。

「なんだ、ここ？」

　不可思議な部屋だった。壁はメタリックな仕様だし、ベッドのそばにある台もシルバーだし、柱もミラーボールみたいなものに負けず劣らずの光をはなっている。白い床は光を受けて七色に輝いていた。

　ちょっと、いや、かなり趣味が悪いというか……。

　なんとなくだけど、むかしのＳＦ映画に登場する宇宙船の一室みたいなところだ。

「……宇宙船？」

　呟つぶやいてからゾッとする。

　おいおいおい。

「まさか……」

　これ、宇宙人に誘拐アブダクトされちゃった系じゃないだろうな。これまでのことを考えれば宇宙人くらい現れてしまいそうなところが怖いのだけど……。

「落ちつけ、俺、落ちつくんだ。クールになれ。かき氷のようにクールになれ。ブルーハワイの心意気だ」

　深呼吸をする。

「げほ、げほ、げほ」

　微妙にむせた。

　とにかく冷静になるのだ。

　頭の中を整理してみよう。

　まずは……そう、なんで俺はこんなところにいるんだ？




『半年前』の大おお晦日みそかに俺は小学校の倒壊事故に巻きこまれた。

　俺はあの日、本当だったらトラックにはねられて大怪け我がをし、三日間意識を失うはずだったらしい。そんでもって天才（笑）として生まれかわるはずだったのだ。

　自分でも信じられないが、そういう未来もあったのだそうだ。

　天才となった『俺』はアンドロイドを開発し、ノーベル賞でももらって鼻を高くしていたのかもしれない。が、そのせいで未来は終しゆう焉えんの危機を迎えてしまう。

　というわけで急きょ、ユエを過去（俺にとっては現在だけど）に派遣し、俺の頭の働きを抑制するナノマシンを注入することにした。

　おかげで──。

　ドカンだ。

　それがあの小学校の倒壊事故の真相だった。

　歴史の修正力とやらが働き、事態はややこしいことになっちまったわけだ。

　この宇宙にはいくつもの可能世界だか平行世界だか、そういうものが存在しているらしい。普通なら、それらがまじりあうことなんてありえないわけだけど、例のドカンのせいでいろいろな可能性とやらがごちゃまぜになってしまったとかなんとか。

　俺を中心に、だ。

　まったくもって迷惑極まりない。

　平行世界には無自覚な魔術師である『俺』がいる。世界を救う革命家である『俺』や、三み柴しばの一族でもっとも優秀な『俺』、王子の生まれかわりである『俺』に、天才発明家となる予定の『俺』なんかもいる。

　ありすたちが言っていたことは噓うそではなかったのだ。

　物語の主人公になれそうな『俺』、『俺』、『俺』……。

　けど、俺じゃない。

　残念ながら。

　俺はどこにでもいる普通の高校生だった。

　だからって、俺は無関係を決めこんでもいられなかった。平行世界がまじりあったまま放置しつづけたら、さまざまな危険が残されることになるからだ。

　俺はすべてのはじまりである、あの一二月三一日に時間転移した。

　そして、まあ、なんだかんだの末にぜんぶを解決してこの現在に戻ってきた。

　それが、ついさっきの話だ。

　……たぶん、ついさっきだと思う。寝てたからはっきりとはしないけど。

　なんだか、すごいむかしのことのような感じもする。

　ぜんぶを解決ってのは、つまり、平行世界の混在ってのをなかったことにしてきたわけだ。未来も救われ、すべてがまるく収まった。

　めでたし、めでたし。

　それなのに、だ。

　理屈はよくわからないけど、ここは一つの可能性として、俺が暮らしていたはずの、そして、これから暮らしていくはずの『日常』から分岐してしまった世界らしい。

　ユエが言うには不安定なまま安定してしまったのだとか。

　おいおい、なんだよ、それ……。

　俺の苦労はなんだったのだろうと思わなくもないけど、まあ、広い宇宙のどこかが救われたのだと思って溜りゆう飲いんをさげることにした。

　それから──。

　俺はありすを家に送るために、自転車に乗っていたはずだ。

　うん、間違いない。

　そのあと……。




　ガチャリ、というドアの開く音がして、俺は回想を切りあげる。

「ああ、お目覚めですか」

　声のしたほうへ目をやった。

　そこに立っていたのは──、

「み、南みなみさん!?」

　一いち条じよう家のリアルメイドさんである南奈な美みさんだ。

　そうだ、思いだした。足もとのアスファルトが沼みたいになって、俺は地面の中に吞のみこまれたのだった。そして、突然現れた南さんに拉ら致ちされたのだ。

「って、な、なななっ!?」

　なんなのだ、南さんの、その格好は!?




　南さんはバスタオルを一枚まいただけの姿であった。




　むきだしの肩と脚がほんのりとピンク色に染まっていて、ひどく艶なまめかしい。見た目どおりに湯あがりらしく、いつもはうしろで縛っている髪を垂らしていた。なかばトレードマークのようになっているフレームレスのメガネも、今はしていない。

　顔面温度が急上昇し、俺は慌てて目をそらす。

　どうなってんだ？

　どうなってんだ!!

　どうなってんだ!?

　俺はおかしな夢でも見ているのか？

　なんで、南みなみさんが……。

　などと俺がパニックを起こしていると、ぎしっという音がして、同時に、ぼふんとベッドが沈んだ。南さんが俺のそばに寄ってきたのだ。

「ちょ、え、あの……」

　そして、俺のあごに指をかけ、ぐいっと自分のほうに向かせる。

「──っ!?」

　驚くほど近くに南さんの顔があった。おとなの女のひとだけが醸しだせる色香というか、気だるげな雰囲気に、俺の心臓は、ばくんっ、と大きく跳ねあがる。間違って口から飛びだしてきてしまいそうだった。

「あ、あの、えっと、その……」

　南さんはじっと俺を見つめていた。

　怖いので目をそらすと、今度はバスタオルでまかれた胸のあたりに目がいってしまう。

　普段、着やせしていて気づかなかったけど、南さんの胸、大きいな……。

「どこを見ているんです？」

「あ、いえ、すんませんっ」

　急いで顔をあげた。こんなときに、俺はなにをやってるんだ。アホなのか。

「お嬢さまの胸もそのようなよこしまな目で見ているのですね？」

　完全に殺し屋の目で俺を見る南さん。

　こ、怖すぎる。

「い、いえ、そんな……」

　俺はもごもごと言いわけをした。

「二度とそんな目で見られぬように眼球の摘出手術をしましょうかね」

　ひい。

　南さんはお嬢さまが大好きすぎて、むかしから俺のことを快く思っていないのだ。

　俺はごくりと唾つばを吞のみこんだ。

「……あ、あの、ここはどこです？」

　どこを見ていいのかわからないので、視線を彷徨さまよわせつつ訊たずねる。

「俺はなんで……ここに……？」

　この状況からして南みなみさんが俺をここへ連れてきたのは間違いないだろう。

　だが、周囲を見まわしても、ここがどこなのかさっぱりわからないのだ。本当に宇宙船の中じゃないよな……。




「ここはラブホテルです」




「…………は？」

「ラブホテル、つまり、男女が性行為に及ぶ施設です」

「ごぶはっ!?」

　あまりのダメージに血を吐きそうになる。

　それって、もしかして、今からここで南さんと俺は……。

「この部屋は宇宙船をモチーフにしているようですね。まあ、内装など、どうでもよいのですけれど」

「ど、ど、ど、どうして……」

　落ちつくのだ、俺。

　南さんが俺をあれ的な意味でラブホなんかに誘うはずがないじゃないか。

　でも、だったらなんでこんなとこに？












　ぎしっとベッドを軋きしませ、南みなみさんが俺に顔を寄せてくる。

「あなたと二人きりになりたかったからですよ」

　湯あがりの清潔な香りをさせて、南さんは囁ささやいた。

「!?」

　噓うそだろ。

　南さんが俺と二人きりになりたかった？

　もしかして、今まで南さんが俺に冷たかったのは、ありすを大切に思っているというだけじゃなくて、俺が南さんのことを異性として意識していなかったからであって、つまりはある種のツンデレ的な……………………ないな。そんなわけあるはずがない。うん。

「……えっと、本当のところは？」

　俺の問いに南さんは答えない。

　ただ、静かに俺を見つめているだけ。

　相変わらずバスタオル一枚という格好なので、目のやり場に困ってしまう。

　それにしても、あらためて思う。南さんは凄すさまじい美人である。今まではなんとなく怖いひととしか認識してなかったけど、目が覚めるくらいにキレイなお姉さんなのだ。

　そんなお姉さんにゴミでも見るような目で見られている俺は新たな快感に目覚めてしまうなんてことはもちろんこれっぽっちもない。

「この格好で手をだしてこないということは、お嬢さまにも、おかしなことはしていないでしょう。見境のないブタ野郎だったら、即刻ミンチにしていたところです。命拾いしましたね」

「は、はは……」

　冗談に聞こえないところがおそろしい。

　南さんはベッドを軋ませて、俺から距離をとった。

　ホッとしたような、少し残念なような。

　俺も転がるようにベッドからおりた。まだ心臓がばくばく鳴っている。

　南さんは俺に背を向けると、壁際に置いてあったトランクを手にして、中から衣服をとりだした。

「……あの」

　声をかけると、南さんがギンッと鋭い目をしてふり向く。

「なにを見ているんです？　服を着るのでよそを向いていてください。切り落とされたいんですか？」

「なにをですか!?」

「今のはセクハラ発言ですね。わたしに具体的にその部位を言わせようだなどと」

「あ、いや、そんなつもりでは……。その、うっかり、つっこみ体質で言ってしまっただけと言いますか……」

「お嬢さまにもそんなふうに卑ひ猥わいな単語を言わせているのですね」

「ま、まさか、そんなことは……」

「なんて羨うらやましい！　頰ほおを赤らめ、恥じらうお嬢さま……。いい。すごく、いい」

　……なんか、ダメなひとだ。とてもダメなひとだ。うん。

　とにかく、俺はうしろを向いた。

　少しすると、パサッという音がした。

　今のはタオルを床に落とした音だろうか。

　ということは、南みなみさんは今なにも身につけていないということになる……。

　部屋の中は空調のかすかな稼働音だけで、あとは静かだった。

　南さんが衣服を着ていく音だけがやけに生々しく耳に届いた。

　俺は生きた心地がしなかった。いろいろな意味で。

　っていうか、ほんと、俺はなにをしてるんだ……？

　と、そこで物音が途絶えた。

「…………あの、南さん？」

　返事はない。

　ふりかえっていいものだろうか？

　いや、なんかあったら怖いし、もうちょい待つか。

　そう判断した瞬間、ふうっ、と耳もとに息を吹きかけられた。

「のわっ!?」

　驚いて腰を抜かすところだった。

「な、なにするんですか？」

「大げさですね」

　そちらを見ると、南さんはいつものメイド仕様のワンピースではなくて、からだのラインがまるわかりのぴたっとしたライダースーツ姿になっていた。峰みね不ふ二じ子こみたいだ。そこはかとなくエロい。右手の中指に宝石のついた指輪をはめている。宇宙船みたいな室内の中で、それはキラキラと輝いていた。

「さて、そろそろ移動しましょうか」

「移動？」

「先ほどのあなたの質問への答えにもなりますが、ここを選んだのはプライベートが確保される場所だからです。監視カメラの映像はどうとでも〈歪わい曲きよく〉できますしね。一時的な潜伏場所とでも考えてください」

「潜伏場所、ですか」

「これからあなたをある場所へお連れします。ですが、お嬢さまに邪魔をされるわけにはいかないのです。それで一時的にここへ身を隠しました」

「……ありすに邪魔をされてはいけない」

　なんか知ってるぞ、このパターン。

　これは……。

「あの、俺をどこへ連れていくつもりなんですか？」

「『重層世界調律機関』です」

「えっと、どこです？」

「『重層世界調律機関』です」

　南みなみさんは淡々とした口調でくりかえす。

「……なんですか、それ？」

「この宇宙は単一のものではありません。平行世界の〈層〉によって成り立っているのです。ここまではおわかりですね？」

「え、あの……」

「口を挟まないでください、ムシケラ風情ふぜいが。踏みつぶしますよ」

　俺は口を閉じた。

「それぞれの平行世界には、そこに見あった因果律というものが存在しています。守るべき法則のようなものです。そこに生存する者は意識的にも無意識的にもそれを守らなければ生活ができません。しかし、この法則を破ろうとする者がいます。それをわれわれは歪わい曲きよく師しと呼んでいます。歪曲師は因果律を歪ゆがめる者であり、とても危険な存在です。そんな歪曲師をとりしまり、あらゆる平行世界のバランスを保つために存在している組織が『重層世界調律機関』です。そして『機関』に所属する職員を調律士といいます」

　俺の頭では半分も理解できていない。いないのだが……。

「あ、あの、発言してもいいですか？」

　控えめに挙手してみる。

「許可します」

「南さんは、その……調律士、とかいうやつなんですか？」

　こんなおかしな会話が普通にできるようになってるって、俺自身もそうとうおかしなことになってるな、とちょっと思った。今さらだけど。

「わたしは『重層世界調律機関』第Ⅷ《調査班シユミツトモニター》に所属しています」

　専門用語などだされてもさっぱりわからん。

　ただ、南さんがただのメイドさんでないことだけはわかった。冷静に思いかえせば、俺を拉ら致ちするときの力は普通じゃなかったし。

「……ありすはそのことを知ってるんですか？」

「お嬢さまはご存じではありません」

　そう口にした一瞬、南みなみさんは少し悲しげな顔をした。

「わたしの本来の役目は《千年魔女》の監視ですから」

　ありすが『俺』を見守っていたように、南さんもありすを監視していたということか。いや、つまり、そういう平行世界もある、ということなんだろう。たぶん。

　むずかしいことはよくわからない。そのへんのことはあとで考えよう。

　それよりも、今気にかかることは──。

「あ、あの、もしかしてですけど……」

「なんでしょう？」

「俺って、その……歪わい曲きよく師しとかいうのだと思われてたりなんかしちゃったり……」

「あなたは歪曲師として認定されました」

「認定……」

「よって、これ以上の異常事態がひき起こされないうちに、あなたを『機関』の専用施設で隔離することが採決されました」

「採決されましたって、いつの間に？」

「事前にです」

「……事前に？」

「今夜のことは、あらかじめこちらで予測済みのことだったのですよ。誤差は四パーセントです。お嬢さまたちが『半年前』に戻り、平行世界のありようを正そうとした結果、あらたな世界が生まれることは決定事項だったのです」

　え、なにそれ？

「……こうなると南さんは知っていた？」

「調律士ですから。あなたがたの行動により多くの平行世界が安定しました。それについては感謝させていただきます」

　俺は呆ぼう然ぜんと南さんを見つめかえすことしかできない。

「ですが、これからはあなたを保護し、隔離しなければなりません」

　隔離。

　前に、おたずねものの魔術師、《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》が言っていた。俺は、本当は隔離されなければならない存在なのだと。

　ユエだって似たようなことを言っていた。あいつは最初、『冥葬会ルナリア』から派遣されてきた魔術人形を名乗っていた。実際には噓うそだったわけだが、俺を施設に収容するという計画は以前からあったものらしい。

　南さんは魔術師協会の人間ではないようだけれど、主張の中身は同じだ。

「隔離というのは穏便な解決策であるということを伝えておきます。中には、あなたを暗殺する案もあったのです」

　マジかよ……。

「現在のこの状況、すべてが混在したまま独立してしまった世界も、誕生と同時に、なかったことにすべきだという意見もありました」

「……どういう意味ですか？」

「この『あってはならない世界』を滅ぼすということです」

　俺は言葉を失う。

　それはつまり、俺がいるせいで、世界が終わるということじゃないか。

　ほんの少し前に、俺たちは世界を救ってきたばかりだ。

　実感はないけど、とにかく危機を回避してきたのだ。

　それなのに、また世界の危機かよ。

　しかも、俺のせいで……。

「安心なさい。そういう意見もあったというだけです。あなたを隔離すれば、これ以上の混乱は避けられるでしょう。それで解決です」

　南みなみさんはそこまで言って、そっと右手をあげた。指輪の宝石が輝く。

　それはどこから生みだされたのか。

「──っ!?」

　南さんの手にいつの間にか巨大な鎌かまがあった。まんがとかでゲームで、死神が持っているようなやつだ。でも、その材質はあきらかに水だった。水でできた大鎌だ。

　南さんは流れるような動作で俺の首に刃の部分を突きつける。

「あなたが消えれば、お嬢さまは悲しむことでしょう。あなたをこのように連れ去った人物を血眼になってさがそうとすることでしょう。でも、心配には及びません」

　南さんはわずかに間をあけてから言った。




「あなたがこの世界に存在していたという事実をなかったことにできます」




　心臓が冷えるような感覚。

「……なんです、それ？」

「〈歪わい曲きよく〉というものですよ。あなたのことを忘れてしまえば、お嬢さまは悲しみません」

「俺がいなかったことになる……」

「お嬢さまのためを思えばこそです」

「……ありすの、ため」

「もちろん、協力してくださいますね、直なお道みちさま？」





　　　　○　　○






　選択肢がでていたころがもはや懐かしい。

　俺には南みなみさんに同行する以外の選択肢なんかなかった。

　ラブホテルをでた俺たちは南さんが運転するバイクに乗って移動した。白いフルフェイスのヘルメットをかぶせられ、俺は南さんの腰にしがみついた。

「おかしなところを触ったら、サメのエサにしますからね」

　と、言われて、俺はもう生きた心地がしなかったよ。

　すでに時刻は深夜の二時半をすぎていた。よく気絶してから自発的に目を覚ますことができたものだと思う。朝までぐっすりでもおかしくなかったのに。やはり、からだがなにかしらの緊張状態にあったのだろうか。

　いろいろなことが一度に起こりすぎていて、休む暇もない。

　俺たちが乗っているバイク以外に車はなかった。もちろん、歩行者もいない。南さんがどこを目指しているのか、最初はわからなかった。俺はどこに連れていかれるのだろうと不安だった。

　けれど、最終的に到着したのは──。

「……うちの高校じゃないですか」

「ええ、そうです」

　さっきは懐かしの小学校で、今度は高校か。夏休み中なので少し久しぶりな気もする。

　夜の校舎には当然ながらひとの気配なんかなかった。

　常夜灯がぼんやりと灯ともっているだけだ。

　南さんは校門の前でバイクをとめて、ヘルメットをとった。

　俺も同じようにヘルメットをはずす。

　八月の夜は蒸し暑く、俺は額の汗を手で拭ぬぐった。

　南さんのほうは汗一つかいていないようだった。

「あの、なんで学校になんか……」

　南さんは腰に付属しているポーチから小型端末をとりだした。

「機関の施設に向かうためには〈時空通路〉をとおらなければなりません。〈通路〉は一定期間ごとに移動するように設定されているのですが、座標を確認したところ、もっとも近い〈通路〉は、現在この中にあるようなのです」

「……はあ」

　南さんが言った〈時空通路〉というのは正直よくわかっていないのだが、ドラえもんのタイムマシンがのび太の部屋にある勉強机とつながっているようなものなのだろうと思っておく。違うかもしれないけど。

　とりあえず、決められた場所からしか移動はできないということだ。

「お先にどうぞ」

　南みなみさんが校門を指さした。逆らうわけにもいかず、校門を乗り越える。一瞬、逃げだそうか、と思った。でも、行動に移すことはなかった。脚力に自信があるわけではないし、『半年前』の世界で走りまくったので、もう勘弁してほしかった。

　それよりも──。

　なんとかして、ありすと連絡をとりたい。

　あいつも俺をさがしているはずだ。

　家をでるときに、自転車のカギしか持ってこなかったのが、今さらながらに悔やまれる。ケータイを部屋に置きっぱなしにしてきたため、連絡手段がないのだ。

　ここで大声をあげれば近所の誰だれかが気づいてくれるかもしれないけど、でも、それでありすに伝わるわけでもない。

　どうしたものか……。

　俺は街路灯に照らされてできた自分の影を見おろす。

「……人にん魚ぎよ」

　声をかけてみたけど反応はなかった。ありすと、ユエと、俺の三人で時間転移をしたつもりが、人魚は俺の影に潜りこんでいたとかで『半年前』についてきていた。

　今もひょっとしたら、と思ったのだけれど、ダメみたいだ。まあ、そりゃそうだよな。今ごろはぐっすり寝ているに違いなかった。

　同じ方法で言うなら、《運命の赤い鎖アカイエニシ》で麻ま乃のになんとか伝えられないものかとも思ったのだが、俺のほうからでは働きかけることができないのだ……。

「なにをしているんです？」

　いつの間にか校門を乗り越えていた南さんが俺の隣に立ち、鋭い視線を向けてくる。

「あ、いや、べつに」

　南さんはじっと俺を見つめつづける。心のなかを見透かされそうでおそろしい。

「ついてきてください」

　俺はこくこくと頷うなずき、南さんにつづいた。

　南さんはプールの前をとおりすぎ、体育館のほうへ歩を進める。

　俺はひたすら、いい連絡手段はないものかを考えていた。くそ、ユエを開発する予定だった『俺』なら、なにかすごい方法を思いつけるのかもしれないけれど、凡人の俺には無理だった。なにもいい考えが浮かばない。

　このまま俺は知らない場所に連れていかれて、一生そこで暮らさなければならないのか？　ありすや、スズランや、麻乃や、人魚や、ユエにも忘れられて、俺はいなかったことになっちまうのか？

　そんなの──。

「やってられるかよ」

　俺はその場から逃亡をはかった。さっきはためらったけど、なにも方法が思いつかないのだから、こうするしかなかった。

　でも、やっぱりもう足がガクガクで、うまく走れない。

「うわっ」

　そして俺は、南みなみさんにとり押さえられるまでもなく、勝手に転んで、自滅した。手のひらを擦りむく。じんわりと熱が広がる。

「くっ」

「無様ですね」

　そばに南さんが立った。

　まったくそのとおりだった。俺は無様そのものだ。どうにもならないほどに無力だ。結局、俺は世界なんか救えちゃいなかったんだ……。

「煩わせないでください」

　俺は歯を食いしばり、ゆっくりと立ちあがる。

　いや、立ちあがろうとした。

　でも、そのときだ。




「魔術式展開・《猫乃手喪狩体ミユウ・ミユウ》起動──」




　聞き覚えのある声がした。

　青白い発光が視界の端をかすめる。




「──慢心乱心バツド・チユーニング完了──」




「え？」

　俺は四つん這ばいの格好のまま、声のしたほうに目をやった。




「──猫ねこ殺そぎ奪え」




　夜の闇やみを払うように輝きをはなつ〈腕〉が伸びてくる。

　瞬間、南さんはうしろへと大きく飛んだ。化け物じみた爪つめが南さんの立っていた場所を抉えぐる。どん、という衝撃。砂ぼこりが舞いあがった。

「なぜ、あなたがここにいるのです、《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》？」

　南さんは素早く水の大おお鎌がまを生みだしていた。

　問われた彼女は街路灯の明かりの中にでてくる。

　毛先のはねたショートヘアと、くりっとした目の持ち主だ。黒いプリーツスカートに白い清せい楚そなブラウス、長いストールを巻いている。

　けれど、その右手は普通じゃなかった。

　彼女自身の腕をつつみこむように半透明の〈腕〉が覆っている。

「……おまえ」

　俺は呟つぶやいた。

「やっほー、元気だった、直なお道みちくん？」

　彼女は左手をひらひらとふる。

《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》。

　以前、俺の中に封印されているとかいう《凶戒原則ネメシスコア》を奪おうとした魔術師だ。ありすと勝負して、勝敗そのものはなんとなくうやむやになったんだけど、とにかく俺たちを見逃してくれた。

　魔術師協会からは追われている存在なので、どこかに逃げていたはずなのだが……。

「どうして、おまえがここに？」

　俺もまた、南みなみさんと同じ質問を口にした。

「どうして？」

　彼女は首を傾かしげる。すると、ピンで押さえていた髪がぴょこんとはねた。

「決まってるじゃん。あなたを助けにきたのよ」

「俺を助けに？」

「気になる男の子のピンチを見逃したとあったら、女が廃るってもんでしょ？」

「え？」

　刹せつ那な、南さんが地を蹴けっていた。手にしていた水の大鎌をふりあげ、彼女に突進していく。

「邪魔者は排除します」

「邪魔者はあんたよ、おばさん」

「おば……許しませんっ！」

　ふりおろされる大鎌を、彼女は人間とは思えない身のこなしでよけた。素早く〈腕〉を伸ばす。南さんはあっけなく、つかまってしまう。

「はっ、大したことないじゃん、おばさん」

「どこを狙ねらっているのです、小娘が」

〈腕〉の中にいたはずの南さんは、ぱちゃん、と水になって消えた。

　気づくと、彼女のうしろに南さんが立っている。捕ほ捉そくされたように見えたのは南さんが生みだした幻で、本物はそちらに移動していたわけだ。

「ちくわぶ！」

　俺が叫んだのと、南みなみさんが大おお鎌がまを横よこ薙なぎにしたのは同時だった。ぶんっ、と風を切る音が響く。が、彼女はギリギリのところで致命傷をさけた。相変わらず、人間ばなれした身のこなしだった。けれど、左腕を刃がかすっていたらしく、血がにじんでいる。

「くっ」

　彼女の顔が歪ゆがんだ。額を汗が流れていくのが見える。

　俺はとっさに走りだしていた。足が疲れたとか言ってられない。

　だが、俺が彼女のところにたどりつく前に、からだを拘束されてしまう。

「ぬおっ」

　南さんの仕業かと思ったけど、そうじゃなくて、俺は〈腕〉につかまれていたのだった。

「お、おい！　はなせよ！」

　俺の抗議の声を、彼女は聞いていない。俺をつかんだまま、膝ひざを折ってバネを溜ためる。足もとが発光していた。そして、彼女は強く地面を蹴ける。

「うわああああああああ」

　われながら情けないけど、俺は大声をあげていた。

　絶叫マシンとか、そういうのは苦手なのだ。

　すさまじい跳躍だった。軽く、校舎の屋上まで到達してしまうような。












「待ちなさい！」

「言われて待つバカはいないよね」

　彼女はありすが使う魔術札ワイズヴアーミリオンと似たカードをとりだした。それを手裏剣のように投げつける。

「目をつむって」

　彼女の囁ささやきを聞いた。俺は言われるままに強く目を閉じる。

　瞬間、すさまじい閃せん光こうが生みだされたのがわかった。それだけではなく、からだを激しく揺さぶられる。俺はぎゅっと目をつむりながら、そのまま気絶した。





　　　　○　　○






「起きて、直なお道みちくん」

　ぺちぺち、と頰ほおを優しく叩たたかれた気がする。

「ん、んん……」

　俺はゆっくりと目を覚ました。あたりは薄暗い。

「……ありす？」

「残念、わたしは《千年魔女》じゃないんだな」

　その声で俺の頭ははっきりと覚かく醒せいした。

　俺の目の前にいるのは──。

「キャット──」

　大声をあげそうになったところで口を塞ふさがれる。

「大きな声ださないでよね。ここはあなたの学校の保健室。さっきの場所から一〇〇メートルもはなれてないんだから」

　彼女はそう言い、ゆっくりと俺の口から手をはなした。俺の意識がないあいだに、彼女の右腕はふつうの腕に戻っている。

　あたりを見まわしてみた。そこは彼女の言うように保健室のようだった。俺はベッドに寝かされている。彼女に視線を戻した。

「……どういうつもりだ？　また、俺を連れ去りにきたのかよ？」

「だったら、とっくにそうしてるわ」

　言われてみれば、そのとおりなのかもしれない。以前も、急にどこかから現れたり、消えたり、自由自在って感じだったし、意識のない俺を連れていくなんてわけなかったはずだ。でも、それをしなかった……。

「さっきも言ったでしょ、あなたを助けにきたんだってば」

　彼女は手を伸ばして、ちょん、と俺の鼻の頭を指で弾はじいた。

　そこでふと気づく。

「……左腕、怪け我がしてるじゃないか」

「ん？　ああ、これ？」

　彼女は自分の左腕にちらっと視線を向け、でも、とくに気にする様子もなく、からからと笑う。

「ちょっとかすっちゃった。ま、舐なめときゃ治るわよ」

　さっき、南みなみさんの水の大おお鎌がまがかすった部分だ。血がにじんで、白いブラウスを茶色く汚している。

《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》はおたずねものの魔術師だ。追われる身である以上、この程度の怪我は珍しいことではないのかもしれない。

　でも、それは俺のせいで負った怪我なのだ……。

「ちょっと待ってろ」

　俺はベッドからおりて、薬品棚に向かった。窓の外から明かりが入ってきているのと、目が暗くら闇やみに慣れているのとで、それなりに視界はとれている。救急箱を見つけた。それを持って彼女のもとに戻る。

「そこ、座ってくれ」

　俺はベッドの端を指さした。

　彼女はなにも言わずにそれに従った。

　救急箱を開き、中身を物色。まずは脱脂綿に消毒薬をしみこませる。

「ちょっと沁しみるかも」

　予告してから彼女の傷口を拭ぬぐった。

「っ」

　彼女はくちびるを結んで足をぱたぱたさせる。ストールの先がもふもふと動いていた。

「深い傷じゃないみたいだから病院で縫ってもらうほどでもないだろ」

　たぶん。

　清潔なガーゼをあてがい、包帯を巻いてやる。そのあいだ、彼女はめずらしいものでも見るような目を俺に向けていた。

「とりあえず、これでいい」

　消毒薬をしまい、救急箱を閉じてから、俺は彼女に視線を戻す。彼女は包帯をぺたぺたと撫なでていた。

「ところで、南さんは？」

「南さんってのは、あのおばさんのことだよね？　さあ？　向こうはこっちの素性を知ってるみたいだったし、だったら、遠くに逃げたと思ったんじゃないかな？　なんたって、わたしはおたずねものだからね」

　言って、笑う。

「少なくとも近くに気配はない。ひとまずは安心していいわよ」

「そうか」

　俺はまるイスをひき寄せて腰をおろす。

「どうして、俺のことがわかったんだ？」

　南みなみさんに連れ去られ、学校にいることが、どうしてわかったのだろう。

「愛の力？」

「ふざけろ」

　彼女はいたずらっぽい表情を浮かべる。

「あれからも、あなたのことを見張っていたのよ。もちろん、わたし自身じゃないけどね。情報は逐一わたしのところに届くようにしていたの。何度か再接触を試みたこともあったけど、ま、わたしのでる幕ではないなって思ってただけ。ただ、今回はちょっとね」

「……ちょっと、なんだよ？」

「話もしたいかなって」

「話？」

　彼女はまた包帯を撫なでる。

「どうした？　包帯、きつく巻きすぎたか？」

「……そうじゃないけど」

　言って、彼女は俺に顔を向ける。足を組み、上半身をうしろへそらせた。

「直なお道みちくんってさ、優しいよね」

「……急になんだよ？」

「たださ、誰だれにでもいい顔するのは、本当に優しいとは言わないんじゃないかにゃ？」

「どういう意味だよ？」

「ハーレムつくっていい気にならないほうがいいよってこと」

「……いい気になんか」

　なってない、と言い終える前に彼女が話しだす。

「《千年魔女》はさ、けっこう抜けてると思うんだよね。彼女の魔術師としての能力は高く買うけど、あなたを守るのには向いてないとも思う」

「幼なじみの悪口なら聞く気はないぞ」

　俺がそう言うと、彼女は微笑ほほえんだ。

「直道くんってさ、基本、役立たずだよね」

「なんだよ？　そうだよ、知ってるよ、うるさいな」

「まあまあ、責めてるんじゃないって」

　笑いながら彼女はつづける。

「直なお道みちくんは正直、戦力外だと思う。自分でもわかってるでしょ？」

「……まあ」

「でも、《千年魔女》のためなら前に飛びだしていける。わたしが彼女を襲ったときもそうだった。わたしの《猫弐故蛮ニア・ミア》を破って、なりふりかまわずに《千年魔女》を守ろうとした。あのときのあなたは、かつてないくらいに無様で、これ以上ないってくらいにかっこよかったよ」

「……褒められてるのか、貶けなされてるのか、よくわからん」

「褒めてるのよ。ただ──」

「ただ？」

「これ以上は教えてあげない」

「……なんなんだよ」

　彼女がなにを言いたいのか、俺には見当もつかなかった。

　俺は頭をかいた。窓を閉め切っているので、深夜とはいえ、それなりに暑い。俺は立ちあがって窓のほうへ向かった。そばには誰だれもいないという話だし、ちょっと窓をあけるくらいはいいだろう。

　窓のクレセント錠に指をかける。

　と、そのときだ。

「ねえ、好色一代男くん」

　うしろから彼女が抱きついてきた。背中に女の子の独特の感触がある。

「な、おい!?」

「動かないで」

　シャツの下から彼女が手を入れてくる。指が俺の肌を撫なでていく。

「ちょ、ま、おい、なんだ、どういうつもりだよ？」

　いきなりの事態に俺はパニクる。

「三み柴しば直道争奪戦、わたしも参戦しておけばよかったかな」

　俺の混乱をよそに、彼女はぽつりと呟つぶやいた。

「は？」

「あなたにちくわぶって呼ばれるの、嫌いじゃなかったよ」

　そして、彼女は俺の左胸に触れた。

　バチン。

　静電気が発生したかのような感覚。

　俺の左胸には《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》が刻まれている。それは極大魔力炉《凶戒原則ネメシスコア》を封印し、さらに、なにか異変があれば、ありすに知らせることができるという代物だ。

　次の瞬間。

「直なお道みちっ！」

　なにもない虚空を切り裂くようにして、ありすが飛びだしてきた。

「ありす！」

　キャラメル色の髪をなびかせ、視線を鋭くさせている。その手には炎の剣が握られていた。床に着地したありすは素早く周囲に視線を走らせる。

「だいじょうぶだ、ありす。ここは安全だ。学校の保健室だよ」

　伝えると、ありすが俺のほうを向く。

「直道、あんた、なんともない？　怪け我がは？　なにがあったの？」

　ちょっと泣きそうな顔をして、俺の頰ほおに手を伸ばしてきた。ありすの手には熱がこもっていた。額に汗が浮いている。息もあがっているようだった。

　きっと、俺が消えてから、いっぱいさがしまわってくれたんだろう。

「ああ、無事だ。助けてもらったんだ」

「助けてもらった？　誰だれに？」

「……とおりすがりの魔術師、かな」

　ありすが現れたときにはもう、彼女の姿はどこにもなかった。





　　　　○　　○






　一夜明けた現在。

　俺は寝不足である。太陽が眩まぶしすぎる。からだの節々も痛い……。

　ありす、スズラン、麻ま乃の、人にん魚ぎよ、ユエ、それから俺。

　この六人で一いち条じよう邸につづく坂をのぼっている。

　昨夜と言うか今朝、保健室にてありすに保護された俺は、自分の身になにが起こったのかを説明した。

　ありすを自宅まで送っていく途中で襲ってきたのは南みなみさんだったこと。

　南さんは、なんとかっていう組織（名前を覚えられなかった）から派遣された、調律士とかいう、とくべつな立場のひとで、危険人物と認定された俺をべつの場所に隔離しようとしていたらしいということ。

　ありすに説明したあと、一度、三み柴しば家まで戻ると、眠ったはずのみんなも起きていて（どうもありすが叩たたき起こして、俺をさがさせたらしい）、そこでも同じ話をくりかえした。

　ひと晩、再襲撃に備えて家に籠ろう城じようしたのだが、南さんは現れなかった。

　なので、今度はこちらから、ということで、俺たちは一条邸に向かっているところなのである。

「お、大きい家だね」

　スズランが一いち条じよう邸の門の前で怯ひるんだような声をだし、俺にしがみついた。左右の三つ編みが、ちょろんっと揺れる。

　忘れがちだが、一条ありすはお嬢さまなのだ。古くはイギリス王室ともゆかりのある由緒正しいお家柄で、この豪邸も市内ではかなり有名だったりする。外観とか庭などが、何度か雑誌に載ったこともある。

「臆おくすることはありませんわ」

　麻ま乃のが前にでた。朝日を浴びた黒髪がつやつやと輝いている。

「安心したまえ、王子さまはぼくが守る」

　人にん魚ぎよも深い海のような瞳ひとみを鋭くさせて、一条邸を睨にらみつけた。

「調律士に関するデータをユエは持ちあわせていません。三み柴しば直なお道みちの話を聞くかぎりでは、かなり危険な人物のようです。気を抜かないように」

　ゴスな勝負服を着こんだユエが静かな調子で麻乃と人魚に声をかける。

「いくわよ」

　ありすが先導して、門をあけた。

　正直なところ、俺はもう南みなみさんはここにはいないんじゃないかと思っている。

　正体をあかした以上、ここにいつづける必然性はない。

　もっとも、そうだとしたら、彼女がどこへいってしまったのか見当もつかない。

　となると、南さんの行き先につながりそうな手がかりを見つけるには、やはり、ありすの家をさがすのが一番だった。

　手がかりが残っている可能性は低いかもしれないけれど……。

　石畳の道をぬけ、家の扉をあけはなつ。

　と。

「あら、お帰りなさいませ、お嬢さま」

　南さんは当たり前のようにそこにいて、掃除をしていた。肩までの髪をうしろで束ね、フレームレスのメガネをかけている。服装も峰みね不ふ二じ子こスタイルではなく、いつものメイド服仕様のワンピース姿だった。

「ご友人のみなさまも、ようこそいらっしゃいました」

　なんの動揺も見せずに、南さんは深々と頭をさげる。

「ようこそじゃないわ！」

　ありすが南さんにつめ寄った。

「どういうことなのよ？」

　南さんは静かにありすを見つめかえし、

「ここでお話をするというのも締まりません。涼しいところへ移動しましょう」

　そう言った。

「いいわ。応接間にいきましょう」

　ありすも応じる。

　靴を脱いだ俺たちは、南みなみさんに案内される形で応接間に移動した。

　広々としたそこは寒すぎず暑すぎず、ちょうどよい室温が保たれていた。華美な模様のあるテーブルを囲んで、ソファが並べられている。

「どうぞ、お座りください」

　南さんはそう言ったが、誰だれも座らなかった。

　壁の色はオフホワイトというのだろうか。絵が飾られている。それは名のある画家のものではなくて、ありすが小学生のときに夏休みの宿題で描かいたひまわりの絵だった。

　足もとには薄いベージュの絨じゆう毯たんが敷かれていて、奥にピアノが置いてある。

「お飲み物はいかがいたしますか？」

　南さんの問いに、

「そんなのどうでもいい」

　ありすが強い口調で答える。

　そんなありすを南さんはうっとりした目で見つめていた。

「ああ、お嬢さま。なんとも勇ましい。惚ほれ惚ぼれいたします」

「ふざけないで！」

　ありすはひと際大きな声をはりあげた。

「話は直なお道みちから聞いてる。奈な美みちゃんが直道を拉ら致ちしたのもわかってるんだから。どう申し開きするつもり？」

「申し開きをするつもりはありません」

「……どういうことよ？」

「わたしは『重層世界調律機関』からやってきた調律士です。この宇宙は平行世界の〈層〉によって成り立っています。それぞれの平行世界には、固有の因果律があり、それぞれがまざりあうようなことがあってはなりません。秩序を保つためです。われわれ、調律士はその因果律を守るために、さまざまな世界を行き来します。そして、彼を発見したのです」

　彼、というところで、南さんは俺を見た。

「三み柴しば直道。彼はとても危険な人物です」

「直道は危険なんかじゃない」

　ありすの言葉に、南さんはわずかに口もとを緩める。

「もちろん、彼自身は無害です。けれど、彼の存在は異常と言わざるを得ません。かつて機関の存続を揺るがした『糸を切る者スローター』にも匹敵します」

「なによ、そのスローターっていうのは？」

「因果律の糸を切る者のことです。まあ、お嬢さまが知る必要はありません。遠い世界での出来事ですよ。わたしが言いたいのは、三み柴しば直なお道みちをこのままにはしておけないということです」

「『冥葬会ルナリア』ではその件は保留となっているわ」

「『重層世界調律機関』は三柴直道を《無自覚な魔術師イノセント》として認知しているわけではありません。歪わい曲きよく師し、つまり、因果律を乱す者と認定しているのです。彼の存在は世界をいつ終しゆう焉えんに導いてもおかしくありません」

　なんとなく実感のない話ではある。

　俺はべつに世界征服をたくらむ悪の親玉でもなんでもない。世界を破壊することなんて望んでいない。みんな仲よくなればいいと思っている。

　でも、俺が望もうが望むまいが、そんなことは関係ないのだ。ただ、存在するだけで、おかしなことをひき起こしてしまう。

　それを避けるために『半年前』に時間転移し、問題を解決してきたのだ。

　なのに、まだ、俺は世界の脅威でありつづけている……。

「直道を守るのがあたしの役目よ。邪魔するなら、奈な美みちゃんでも許さない」

「スズもお兄ちゃんの味方だよ」

　ありすの言葉にスズランがつづく。

「わたくしもですわ」

　麻ま乃のが胸をはり、

「ぼくもだ」

　人にん魚ぎよが一歩前にでた。

　けれど、そこで。

「南みなみ奈美女史の言うことにも一理あるかもしれません」

　ユエはそう言った。

　みんなの視線がユエに集まる。

　その程度で、ユエは怯ひるまない。いつものように淡々とした口調でつづけた。

「この世界は平行世界の混在を許容したまま、安定したものと考えられます。三柴直道はいまでも特異点でありつづけているわけです。となれば、あらたな混乱が起きない保証はないのです。『重層世界調律機関』なる組織が三柴直道を危険視するのは極めて妥当な判断です」

「ちょっと、なにをおっしゃっていますの！」

　麻乃がユエにつっかかった。

「事実の指摘です」

「では、あなたはあんなおばさんの味方をしますの!?」

　麻ま乃のは、さりげなく、南みなみさんをおばさん呼ばわりしている。南さんの眉まゆがぴくりと動いたのを俺は見逃さなかった。

「それは違います。ユエはこの状況下でなお、三み柴しば直なお道みちの味方をします」

「それはどういうことでしょう？」

　南さんが穏やかな調子で訊たずねた。

「ユエ以外の四人、いわゆる恋のさや当てヒロインたちは──」

　そこまで言っただけで、ありすたちがぎゃあぎゃあと騒いだが、ユエはまるで動じていない。さすがは鋼鉄製のハートを持つ少女だ。

「──感情面で三柴直道を守れると主張しています。ですが、ユエは実務能力の面から見ても三柴直道を守れると主張します。また、三柴直道が特異点としてなにかをひき起こした場合にも、対処できるものと思われます」

「昨夜はいともあっさりと彼を強奪できましたよ？」

　南さんが余裕の表情で告げた。

「認めます。ですが、現在、三柴直道はユエたちのもとに帰ってきました。これが現実です」

　ユエもひかない。

「それはただの結果論でしょう？」

「運も実力のうちです。三柴直道は極めて運がいい。まるで物語の主人公のように」

「なるほど」

　南さんは頷うなずいた。

「なら、こうしましょう。今日から三日間、時間を与えます」

「なによ、それ？」

　ありすが南さんに、きつい口調で訊ねる。

「三日間、わたしから直道さまをお守りになってください。お嬢さまたちが主張するように直道さまを守護できるというのであれば、わたしは手をひきましょう。『機関』にもその旨を報告し、経過観察ということにできます。わたしにはそれだけの権限が与えられていますから」

　そこまで言ってから、南さんはフレームレスのメガネをはずした。

　鋭い目で全員を一人ずつ見据える。

「けれど、直道さまを守りきれなかった場合、わたしは彼を施設に収容します。そして、みなさんの記憶から彼の存在を消します。同時に、直道さまの記憶からもみなさんの記憶をぬきとります」
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　状況としては、人にん魚ぎよが現れたときと酷似している。

　あのときも、みんなで俺を守ってくれていた。

　ただ、あのときと違うのは、俺を狙ねらっている南みなみさんが条件をだしてきているということだろうか。

　南さんはこう言った。

「できるかぎり普段どおりの生活をしてください。不測の事態はいつ起こるかわからないものです。三日間、わたしに感知できない場所に逃げることで、ごまかすことがないように」

　しかし、そのあとでこうも言った。

「もっとも、どこに籠ろう城じようしようとも、結果はかわりませんがね」

　不敵に笑う南さんが少し怖かった。

　まあ、それはそれとして──。

「ほら、お兄ちゃん、早く、早くぅ」

　スズランがちっこい手をふって俺を呼んでいる。テンガロンハットにベスト、デニムのミニスカート、ショート丈のウエスタンブーツという、カウガール・スタイルがよく似合っている。ぴょこん、ぴょこん、とジャンプしているので、ひと目を惹ひいていた。

　スズランと俺はショッピングモールに遊びにきている。

　たしかに南さんは「普段どおり」と言った。

　だけど、こんなふうに、外に遊びにでてだいじょうぶなのだろうか？

　俺としては不安である。

　しかも、今現在、スズランと俺は二人きりなのである。というのも、どうにもみんな協調性というものがないからだ。みんなで一緒に、という発想が欠如している。

「こんなときだからこそ協力しよう」と俺が言っても、誰だれも聞いちゃいなかった。

　そういう意味ではみんな団結しているのだが……。

　結果的に、一人ずつ順番で俺を護衛するということになった。

　その順番もじゃんけんによって決められた。

　一番がスズランというわけだ。

　そのスズランが「ちょっとお買い物につきあって」と言いだし、こうしてショッピングモールまでやってきたという次第である。

「まあ、いいか」

　不安がっているだけでは、なにもはじまらない。

　怯おびえて、ひきこもっていても仕方がないのだ。

　スズランは頼りになるやつだし、俺も自分のことくらいは自分で守れるようにならなければいけない。

「よし」

　俺はスズランのほうへ駆け寄る。

　スズランの目的の場所はモール内にあるキッチン用品売り場だった。

「おっきなフライパンがほしいの」

「ああ、そういや、うちのフライパンはあんまし大きくないもんな」

　俺の両親は大学の研究所で「藻」の研究に明け暮れている。たまに電話で話をするくらいで、ほとんど家にも帰ってこない。

　となると、基本的には自分の食事だけ用意できればいいのであって、これまでは大きなフライパンなんか必要なかった。

　でも、いつの間にかスズランや麻ま乃のが居候するようになり、ありすやら人にん魚ぎよやらユエまで俺の家に入り浸るようになると小さなフライパンでは賄えなくなってしまったわけだ。

　みんな、自分の家で食事をしてくれと思うがな。

　なぜ、三み柴しば家のエンゲル係数だけあがってるんだろう……。

　スズランはお目当てのフライパンのコーナーにたどりつくと、真剣な目をして商品の吟味をはじめた。

　フライパンの良し悪しがわからない俺は、軽く周囲を見まわしてみた。












　大勢のひとで賑にぎわっている。

　その中に南みなみさんらしきひとの姿はなかった。

　あのひとは、このどこかにまぎれていたりするのだろうか？

「心配しなくてもだいじょうぶだよ、お兄ちゃん」

　フライパンを手にしたスズランがこっちを見あげて、俺を安心させるように、にっこりと笑った。

「今のところ、不審な気配はしないから」

「頼もしいな」

「最終兵器妹！」

「よくわからないが強そうだ」

　スズランは「えへへ」と言って、手にしていたフライパンを、ひゅん、とふった。首を傾かしげて「ちょっといまいち」などと呟つぶやいている。

　妹（仮）よ、そのフライパン、なんに使うつもりで買いにきたんだい？

　結局、フライパンは買わなかった。品質は確認したので、あとでネット通販にて安いものを購入するらしい。しっかりしてるなあ、と思った。

　買ったのは箸はしだけだった。職人さんが一本ずつ模様を手て描がきしているものだそうだ。

　金魚が涼しげに泳いでいる絵柄の箸をお揃そろいで買った。

「新婚さんみたいだね」

　と、スズランがはにかんだ。

　俺はちょっと恥ずかしくて、スズランの髪の毛をくしゃくしゃとかきまぜる。

「さて、これから、どうする？　用事もすんだわけだし、家、帰るか？」

　どうにもまったりしているけれど、これでも俺は南さんに狙ねらわれているのだ。それなりに緊張感は必要なはずだ。

「あ、ねえ、あれやろうよ！」

　スズランがしゅぴっと指さしたのは、ゲーセン内に設置されているシューティングゲームの台だった。ゾンビを倒していく有名なシリーズだ。

「スズもゲームとかやるのか？」

「ううん」

　スズランは首を横にふる。テンガロンハットがズレて、スズランはそれを小さな手でなおした。

「でも、ちょっとおもしろそう」

「まあ、少しくらいならいいか」

　二人並んで画面の前に立つ。銃を手にして、硬貨を投入した。

　おどろおどろしいタイトルと、不気味なＢＧＭが流れる。つづいて、ルール説明だ。「ステージ１」では施設の地下から脱出するというのがクリア条件らしい。

「よし、はじめるぞ」

　ゲームがスタートし、早速、エレベーターの向こうから大量のゾンビが現れた。

　俺は狙ねらう余裕もなく乱射していく。

　いっぽう、スズランは的確にゾンビにヘッドショットを食らわせていった。一撃必殺って感じだ。ポイントがどんどん加算されていく。とても素人とは思えない。いや、スズランはある意味、素人ではなかったか。

「……すげえな」

　なんか銃の持ち方からして、すでにかっこいいんですけど。

　カウガール・スタイルなのでびっくりするくらい似合っている。

「お兄ちゃんは援護して」

「あ、ああ」

　返事をしたのはいいけど、援護ってどうすりゃいいんだ？

　よくわからないが、とにかく撃ちまくった。ゾンビを寄せつけないようにする。スズランの腕がいいので、ダメージもなく着実にストーリーを進めていけた。

　やがて、「ステージ１」のボスキャラが現れる。普通のゾンビよりもからだが大きく、バカでかい斧おのを持っている。って言うか、もはや、ゾンビの範はん疇ちゆうを越えていると思う……。

「お兄ちゃんは足を狙って。スズは顔を狙うから」

「わかった」

　とにかく銃を連射する。弾切れを起こす前に装そう塡てんして、引ひき鉄がねをひく。

　ひたすら撃つべし。撃つべし。撃つべし。

　だが、さすがはボスキャラ、なかなか有効なダメージにならない。

　ボスゾンビが斧をふりかぶった。すると、なぜか、腐ったようなにおいが鼻をつく。

「あぶない、お兄ちゃん！」

　スズランが俺に体当たりをしてくる。

「うおっ！」

　ゲームの最中になぜ？

　と思ったのも束つかの間ま、俺が今まで立っていたその場所に、斧が突きたっていた。

　どん、という大きな音。床がわれて、ほこりが舞った。

　ボスゾンビは「グルルル」と鳴く──。

「って、なんだよ、これ!?」

　いつの間にか周囲の光景がかわっていた。さっきまで、俺たちはショッピングモールの中にあるゲームセンターにいたはずだ。なのに、そこは見知らぬビルのエントランスだった。照明は、ジジ、ジジ、と点滅をくりかえしており、壁のあちこちに血が飛び散っている。観葉植物やソファが倒されていた。

　そして、ボスゾンビが床に刺さっている斧おのをひきぬこうとしている。

　画面の中で、じゃない。

　すぐ目の前で、だ。

「ど、どどど、どうなってる？」

　いきなりすぎて理解が追いつかない。

「……ここは、たぶん、ゲームの中だよ」

「はあ？」

「まさか、こんなことができるなんて」

　スズランが悔しそうな表情を浮かべる。さっき、俺を突き飛ばした拍子にテンガロンハットが落ちてしまっていた。

「……も、もしかして、これ、南みなみさんの仕業なのかよ」

　彼女が言っていた〈歪わい曲きよく〉とかいうものなのだろうか。油断してようが、抜かりなくかまえてようが、これなら関係ないじゃないか。俺たちを一瞬にしてゲームの中にほうりこんでしまえるなんて……。

「ど、どうやったら、ここから脱出できるんだ？」

「わからない。でも、おそらく、あいつを倒せばいいんだと思う」

　スズランが言ったのと、ボスゾンビが、ずぼっ、と斧をひきぬいたのとは同時だった。

「オオオオオオォ！」

　すさまじい雄お叫たけびが響きわたる。からだに音がぶつかってくる感じだ。

「倒すって、どうやって？」

「それはもちろん──」

　俺とは違い、スズランはあくまでも冷静だ。

「こうやってだよ、お兄ちゃん」

　スズランは手にしていたゲーム用の銃をほうり捨て、バカでかい銃を用意した。

　大口径ピストルＩＭＩデザートイーグルだ。

　やっぱり、どこからとりだしたのかわからなかった。

　スズランは床に左ひざをついた格好で銃をかまえた。銃は、そのちっこい手には余ってしまうような大きさなのだが、まるでおもちゃを扱っているかのように、スズランの動きは素早い。間髪をいれずに引ひき鉄がねがひかれる。

　発射された弾丸はボスゾンビの眉み間けんを撃ち抜いた。

「う、キモ」

　ゲームで見るよりグロいな……。

　ボスゾンビはその一撃にて動かなくなる。そのままゆっくりとうしろに倒れていった。

　どすん。

「一昨年おととしきやがれ」

　スズランは決めゼリフ（？）を口にして、カウガールらしく、ふっと銃の先に息を吹きかけた。よくわからないが、かっこいい。

「すげえな。さすがだよ、スズ」

　俺は落ちていたテンガロンハットを拾いあげて、スズランの頭にちょんと載っける。

「えへへ、もっと褒めて褒めて。褒めちぎって」

「なあ、でもさ、あいつ倒したのに、なんで俺たち、まだここにいるんだ？」

「え？」

　次の瞬間だ。どこからともなく、ひとのうめき声のようなものが聞こえてきた。

　ぞぞぞっ、と鳥肌が立つ。

「今のって……」

　見れば、ビルのガラス窓にびっしりと顔色の悪いゾンビがひっついていた。あまりにもたくさんのゾンビが一度に押し寄せていたので、みしみしみしっと亀き裂れつが生じてしまう。

「や、やばい！」

　そして──。

　ガラスは砕け、大量のゾンビがエントランスになだれこんできた。いくらスズランの腕がよくても、この量では太刀打ちできないはずだ。

「お兄ちゃん、逃げて！」

　スズランが銃をかまえる。

「アホ、置いてけるか！」

　俺はスズランを抱えあげ、走りだす。

「うにっ」

　早く逃げなければ！

　でも、どこに？

　ゾンビが迫ってくる。

「「わああああああっ」」

　スズランと俺の叫び声が重なった。

　と。

　目の前に浮かぶ「You Are Dead」の血文字。

「……え？　あれ？」

　スズランと俺はゲーセンの中にいた。あたりを見まわしてもゾンビなんかいない。俺たちはゾンビゲームの前につっ立っているだけ。

「ゲームオーバーですね」

　背後から南みなみさんの声が聞こえた。

　急いでふりかえってみたけれど、そこには誰だれもいなかった。
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　すっかり落ちこんでしまったスズランは、部屋にこもっている。心配になって覗のぞきにいったら、星の形をしたクッションを抱えながらベッドでまるくなっていた。

　南さんは昼間の段階で俺を拉ら致ちすることも可能だった。スズランが油断していたわけではないと思う。俺だって、それなりに気を張っていたつもりだ。単純に南さんのほうが上手だったのだ。

　けれど、三日間の猶予を与えるという宣言どおり、直前で手をひいた。

　俺を連れ去らずに解放した。

　なぜなのか？

「余裕があるということだね」

　俺の隣を歩いている人にん魚ぎよが言う。

「おそらく、ぼくたちの自信を喪失させることが目的なんだ」

　日は暮れて、あたりはすっかり暗くなっていたけれど、街路灯の明かりで人魚の姿をとらえることができる。薄桃色の髪と、白いワンピースが風に揺れていた。その手には、さっきコンビニで買ったばかりの花火セットがある。しゃわしゃわ、とビニール袋がすれる音が響いていた。

「なあ、やっぱりさ、家にいたほうがいいんじゃないか？」

「なんだい、ぼくでは頼りないと言うのかい？」

　頰ほおをぷくっとさせて人魚が俺を見あげてくる。

「そういうわけじゃないけど……」

　しかし、スズランがあんなにもあっさりと敗れてしまったのだ。ここは今からでも、みんなで協力したほうがいいのではないだろうか。

「だいじょうぶだよ、王子さまは舟盛になったつもりでいてくれればいい」

「俺は刺身の盛りあわせか」

「間違った、大船に乗ったつもりでいてよ」

「……不安だなあ」

　現在は夜の八時すぎ。

　俺たちが目指しているのは近所の海水浴場だった。もちろん、これから泳ぎにいくわけではない。花火をやりたい、と人魚が言いだしたので、砂浜までやってきたのだ。

　家の前でやればいいじゃないかと提案したのだけれど、二人きりがいいと人魚が主張して譲らなかったので、ここまできた。公園は火気厳禁だし。

　俺はからっぽのバケツをぶらさげている。

　寄せてはかえす波の音が聞こえてきて、やがて海が見えてくる。まあ、海そのものは真っ暗で見えなかったけど。季節がら、あちこちで花火をやっているのがわかる。ロケット花火のぴゅーという音がした。

　砂浜にたどりついたところで、俺はスニーカーを脱ぎ、はだしになる。人にん魚ぎよも同じようにはだしになっていた。波打ち際までいって、バケツに海水をくむ。波がやってきて足をなでていった。人魚は少しのあいだ、その場でワンピースの裾すそをつかみ、ぱしゃぱしゃと足踏みをしていた。月の光を浴びて、それはとても美しい光景だった。

「気持ちいいね」

「そうだな」

　俺たちはあんまり騒がしくない場所を選んで、そこで花火セットを開く。あらかじめ家から持ってきたライターでロウソクに火をつけた。かすかな潮風に炎が揺らめく。

　こうなってくると、なんだかんだで、俺もちょっとテンションがあがってきた。

「よし、なにからやる？」

「これにしよう、これ」

　人魚が花火の先端を火にかざした。緑色の炎が、しゅばばばば、と生みだされる。

　俺も同じ花火を選んで点火させた。しゅばばばば。

「わあ、キレイだね！」

　炎に照らされた人魚の笑顔が見える。

「きて、よかったね！」

　人魚がはしゃいで花火をくるくるまわした。鮮やかな光が暗くら闇やみを彩る。

「俺は二刀流だぜ」

「なんの、こちらはウルヴァリン・スタイルだ」

　ウルヴァリンというのは『Ｘ‐ＭＥＮ』に登場するキャラクターの名前だ。手の甲に巨大なかぎ爪づめを埋めこんでいる。それの真ま似ねをして、人魚は片手に三本ずつ、計六本の花火を指のあいだにはさむようにして持っていた。アイドルのコンサートでもペンライトをこういうふうに持っているひとの映像を見たことがある。

　赤や緑やオレンジの火花が散って、目に焼きついた。

　ほんの少しのあいだではあったけれど、南みなみさんに狙ねらわれているということも忘れて、俺たちは純粋に花火を楽しんだ。

　そうして、派手なものはすべてやりつくし、最後は線香花火だけとなった。

　定番ながら、どちらが長く保てるかの勝負をする。

「「れでぃ、ごー」」

　同時にロウソクに線香花火の先端を投入。ほぼ同時に火がついた。

　しぱっ、しぱっ、というかすかな音がする。

　俺はふと人にん魚ぎよのほうを見やった。

　人魚はワンピースのスカート部分を折りたたむようにしてしゃがみ、じっと花火の先端を見つめている。かすかな明かりに照らされて、人魚の顔は少しはかなげだった。

　──人魚姫だから王子さまがいいんじゃない。

　不意に『半年前』の世界で人魚に言われた言葉が頭をよぎった。

　──ぼくがあなたを選んだんだ。あなたが好きなんだ。大好きだよ、直なお道みち。だから、ぼくと一緒にいて。

　そんなふうに言われたのは、ほんの一日前のことでしかない。

　俺は「ごめん」と答えた。

　それでも人魚は「諦あきらめない」と言った。

　今、人魚と二人きりになるのは、考えてみると少し気まずいような……。

　なんて思った、そのときだ。

「やっと見つけたわ！」

　突然、声がして、俺の線香花火がぽたりと砂の上に落ちてしまった。

「あ」












　水を張ったバケツの中に線香花火を突っこんで、俺は顔をあげる。

　そこにいたのはありすだった。

　黒のＴシャツにデニムのショートパンツをあわせている。左手首にはふわふわのシュシュ。走ってきたらしく、膝ひざに手をついて息を整えていた。

「なんの用だい？」

　やや敵意を含んだ声で言いながら人にん魚ぎよが立ちあがる。

「今はぼくが護衛の番だよ」

「そんなこと言ってる場合じゃない。大変なのよ！　あんたたちがいないあいだに奈な美みちゃんがこっちを襲撃してきたの！」

「はあ？」

　俺の声は裏返った。

「しかも、《心中屋》が連れていかれたわ！」

《心中屋》──『不死者同盟イマジナリーナンバーズ』におけるスズランのコードネームだ。

「どういうことだろう？　狙ねらいは王子さまのはずだし、彼女を狙うなら昼間にそうしていたはずだ。意図が見えない」

　人魚は細いあごに手を当てている。

「そんなの知らないわよ！　とにかく一緒にきて！」

　ありすはまた駆けだそうとする。人魚もそのあとを追おうとする。

　俺はその場を動かず、ありすの背中に声をかけた。

「どういうつもりですか、南さん？」

「え？」

　人魚が立ちどまる。

　ありすはこっちをふり向いて「なに言ってるのよ？」と怒った顔を見せた。

「いや、そういうのいいですから。本物のありすと、南みなみさんの変装とじゃ、違いすぎて、まるわかりですから」

　俺の言葉に、ありすはきょとんとした顔をした。でも、すぐににんまりと笑う。

「こんなに早くバレるとは正直思っていませんでした」

　ありす（偽）はショートパンツから指輪をとりだして、右手の中指にはめた。ふりあげると、宝石の部分が輝く。ありすの容姿が水のように流れ落ちて、南さんが姿を現す。一いち条じよう家で働いているときのワンピースを身につけていた。

「伊だ達てであいつの幼なじみやってるわけじゃないですから」

　俺の隣では人魚が身構えている。その手には《悪女志願フアム・フアタール》が握られていた。呪じゆ術じゆつ的てきなデザインの短剣だ。

「王子さま、さがって」

「気をつけろ、人にん魚ぎよ！」

　さっき、人魚自身が言っていたことだ。ある意味で、南みなみさんが狙ねらっているのは俺ではないのだ。俺を守ろうとしているみんなの自信を喪失させることが目的なのだ。

　つまり、この場でのターゲットは人魚にほかならない。

「こんな趣向はいかがでしょう？」

　南さんはふっと微笑ほほえみ、また指輪を光らせた。

　先ほど流れ落ち、砂に吸収されたはずの水が南さんの足を這はいのぼっていく。

　それはまたたく間に南さんの全身を覆い──。

「なんてこった……」

　南さんは俺に変身した。

　どっからどう見ても俺だ。今の俺と同じ格好をしている。『半年前』に時間移動したときも『俺』には会っているが、そのときよりも気味が悪いかもしれない。

「どういうつもりなんだい？　ぼくが王子さまを見抜けないとでも思っているのかな？　舐なめられたものだねっ！」

　人魚はあくまでも勇ましい。

　俺の姿をした南さんは、ふっ、と笑った。そして言う。

「人魚、おまえが好きだ」

　俺の顔で。

　俺の声で。

「ふえ」

　人魚は間の抜けた声を発した。

　俺はあんぐりと口をあけたまま、その場に立ちつくす。

　南さんはつづけた。

「俺はもうおまえのことしか見えないんだ、人魚」

「な、ななな」

　人魚は顔を真っ赤にさせて一歩後退。

　南さんはそんな人魚に近づいていく。

「おまえのことを考えると、胸が苦しいんだ。ふとした拍子におまえのことを思いだす。いつも一緒にいたい」

「お、王子さまはそんなこと言わない！」

　人魚は険しい顔をして叫んだ。

　だけど──。

「俺のものになれよ」

　南さんが人魚の手首をつかむ。人魚はあっけなく《悪女志願フアム・フアタール》を落としてしまった。

「っ」

「人にん魚ぎよ、そいつは俺じゃない！」

　俺は人魚に訴えかける。

「わかってる。わかってるけど……」

「人魚、いますぐおまえがほしい」

「わかってるのに……ああ、でも言われたい！」

　南みなみさんは俺の姿を模したまま人魚を抱き寄せ、ぎゅっとつつみこんだ。

　瞬間、「きゅぅ」と変な声をだして、人魚は気絶してしまった。

　なんともあっけない幕切れだった。

「乙女心をもてあそんだようで、多少、良心が咎とがめますね」

　まったく良心が咎めていないような声で言い、南さんは俺を見た。全身を覆っていた液体が流れ落ち、もとの南さんに戻っている。

　俺はただ南さんを見つめかえすことしかできなかった。

「案外、みなさま、チョロいですね。ルールをもう少し易しくしましょうか？」
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　人魚は本気でヘコんでしまった。誰だれが声をかけても返事をせず、俺の家の浴室にこもってしまった。俺が言うのもおかしな話ではあるのだが、無理もないと言うか。

　ふり向いてくれない想おもいびとから、いきなり「好きだ」なんて言われたら、そりゃ嬉うれしくてどうにもならなくなるよな……。

　結局、スズランにつづき、人魚も心を折られてしまったことになる。

　ひと晩、気を張りつつも数時間の仮眠をとった。まだ一日しか経たっていないのに、こちらはすでにボロボロである。

　だいじょうぶなのだろうか？

「あんたは心配しなくていいの」

　ありすが言って、俺のおでこをちょんと白い指で弾はじいた。

「あたしたちが全力で守るんだから」

　ありすは左手にしているシュシュだけがいつもどおりで、あとはＴシャツにスパッツという格好だった。動きやすい服装を選んだのだろう。戦闘準備万端、という感じだ。

「そのとおりですわ、ここはわたくしのテリトリー。直なお道みちさまの安全は保障されたも同然ですわ！」

　麻ま乃のはなぜだか剣道着を着ていた。いつもは黒髪に載せている赤いリボンつきのカチューシャははずしていて、白い鉢巻きをしている。

　俺たちは麻ま乃のが所有する洋館に籠ろう城じようしていた。外は一面、銀世界だった。

　かつて、この館やかたはありすが生みだした炎によって焼け落ちてしまったはずだ。住む場所をなくした、という話だったから俺の家の冷蔵庫にホームステイしていたはずなのに、復活している……。

「油断は禁物です。覚醒者スリープウオーカーと乙姫マーメイドがやられてしまった現在、ひとときも気をぬいてはなりません」

　ユエが淡々とした口調で言った。

　ユエはいつものゴスロリワンピ姿だった。これが彼女の勝負服なのだろう。

「言われなくても、わかっていますわ」

　麻乃が、ふんっ、と鼻を鳴らす。

　南みなみさんという脅威を前にして、普段はいがみあっているありすたちも、ようやく結託することにしたらしい。南さんは当初、普段どおりにすごせと言ったが、ルールを易しくしてもいいと提案してきた。ありすたちからすれば屈辱的だったのだろうが、今回は南さんの案に乗ることにしたわけだ。

　その結果、こうして麻乃の館に籠城しているのである。

　ここは一年中、雪に覆われているらしく、外にでると寒いくらいだった。もちろん、館の中はちょうどいい気温が保たれている。

　俺たちは今、細ささめ雪ゆき邸内のサロンにいた。サロンというのは上流階級セレブのひとびとが集まって談笑する場所のことだ。とても広くて、暖炉とソファがある。

　俺はソファに座っていた。さっきまで、そわそわと歩きまわっていたのだけれど、「落ちつきなさいって」と、ありすに言われて座らせられたのだ。

「さてと」

　麻乃は胸の前でぺたんと手をあわせた。

「なにもせずにぼんやりしていても仕方がありませんわ」

　言うと、麻乃は俺の隣に腰をおろした。麻乃からかすかに甘い香りがする。

　麻乃は俺のほうを見て、むふっ、と笑うとそのまま、こてん、と横になって、俺の膝ひざに頭を載せた。

「「あ！」」

　それを見たありすとユエが同時に声をあげる。

「ちょっと、あんたなにしてるのよ！　どきなさいよ！」

　ありすは、ぐるん、ぐるん、と頭上でこぶしをふりまわした。

「非常に不愉快です」

　ユエは表情こそかわらなかったけれど、いつもよりも少し声を低くする。

「なにをおっしゃってますの？　たしかに、わたくしたちは共闘すると約束しましたわ。けれど、本来であれば、わたくしが直なお道みちさまを護衛する番でしたのよ？　ならば、この瞬間においては直道さまを独占する権利がありますわ。あなたがたこそ、席をはずしてくださらない？」

　俺の膝ひざに頭を載せたままの状態で麻ま乃のは言った。

「ぐぬぬぬ」

　ありすはうなり、俺を睨にらむ。

「直道！」

「は、はい……」

「おかしなことしたら、ただじゃおかないからね。出血大サービスにするわよ」

　こえーよ。

「おかしなことなんてしないって」

「ふんっ」

　ありすは俺に背を向けて、ずしん、ずしん、と大おお股またでサロンをでていく。

「仕方がありませんね。ユエたちは館内を見まわってきます」

　ユエはぺこりとお辞儀をしてから去っていった。

　サロンには麻乃と俺だけが残される。

「さあ、直道さま、やっと二人きりになれましたわね」

「な、なあ、麻乃。これはいったい……」

　俺の言葉を遮るようにして、

「はい、直道さま」

　麻乃は俺に耳かきを押しつけてきた。

　どこからだしたのだろう……？

「俺にどうしろと？」

「わたくしに、その硬い棒を、突っこんでいただいてけっこうです」

　頰ほおを染めながら麻乃は言う。

「耳かきな。麻乃の耳を掃除しろと、そういうことだな」

　俺は迅速に訂正した。なんか麻乃の言い方は卑ひ猥わいすぎるのだ。

　ため息を一つついてから、俺は麻乃の髪をかきあげた。さらさらで気持ちのいい髪だ。耳を露出させて、そっと覗のぞきこんでみる。

「あのさ、耳きれいだから、掃除するところなんかないんだけど」

「でしたら、ふわふわのところで、くすぐっていただいても」

「くすぐるって……」

「耳と言わず、直道さまがお好きなところを……はぁはぁ」

　異様にやりにくい。

　とりあえず、綿の部分で、麻ま乃ののきれいな耳をこしょこしょしてみる。

「ああん、はふん」

「変な声だすなよ」

「夢のようですわ」

「悪夢のようだよ」

　なにせ、俺は今、けっこうな危機的状況下にあるのだ。こんなことをしている場合ではないはずなのだ……。

「だいじょうぶですわ」

　麻乃がそっと手を伸ばしてきて、俺の頰ほおをつつみこんだ。麻乃の手は相変わらず、ひんやりしていて気持ちがいい。

「直なお道みちさまはわたくしがお守りします」

「……ありがとう」

　でも、スズランも人にん魚ぎよも同じことを言ってくれたんだ。俺はみんなのことを信用している。だけど、南みなみさんの力はそれ以上なのかもしれなくて──。

　と。

「見まわってきました」

　勢いよくユエが入ってきた。ありすはいない。ユエ一人だ。

「ちっ、もう戻ってきやがりましたわね」

　麻乃が親衛隊フアンクラブの隊員メンバーに見られたらまずいような表情を浮かべた。……いや、彼らはむしろ、喜ぶかもしれないが。

「順番で言うのでしたら、次はユエの番です」

　あくまでも平べったい声でユエは言った。

「ふん、ですわ」

　渋々という感じで麻乃は起きあがった。

「くれぐれも、わたくしの館やかたで淫いん猥わいな真ま似ねをなさらないように！」

「あなたに言われたくありません、雪女スノーホワイト」

　麻乃は袴はかまをばさばさ鳴らしながら、サロンをでていった。

「……いったい、なんなんだ」

　呟つぶやくと、ユエがちょんっと俺の袖そでをひっぱる。

「立ってください」

「ん？　ああ」

　促されるままに立ちあがる。

「細ささめ雪ゆき麻乃といたことにより、三み柴しば直道の体温は若干、低下しているものと思われます」

「え、いや、そんなことはないけど」

　むしろ、ちょっとばかり体温は上昇しているような気がする。ドキドキしたせいで。

「ご安心を。ユエが温めて差しあげます」

「え？」

　次の瞬間、ユエが正面から俺に抱きついてきた。

「な、お、おいっ!?」

「熱変換をあえて非効率化させました。徐々に発熱してくるものと思われます」

「え、いや……」

　そんなことをしなくても、ユエに抱きつかれているという、この状況だけで心臓の鼓動が速はやまり、俺の体温はあがってしまう。

　ユエはなにも言わない。

　俺もなにも言えない。

　ユエの背に手をまわすのもためらわれて、俺はただ棒立ちになっている。

　いつもは体温というものをまったく感じさせないユエだけど、たしかに、少しずつあったかくなってきていた。普通の女の子に抱きしめられているみたいな感じだ。

「三み柴しば直なお道みち」

　ユエが急に俺の名前を呼んで、俺を見あげた。すぐそばにユエの赤い瞳ひとみがある。

「ユエをぎゅってしてください」

　突然の要求に、俺はうまく返事ができなくて──。

「おやおや、直道さまは八方美人でいらっしゃる」

　突然の声とともに、窓ガラスが一斉に割れた。

「うわっ!?」

　南みなみさんが真っ正面から突撃してきたのだ。

　冷たい風に乗ってガラスの破片がふりそそぐ。

「ふせてください！」

　ユエが俺を押し倒し、覆いかぶさるような格好になった。

「ユエ！」

「問題ありません。ユエはアンドロイドですから」

「でも！」

　ふりそそいだ破片の一部がユエに突き刺さっている。守ってもらったはずの俺でさえ、あちこち破片で切っていた。手や頰ほおから熱い血があふれた。

　南さんは余裕の表情でサロンの中心に立っている。

　ユエが素早く立ちあがり、南さんに対たい峙じした。

「正面突破ですか。大胆な作戦ですね。その度胸は買いますが、こちらは三人ですよ」

「三人？　あなた一人に見えますけど？」

　そこへ、

「直なお道みち！」「直道さま！」

　ありすと麻ま乃のが同時に戻ってくる。それぞれ炎の剣と氷の剣を携えていた。

「直道に怪け我がさせたわね！」

　ありすは素早く状況を判断したらしい。声に怒気をにじませる。

「ああ、お嬢さま」

　南みなみさんがありすを見て、恍こう惚こつとした表情を浮かべた。

「怒った顔も大変、おかわいらしい」

「奈な美みちゃんでも許さないんだから！」

　ありすが床を蹴けって跳びだす。ありすのまわりには炎の蝶ちようたちが舞い飛んでいた。くりだされる目にもとまらない一いつ閃せん。そこにはなんの遠慮もなかった。当たったら怪我じゃ済まないはずなのに。つまり、ありすは本気だということだ。

　しかし、南さんはありすの一撃を難なくかわし、ありすの背後にまわると、とんと背中を押した。勢いがつきすぎていたありすは壁に衝突してしまう。

「ぎゃおす」

「ごめんなさい、お嬢さま」

　南さんはおでこをさするありすに頭をさげてみせる。

「油断大敵ですわよ」

　すかさず麻乃が南さんに襲いかかる。袴はかまを蹴りあげ、氷の剣を奔はしらせた。南さんはわざとらしくあくびをして、麻乃の剣をよける。

　が、それは罠トラツプだった。南さんは意図的にそちらによけさせられていたのだ。

　その場所に、ユエが強烈な蹴りをくりだしていた。

　完全にとらえている。南さんの顔面に思いきり入った。

　ように見えた。

　けれど、それはまたしても液体でできた南さんのニセモノだった。

　南さん自身は俺の背後に立っている。

　とん、と肩に手を置かれるまで、俺はまったく気づけなかった。

　ぞくり、と鳥肌が立つ。

　いつの間に……？

「わたしは手加減しているんですよ」

　南さんが俺の耳もとで囁ささやいた。

「もしも、これが本当の敵だったらどうします？　彼女たちは無事では済みませんよ？」

「直道からはなれろ！」

　ありすが突っこんできて、南さんに体当たりする。それは炎の蝶を利用した爆発的な加速だったらしく、二人は割れた窓から館やかたの外へ飛びだしてしまう。

「ありす！」

「直なお道みちさまはここにお残りくださいませ」

「ユエたちがいきます」

　麻ま乃のとユエが同時に窓から飛びおりた。

「俺だけ残ってるわけになんかいかないだろうがよ！」

　急いで、麻乃とユエにつづこうとする。けれど、すぐさま疑問がよぎった。

　俺が下におりてなんの役に立つ？

　どうやって、みんなを助けられる？

　愕がく然ぜんとする。

「……邪魔をするだけなのかよ」

　情けなくなって、俺は窓枠を思いきり殴りつけた。割れた破片が残っていて、こぶしが切れた。血があふれてくる。

「どうしたらいいんだよ、俺は……」

　下では、ありす、麻乃、ユエの三人が南みなみさんを囲んでいた。

「遊んであげましょう」

　南さんはそう言うと、まずユエのほうに飛びこんだ。ユエはすかさず蹴けりをはなつ。南さんはそれを右手一本で軽々と受けとめた。

「なっ!?」

　ユエが無表情を崩して驚きの顔を見せる。

「脆ぜい弱じやくですね」

　南さんがユエを押しかえすと、ユエは吹っ飛ばされて、雪の中に突っこんだ。

「ユエ！」

　俺は二階から叫ぶ。役に立たないとか、ぐちぐち言ってる場合じゃない。とにかく、ユエの無事を確認しなければ！

　俺は思い切って雪の中に飛びこんだ。深い雪がクッションの役割を果たしてくれて、痛みはほとんどない。俺は雪をかきわけてユエのほうに向かった。

「ユエ、無事か？」

「……なんという力でしょう」

　ユエはゆっくりと自力で起きあがろうとしている。

「だいじょうぶか？」

　俺が声をかけると、ユエは「なぜきたのですか？」と訊たずねてきた。

「ほっとけるわけないだろ」

　俺はユエを抱き起こす。

　顔をあげると、ありすと麻ま乃のが二人がかりで南みなみさんに剣をくりだしていた。南さんはそれらを紙一重でよけていく。

「なんとかしないと」

「ダメです。三み柴しば直なお道みちはここにいてください」

「南さんの狙ねらいは俺そのものじゃない！　みんなの心を折ることなんだ！」

「わかっています。それでもです。ユエたちが三柴直道を守らなければならないのです！」

　思いがけないユエの強い口調に俺はたじろぐ。

　俺は歯を食いしばり、ありすたちのほうへ目をやった。

　ありすの剣が南さんをとらえそこなって、麻乃の剣と打ちあってしまう。

　瞬間、麻乃の氷の剣が折れた。

　南さんを除く全員が驚きの声をあげた。なぜなら、ここは麻乃の世界だからだ。この雪の王国では麻乃の力はぜったいのはずなのだ。それなのに麻乃の剣は折れてしまった。

「気づくのが遅れました」

　ユエが言う。

「雪が急速にとけています」

　言われてみれば、足もとの雪の量が減ってきていた。

　かすかに汗ばんでもきている。

「気温があがってるんだ……」

　南さんが因果律を歪ゆがめた結果なのだ。仕組みなんか知らないけど、言ってみれば、なにかしらのズルだ。いや、ズルではない。これが調律士の力なのだから……。

　雪がとけていく。

　雪はとければ水になる。

　南さんは右手を掲げた。中指にはめた指輪が輝きをはなつ。

　大量の水が南さんのもとに集まり、それらは雨となってありすの炎をかき消した。ぐっしょり濡れたありすは呆ぼう然ぜんとしている。

　それから水のかたまりは俺へと向かってきた。

「三柴直道！」

　ユエが俺の前に立ち、大きく手を広げた。

　が、水のかたまりはユエをいとも簡単によけて、俺だけをとらえた。

「が、ぐ……がぼっ……」

　俺のまわりを水がとり囲む。俺は必死にもがいた。けれど、そこから脱出することができない。ゆらゆらと歪ゆがむ視界の中で、ありすが、麻乃が、ユエが駆け寄ってきて、俺を助けようとしてくれているのがわかった。この水は俺だけをとりこんでいるらしい。ありすたちから見れば液体の球体が浮かんでいるようにでも見えるのだろうか。

　俺はその中に閉じこめられてしまったわけだ。

　俺はとにかく暴れる。

　けれど、どうにもならない。

　くそ、息がもたないぞ……。

「まだ、つづけますか？」

　南みなみさんの声が水の中に閉じこめられているせいで、くぐもって聞こえた。

　みんなはその問いに対して──。





　　　　○　　○






　あれから一日が経過した。夜のあいだの襲撃はなかったけれど、みんなはどの程度休めたのだろうか。

　南さんが提示した期限は残すところ今日一日のみ。

　俺を除いた五人はリビングで作戦会議を開いている。いつもはケンカばかりのみんなだけど、今回はかなりマジだ。

　俺はその様子をつづき部屋になっているダイニングから、イスに座ってしばらく眺めていた。窓の外はあいにくの雨だ。ニュースで天気予報を見たら、台風が近づいているのだと言っていた。本州には上陸しないようだが、雨と風は夜にかけてさらに強くなるらしい。今ごろ台風の予報に気づくなんて、この数日、天気予報もまともに見ていなかったのだな、と思った。

　壁にかけている時計を見あげる。

　時刻は一一時三分。いや、ちょうど四分になったところだった。

　俺はそっと席を立つ。

　さっ、とありすが俺を見あげた。

「どこいくのよ？」

「することないし、夏休みの宿題持ってこようと思って。ここだけの話、まだ、ほとんど手をつけてないんだ」

「緊張感を持ちなさいよ、緊張感を」

「部屋に置いてるプリントを持ってくるだけだって」

　そう言って部屋をでる。クーラーの冷気が逃げていかないようにドアを閉めた。俺は玄関に置いてあるスニーカーを回収し、部屋にあがった。傘は役に立たなそうなので、ウインドブレーカーをかぶる。レインコートのかわりだ。

「急がないと」

　ありすに気づかれる。

　スニーカーを履いて、音がしないように窓をあける。

　強い風が室内に飛びこんできて暴れた。俺は目を細め、ゆっくりとからだを外にだし、窓を閉めた。雨どいを伝って下におりる。

「ごめんな」

　自分の家を一度、見あげ、それから背を向ける。

　ウインドブレーカーのフードをかぶって、前かがみになりながら俺は歩いた。

　──わたしは手加減しているんですよ。

　南みなみさんから言われた言葉が俺の耳に残っている。

　──もしも、これが本当の敵だったらどうします？　彼女たちは無事では済みませんよ？

　そのとおりだ。もしも、南さんが悪意をもって襲いかかってきた敵だったとしたら、今ごろ、みんなは大おお怪け我がを負わされていたかもしれない。命を落としていたかもしれない。

　想像すると背筋が冷たくなる。

　そもそも、俺が『半年前』に戻り、平行世界とやらの混在を正そうとしたのだって、それが理由だったじゃないか。平行世界がまざりあったまま放置されれば、今後、どんな危険が生じるかわからない。がんばって問題を解決してきたつもりだった。

　でも結局、それは解消されたような、解消されていないような、中途半端な状態となって残ってしまった。

　つまり、俺の存在は、依然としてグレーなままなのだ。

　このまま一生、安全かもしれないし、いつかまた、世界を危険にさらすような災厄を招くかもしれない。

　だとしたら、俺は消えるべきなのかもしれない。

　南さんはみんなから俺の記憶を消すと言っていた。俺からもみんなの記憶を消すと言っていた。そして、俺は存在していなかったことになる。

　べつに殺されるわけじゃない。どこか安全な場所でのらりくらりと余生をすごせるわけだ。案外、俺には向いているかもしれない。

「みんなが平和に暮らせるなら、それも悪くない」

　南さんはこの二日間、みんなの心を折りにかかった。

　でも、本当の目的は俺にすべてを見せつけることだったのかもしれない。

　俺自身に選択させようとしていたのかもしれない。

「さて……」

　差し当たっての問題は、どこにいけば南さんに会えるのかということだ。

　まだ、一いち条じよう邸にいるだろうか。〈時空通路〉なるものが、今でもまだうちの高校の中にあるなら、そっちにいるという可能性もある。

　大粒の雨が顔にかかる。ちょっと痛いくらいだ。

　スニーカーはとっくに水を吸って重たくなっていた。

　たまに自動車が走っているだけで、歩いているひとは俺以外にいない。

　とりあえず、学校のほうへと足を向けていた。いつもなら自転車を使う道のりをひたすら徒歩で進む。風が強いのでうまく前に進めない。

　橋に差しかかる。下は川になっている。いつもは水深五〇センチもないであろう川が、いまは三メートルくらいになっていた。水はコーヒー牛乳みたいな色をしている。

「すげえな」

　ぽつりと呟つぶやくと、

「あまり覗のぞきこむとあぶないですよ」

　すぐ背後から声がした。

「うわっ!?」

　慌ててふりかえると、そこには南みなみさんの姿があった。バイクに乗っていたときの峰みね不ふ二じ子こスタイルだ。黒いライダースーツが雨水を弾はじいている。

「驚かさないでください。むしろ、落ちるところでした」

「それは残念」

　南さんは微笑ほほえむ。

「覚悟はできましたか？」

「……やっぱり、はじめから、そのつもりだったんですね」

「本人に自覚させることが一番ですので」

　どうせ、記憶が消されてしまうのなら、そんなの関係ないじゃないか。そうも思ったけど、これは南さんなりの優しさなのかもしれない。

「それではいきましょうか」

　南さんが俺を促した。

　その瞬間だった。

「直なお道みち！」

　ありすの声がした。荒れ狂う風と川の水の音がまざりあう中だと言うのに、その声はやけにはっきり俺の耳に届いた。

「……なんで」

　こんなにすぐに見つかるのは計算外だ。

「なんでじゃない！」

　ありすは傘もささず、レインコートも着ておらず、全身雨に打たれながら、長い髪を風にさらわれながら、立っていた。めちゃくちゃ俺を睨にらんでいる。

「みんな、あんたを守ろうとして全力なのに、なんであんたが逃げるわけ！」

　ありすの瞳ひとみはまっすぐで、俺は一瞬怯ひるむ。

「に、逃げるんじゃない！」

「逃げたじゃない！　今もみんなで手分けしてさがしてるのよ！」

「違う！　俺がいなくなりさえすれば──」

「バカッ！　それ以上言ったら、ハゲになる呪のろいをかけるわよ！」

　ありすはそのまま南みなみさんへ視線を移した。

「直なお道みちをかえして。かえしなさい！」

　南さんは大きなため息をつく。

「お嬢さま、わたしは今、とても怒っていますよ。こんなにひどい雨の中でなにをしているのです。風邪をひいたら大変じゃありませんか」

「あたしの話なんかどうでもいい！　あたしだって怒ってるのよ！　直道を連れてはいかせない！」

「では、どうすると？　わたしが手をだすまでもなく、この雨では、お嬢さまのお力は万全とはいかないでしょう？」

　南さんの言うとおりだった。

　昨日だって、ありすは南さんにまるきり歯が立たなかった。

「やってみなきゃ、わからないわ！」

　ありすが魔術札ワイズヴアーミリオンをかまえる。

　同時に。

　ゴオオオオオォォ。

　という音が聞こえてきた。

　俺はとっさに背後をふりかえる。

「な!?」

　川上から木と土を抉えぐりながら、すさまじい量の水が押し寄せてくる。

「やばい！　逃げろ！」

　俺はありすに向かって叫んだ。

　けど、その刹せつ那な──。

　からだに、なにか大きなものがぶつかってきて、視界がゼロになった。

「え？」

　息もできなくなった。

　全方位が濁った水で満たされていることに気づく。

　俺は必死にもがいた。かろうじて浮力が働いたのか俺は水面に顔をだす。鼻の奥がつんとした。目が痛い。

「ぶはっ」

　俺は濁流の中にいた。たぶん、川の水が橋を越えたのだ。そいつに吞のまれたみたいだ。しかも、どんどん流されていく。さっきまで立っていた橋なんか見えないところまできていた。俺は近くを流されていた倒木につかまる。口の中が苦かった。泥水を飲んでしまったみたいだ。からだに、いろいろなものがぶつかってくる。あちこち痛い。八月だってのに水は凍えそうなほどに冷たかった。

「く、そ」

　なんとか川からあがらなければ。

「直なお道みち！」

　突然、ありすの声がした。

　ありすは──。

　この濁流の中を泳いでいた。しかもクロールで。

　ばっしゃん、ばっしゃん、と水をかきわける。

　聞こえるはずがないのに、でも、ありすの声はなんでだか俺まで届く。

「今助けるから！」

「バカ！　おまえ、なにを──」

　水を顔からかぶる。口の中にまた泥水が入ってきた。ごほごほと咳せきこむ。俺はなんとか木に抱きついて、水から顔をあげる。

　ありすが俺にどんどん近づいてくる。

　けれど、途中でありすの顔が固まった。頭から泥水をかぶり、水に流されはじめる。

「ありす！」

　たぶん、ありすは足をつったのだ。ありすの頭が浮き沈みをくりかえす。

　まずい、ありすも溺おぼれてしまう。

　思ったときには、俺は木から手をはなして、泳ぎだしていた。

　かつてデブ道と呼ばれていたころ、俺は一〇メートルも満足に泳げなかった。でも、ありすが特訓してくれたから、泳げるようになった。最初は、特訓が嫌で嫌でたまらなかった。一生泳げなくていいと思った。あぶないところだった。あのとき、特訓をやめていたら、俺は今ありすを助けに向かえていない。

　渾こん身しんの力で水を蹴ける。かきわける。濁流の中では目もあけられない。ありすが沈んだほうへ泳ぐ。川の流れに逆行しているから一向に前に進まない。でも、ここで踏ん張れば、ありすが流されてくるはずだ。両足を必死に動かす。動かす。動かす。

　ありすはどこだ？

　どこにいる？

　ありす！

　瞬間、心臓がどくんと大きく鼓動した。

　左胸にはありすと俺を結ぶ《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》がある。

　まるでそれが導くかのように、視界ゼロの中で、ありすの気配を感じた。

　こっちだ！

　俺は水の中でもがく。

　すると手がなにかをかすめた。

　俺はそれをぎゅっと握りしめ、抱き寄せる。

　ありすだった。ぐったりしている。

　全力で足を動かし、俺は水面に顔をだした。

「ありすっ！！！」

　大声をあげ、頰ほおをたたく。

　すると、ありすがまぶたをあける。

「なお、みち」

「そうだ、俺だ。だいじょうぶか？」

「よか……た、ぶじ、で」

　ありすは笑った。

　けれど、まだ終わりじゃない。川からでないといけない。

　なのに、俺はもう体力的には限界だ。

　もう泳げない。からだが重い。息ができない。

　やばい、やばい、やばい。

　どうする？　どうすりゃいい？

「直なお道みちさま！」

　突然、麻ま乃のの声が聞こえた。

　左手の小指から熱を感じる。《運命の赤い鎖アカイエニシ》が反応していた。

「すぐ助けるからね、お兄ちゃん！」

「王子さま、じっとしててくれ！」

「三み柴しば直道を全員でひきあげます！」

　スズランに人にん魚ぎよ、ユエの声もする。

「「「「せーのっ！」」」」

　ああ、なんか、だいじょうぶそうだ。

　そう思ったとたん、気が抜けた。

　俺の意識はそこで途絶える。





　　　　○　　○






「直なお道みちさまを連れ去ることは、ひとまず諦あきらめましょう」

　南みなみさんは厳かな口調で言った。

「お嬢さまがあんな無茶をなさるとは思いませんでした」

　南さんはすでにいつも働いているときのワンピースに着替えている。フレームレスのメガネが蛍光灯の明かりをわずかに反射した。

　みんなに救助されたありすと俺は、救急車で近くの総合病院に運ばれた。二人ともあちこち怪け我がをしてはいたが、命に別状はなかった。「うにぃ、お兄ちゃん、よかったよ、よかったよ、うわーん」と、ひと目もはばからずにスズランは泣いた。

「ほら、泣きやめ。俺はだいじょうぶだ」

　自販機で買った冷たいスポーツドリンクをわたすと、スズランはずびずびと洟はなをすすり、あっという間に飲みきってしまった。ひと口あげるだけのつもりだったのに……。

　それから二台のタクシーにわかれて家まで帰り（料金は南さんがだしてくれた。さすが大人だ）、今は全員でテーブルを囲んでいる。もちろん、和気あいあいと、というわけではなく、ダイニングをとりまく空気はそれなりに重苦しい。

「本当なの？」

　ありすが南さんを睨にらみつける。ありすは今、俺のジャージを着ている。濡ぬれてしまったから仕方がない。着替えもほかにはないみたいだったし。

「本当です。お嬢さまのパンツに誓いましょう」

「なんなのよ、それ！」

　ありすは顔を真っ赤にしてテーブルを叩たたいたが、そのほかの全員は、なんとなく南さんは本気だなと受け入れていた。

　麻ま乃のと人にん魚ぎよが息をついてテーブルにつっぷした。スズランはイスにぐったりともたれている。そのまま、するっとイスから落ちて、床にお尻しりをついていた。ユエも心なしかホッとしている様子だ。俺も安あん堵どの息を吐きだす。

「直道さま」

　南さんが俺を呼んだ。

「はい」

「ご自身のことですから、もうおわかりでしょうけど、これで終わりではないんですよ。わたしが手をひくというだけです」

「わかってます」

　南さんは少しのあいだ俺をじっと見つめていた。

　やがて、

「それなら、いいのです」

　と、言って、俺から視線をそらす。

　俺はふと思う。

　本当はあのとき、南みなみさんの力で俺を助けられたのではないか？

　でも、そうしなかった。

　俺を溺おぼれさせるために？

　いや違う。

　俺をありすに助けさせるためにじゃないか。

　あるいは、俺にありすを助けさせようとしていたのか。

　南さんは、本当は見守ってくれていたのではないだろうか？

　そもそも、あの川の氾はん濫らん自体、ひょっとすると……。

　南さんはそこで静かに立ちあがる。イスの足が床をする音で、みんなが南さんを見あげた。

「どうも長居をしてしまいました。そろそろ戻らなければいけませんね」

　それから、南さんはありすに目を向ける。ありすはまだテーブルを叩たたいて立ちあがったときのままの姿勢で、南さんを見つめかえす。

「お嬢さま、今までお世話になりました」

　南さんは頭をさげ、あげる。うしろで結んでいる髪がしっぽのように揺れた。

「もう、あまり無茶はなさらないでくださいね」

「……なにそれ？」

　ありすの問いかけに、

「おわかれということです」

　南さんは軽い調子で答える。

　ありすの表情がかわった。

「聞いてないわ」

「今言いました」

「どうしてよ？」

「機密事項です」

　ありすは眉まゆ根ねを寄せる。

「……今回のことで責任をとらされるの？」

「そういうわけではありません。ご安心を」

　南さんはフレームレスのメガネをはずし、やわらかく笑った。

「お嬢さま、みなさま、どうかお元気で」

　まるで、今生のわかれのように──。




　こうして、南さんは『重層世界調律機関』というところへ帰っていった。

　俺たちの記憶も操作され、南みなみ奈な美みという人物がいたことも、いつか忘れさせられてしまうのかもしれない……。

　なんてことにはならなかった。

「……なんでよ？」

　ありすが下くちびるを突きだし、不満たらたらという顔をしている。

「なんで！　奈美ちゃんが！　あたしんちに！　いるのよ！」

「なんで、ということもありませんが」

　南さんは、たしかに一度『重層世界調律機関』というところへ戻った。でもそれは、単に報告に戻っただけだったらしい。

「これからも状況を見守らなければなりませんし」

　俺を隔離するという話は保留になっただけで、解決したわけではないのだそうだ。これまで南さんは《千年魔女》の監視が主な任務だった。そこに、俺の監視も含まれることになった、と、そういうことだ。

「わかれを告げたときのお嬢さまの寂しそうな顔、写真に残しておくべきでした」

「あたしをからかって遊んでるのね、そうなのね、奈美ちゃんなんか大っ嫌い！」

　ありすは、わりと本気で怒っているようなのだが、南さんはものともしない。うっとりした目でありすを眺めている。

「怒っているお嬢さま、ああ、なんておかわいらしい。監禁したくなります」

　そして、俺のことを目にとめ、「あら、粗大ごみが」などと言う。

「……はは」

　俺は笑うしかなかった。

　なにはともあれ、今日も、南さんは一いち条じよう邸で忙しく働いている。





Walk on a Rainy Dayis closed.







特別編２　夏休みの宿題は海水浴場で




　空はぺかっと晴れていて、とにかく暑かった。暑すぎるくらいだ。テレビでは連日、熱中症で病院に搬送されるひとの数を報告している。各地で猛暑となっているらしい。

　それはまあ、それとして。

　夏休みも残り少ない。

　となれば、やらなければならないのは夏休みの宿題なる厄介な代物である。

　急いでこいつをやっつけないといけない。

　池田屋に突入する直前の藤とう堂どう平へい助すけのごとき意気ごみで俺は夏休みの宿題に向かった。

　はずなのに──。

「……なんでこんなことに？」

　俺たちは海に遊びにきていた。

　ざざーん、と波の音がする。




　ソファに座ってテレビを見ていたスズランが、足をぱたぱたさせながら「スズ、海いきたいなー」と呟つぶやいたのがきっかけだった。

「海ですか、興味深いですね」

　なぜかユエが同意し、

「ぼくは王子さまと花火をしにいったよ」

　と、人にん魚ぎよは勝ち誇っていた。

　瞬間、みんなが一斉に舌打ちをした。

「あたしは直なお道みちの幼なじみだから一〇〇万回くらい、いってるけどね、海っ」

　人魚に対抗してなのか、ありすは謎なぞの自慢を披露。

　まあ、一〇〇万回は大げさだけど、たしかにありすとは何度も海にいっている。

「じゃあ、今回はみんなでいきましょう」

　麻ま乃のが名案を思いついたかのように、ぱちん、と手を叩たたいた。

「そうか、みんな気をつけていってこいよ」

　俺はそう言って送りだそうとしたのだが、

「もちろん、直道さまもご一緒ですわ」

　麻乃が俺の袖そでをひいた。にこっと細ささめ雪ゆきスマイル。

「え、いや、俺、宿題やるし」

　と、抵抗したにもかかわらず、こうしてここまで連行されてきてしまった、という次第である。




　先日、人にん魚ぎよとやってきた地元の海水浴場だ。お盆をすぎるとクラゲがでる、なんて言うけど、まだまだ大勢のひとで賑にぎわっていた。海水浴だけでなくバーベキューをしているグループもある。肉が焼けるいい香りがした。そこに焼き肉のタレの甘からいにおいがかぶさってくる。

　だがしかし。

　そんな中で俺は数学のプリントにはげむのである。ビーチパラソルの下、シートの上であぐらをかき、指先でくるくるとシャーペンをまわしながら、必死にプリントを睨にらみつけるのである。

「……くそ、まったく集中できない」

　暑いのだ。

　とにかく暑くてたまらないのだ。

　まるで拷問のようだった。

　プリントも心なしかくたっとしている。

　ありすも、麻ま乃のも、人魚も、俺と違って宿題はもう終わっているらしい。ちょっとくらい見せてくれてもいいのに、あいつら、俺がどんなに頼んでも「宿題は自分の力でやらないとダメ」などと正論を口にしていた。

「いつもは非常識なくせに、なんでこんなときだけ……」

　休み明けには、またテストがある。俺は、夏休みのはじめに数学で地獄の補習を経験しているし、次こそはなんとか乗り切りたいのだ。

　今度のテストは夏休みの宿題内からもだされるという話だし、とりあえず、これをやっておけば赤点くらいは回避できるだろう。

　なので、汗をだらだら流しながらも一問ずつクリアしていく。

　無理やりにでもとり組んでいるうちに、いくらか集中してきて、周囲の喧けん騒そうも遠のいていった。ゆっくりとだが、着実に問題をといていく。

　が。

「今のとこ、間違ってるわよ」

　うしろから声がした。

「んあ？」

　ふりかえると、ありすが俺のプリントを覗のぞきこんでいた。

　ちょっと前に俺が選んだ水着を着ている。左のカップと肩ひもを結ぶところに、ビーズでできた蝶ちようの飾りがついた白いビキニだ。

　キャラメル色の髪を、シュシュをした左手でそっとかきあげている。

　微妙に前かがみになっているので、胸が……。

「……ど、どこが間違ってるって？」

　俺は平静を装い、視線をプリントに戻す。

「この円と直線の交差する座標を求めよ、って問題よ。こんなの初歩じゃない」

　言うと、ありすは、ぺたん、とシートの上に座った。太ももには《守護の刻印ブランド・オブ・アリス》を隠す絆ばん創そう膏こうが貼はってあった。

「ちょい、貸してみ」

　俺の手からシャーペンを奪い、計算用に持ってきた俺のノートに書きつけていく。

「いい？　まずは、直線の3x+y-20=0をy=-3x+20に直すでしょ。で、これを円の式に代入して──」

　ありすはまじめに教えてくれている。

　のだが……。

　さっきから、俺はまったく数式に集中できずにいる。

　だって、ちょこちょこと、ありすの肩が俺の胸のあたりに当たるのだ。

　ちらっと見れば、ありすは水着姿なので、あちこち露出しているわけだし、こんなんで数学をやれというほうがどうかしている。

　なにせ、俺は健全な男子高校生なのだ。












「ほら、これでｘの値がそれぞれでるから、今度はまた直線の式に代入してｙの値を求めるわけ。簡単でしょ……って、聞いてる？」

　ありすが、横からじとっとした目を向けてきた。

「え？　あ、いや」

　俺はたじろぐ。

「聞いてはいた。うん、聞いてはいたんだが、悪い、ちょっと暑くて」

　本当はありすの水着姿に見み惚とれていました、とか言えるはずがない。

　額の汗を拭ぬぐう真ま似ねをする。

「まあ、たしかに暑いわよね」

　ありすはノートでぱたぱたと自分の顔をあおいだ。ふわふわとキャラメル色の髪が浮きあがる。

「っていうか、なんで、こんなところにきてまで宿題なんかやってるわけ？」

「……おまえらが無理やり連れてきたんだろ。俺だって涼しい部屋でやりたかったよ」

「そうだっけ？」

　と、そこへ。

「な、お、み、ち、さ、まっ」

　ふっ、と首筋に冷たい息が吹きかけられた。

「ひっ！」

　ぞぞぞ、と鳥肌が立つ。

　肝を冷やす、というのはこんな感じか。

「な、なんだよ、麻ま乃のか……驚かすなよ」

　俺たちのうしろから、気配を殺して近づいてきていたらしい。

　麻乃は、ありすとは対照的に黒いビキニを着ていた。その上から薄手の白いパーカーを羽織り、さらにつばの広い帽子をかぶっている。

　麻乃は暑さに弱いので、直射日光対策をしているわけだ。

　でも、艶なまめかしい白い太ももは惜しげもなくさらされていた。

　ありすが、突然やってきた麻乃を睨にらみつける。

「なによ、邪魔しないでよ。あたしが直なお道みちに数学を教えてるんだから」

「わたくしは、直道さまを涼しくして差しあげただけですわ。愛いとしい殿方につくすのも未来の妻たる者の役目ですもの。というわけで、ふぅー」

　麻乃の吐息が俺の耳から首筋にかけて当たる。たしかに涼しくて気持ちがいい。冷風機みたいな感じだ。心なしか甘い香りもする。

「未来の妻ってなによ」

「だって、わたくしたち、〈許婚いいなずけ〉ですもの」

「そんなの成立しないに決まってるでしょうが」

「細ささめ雪ゆき直なお道みち、ああ、なんと風雅な名前でしょう」

　あ、俺が婿養子って設定なんだな。

　まあ、そうか。一〇〇年くらい前に山で遭難していた俺のじいちゃんだか、親しん戚せきだかを麻ま乃のの母親が助けたらしい。そのときに、三み柴しばの一族の中で、もっとも優秀な男を婿に捧ささげるという契約をかわしたのだそうだ。それのせいで、麻乃と俺は『雪乙女マツロワヌカミ』の秘宝、《運命の赤い鎖アカイエニシ》で結ばれてしまっているのだ。

　まったく、なにしてくれてんだよ、俺のご先祖さんは……。

「はん、一いち条じよう直道のほうがかっこいいわ。なんか、しゅっとしてる感じ。剣士っぽい」

　負けん気の強いありすも、よくわからない張りあいをはじめる。

「三柴麻乃、こちらも捨てがたいですわ。イニシャルはＭ・Ｍですもの。まさに運命的」

「三柴ありすだって、なかなかのものよね。そこはかとなく響きが美しいわ」

　麻乃が顔を歪ゆがめる。

「幼なじみ風情ふぜいがいけしゃあしゃあと。ちゃんちゃら、おかしいですわ」

「自称〈許婚いいなずけ〉とか痛々しいのよね。さっさと、この熱でとけちゃいなさいよ」

　ありすと麻乃は俺の頭上越しに言いあっている。

「なあ、あの、俺、宿題をやりたいから、できればそっとしておいてほしいんだが……」

　俺の懇願を、しかし、二人は聞いていない。

「直道さまはお優しい方ですから、幼なじみであるあなたにも寛大なお心で接しているのです。空気読んで、さっさと消えなさいですわ」

「あんたの家、とっくに、もとに戻ってるんでしょ？　いつまで居候してるのよ。ずうずうしいのよ。直道は、これでけっこう優しいとこあるから、追いだせないだけなのよ。あんたこそ、空気読みなさいよね」

「なんですって」

「なによ」

　二人はバチバチと火花を散らしあった。

　そして俺は──。

「いい加減にしてくれよ。俺は宿題やってんだ！」

　少し強めに主張する。

　すると、ありすも麻乃も、びくんっとなった。

「あ、あたしは直道の手伝いをしようと思っただけよ。それなのに、こいつが」

「わたくしは直道さまのお手伝いをしたかっただけですわ。なのに、こいつが」

　ありすと麻乃は「こいつ」と、互いを指さす。

「ケンカするくらいなら俺を一人にしてくれ。それが一番の手伝いだ！」

　言うと、二人ともしょんぼりと肩を落とした。そのまま、二人ともぽてぽてと砂浜を歩き去っていく。

　二人の哀愁ただよううしろ姿に、ちょっと心が痛んだが、まあ、いたしかたあるまい。





　　　　○　　○






　そこからは少しはかどった。

　この環境にも慣れてきた。

　暑いし、騒がしいけれど、それはそれでなんとかなるものだ。

　が、しかし。

　いい感じで進んでいたのだが、突然、ぐぅ、と腹の虫が鳴いた。

「そういや、腹へったな」

　確認してみたら時刻は一時すぎだった。

　空腹で当然だ。頭もそれなりに使ったし。

　と。

「そろそろ、お兄ちゃんがそう言いだすんじゃないかと思ってたんだ」

　いきなり声がして、ふり向いてみれば、スズランがちょこんと正座して座っていた。

　スズランはピンク色のセパレートタイプの水着を着ていた。腰まわりにフリルで飾られたスカートがついているやつだ。かわいらしい。

「いつの間に？」

「ちょっと前から」

　ありすや麻ま乃のもそうだったのだが、忍び寄るのはやめてほしい……。

「スズね、お兄ちゃんのために、おにぎり持ってきたんだよ」

　リュックサックをごそごそやって、中から巾きん着ちやく袋をとりだす。その中におにぎりがあるらしい。スズランはちっこい手で一つとりだして、「はい」と、俺に渡してくれる。

「サンキュ。あれ、でも、みんなは？」

「海の家で食べるって」

「なるほど」

「お兄ちゃんもそっちがよかった？」

「いいや、スズの握ってくれたおにぎりのほうがうまいに決まってるし」

　そう告げると、

「えへへ」

　スズランが恥ずかしそうに笑い、頰ほおに手を当てる。

「照れちゃうなあ、お兄ちゃん。『スズを食べちゃいたい』だなんて。ぽっ♡」

「言ってないし」

　どんな危険人物だよ、そのお兄ちゃんとやらは。

　意訳しすぎだ。

　ラップをはがして、おにぎりを口に運ぶ。おにぎりの中身はおかかだった。

「うまい」

「よかったあ」

　ごはんの炊き方とかが違うのだろうか。たぶん、俺が同じ材料でつくっても、こうはならない。不思議だ。あるいは、さすがスズランと言うべきか。

「お茶もあるから言ってね」

「ああ」

　スズランも俺の隣で、もしゃもしゃとおにぎりを食べはじめる。気持ちのいい潮風が吹いた。スズランの左右の三つ編みがかすかに揺れる。

「宿題はかどった？」

「まあ、それなりに」

　なんて会話をしていると、不意にスズランが俺を見て、くすりと笑った。

「ん、なに？」

「お兄ちゃんたら、もう」

　スズランがちっこい手を伸ばして、俺の口もとについているごはん粒をとってくれる。

「あ、ついてたのか」

　まったく気づいていなかった。小さな子供みたいで恥ずかしいな。

　スズランはそのまま、ごはん粒を自分の口に運んでいった。

　のだが。

「あむっ」

　と、横から顔を突きだしてきた人にん魚ぎよがスズランの手に食いついて、食べてしまう。

「ふむ。美味だった」

「う、うにぃ」

　スズランは世界の終わりを目の当たりにしてしまったかのような絶望的な表情を浮かべた。そのまま、ぱふん、とシートの上に転がる。

「お、おい、だいじょうぶか、スズ？」

　ぷくぷくのほっぺをつついてみる。スズランは無反応だった。

「心配はいらない。ただの気絶だ」

　人魚は満足げな顔で俺を見あげてくる。人魚は水泳部の競泳用水着を着ていた。海にいくと決まってから、一度自宅にひきかえし、持ってきたのだ。

「おまえな」

「実はぼくもおやつにと思って、クッキーを焼いてきたんだ」

　人にん魚ぎよはバスケットの中から、かわいくラッピングされたクッキーをとりだした。平べったいクッキーじゃなくて、まんまるのマッシュルームみたいな形をしている。

　しかし。

「……おまえ、それ、睡眠薬入りじゃないだろうな？」

　過去に何度かやられているので、さすがの俺でも慎重になる。人魚のつくる食べ物は危険なのだ。

「だいじょうぶ。媚び薬やくを少し入れただけだから」

「おい！」

「冗談だよ、冗談」

　人魚はからからと笑った。

「バターもたまごも使っていない、ヘルシークッキーだよ。くるみが入ってるんだ」

　人魚はラッピングをほどいて、まず一つ自分で頰ほお張ばる。

「うん、でりしゃす。われながらよい出来だね」

　今回は平気そうだ。

「……じゃあ、一応」

　俺も一つ、クッキーをつまみあげ、ぱくっと口にいれる。

「あ、うまい」

　さくさくで、しかも口の中でほろほろと崩れていく。甘さもちょうどいい。

「相変わらず、人魚はお菓子づくりがうまいな」

　俺がそう言った瞬間、むくっとスズランが復活した。

「あ、スズ。平気か？」

　スズランはこくりと頷うなずいた。それから、

「ちょっと失礼」

　人魚のつくったクッキーをひったくり、一つを口の中にほうりこむ。もこっと右側のほっぺが膨らんだ。もこもこ、もこもこ。ごくん。

「まあまあ、かな」

　スズランのそのひと言に人魚が眉まゆをぴくりと動かす。

「ふん、負け妹の遠とお吠ぼえかな」

「お兄ちゃんの胃袋はスズが管理するの。あんたなんかお呼びじゃないの」

「きみの食事には遊び心がないんだよ。食事は食べたひとを幸せにするものだ。きみのは病院食みたいなものじゃないか。味気なくていけない」

「な、ななな、なにを！　スズの料理はちゃんとおいしいもんっ！」

　スズランはそう言って俺を睨にらんだ。

「お兄ちゃん、スズのおにぎりもっと食べて！」

　スズランはラップをはがしたおにぎりを俺の口に押しつけてくる。

「あ、ああ」

　もぐもぐ。もぐもぐ。

「あ、あの、押しつけられると、食べにくい、んだけど」

「もっと食べて！」

　すごい剣幕だ。

「ずるいぞ、ぼくのクッキーも食べてくれ」

　人にん魚ぎよはすでに米粒でいっぱいの俺の口の中に、クッキーを押しこんでくる。

　おにぎりとクッキーの悪夢のコラボレーションである。

　いや、これはこれでうまいかもしれない。

　……はい、噓うそです。食感が最悪です。

「ほら、もっと食べてくれ、ぼくのクッキー」

「スズの握ったおにぎりも、もっと食べてよ」

　なんなの、この「食べて」合戦は。

　もう、入らないぞ。

「食べてよ、お兄ちゃん」

「食べてくれ、王子さま」

　俺は、ばしっと水筒をつかみ、口の中のものを一気にお茶で流しこんだ。ごくん。

　それからスズランと人魚の二人に告げる。

「俺の口を破裂させる気か！」

　物理的な容量を超えかけたぞ。

「だって……」

　と、人魚がくちびるをとがらせた。

「だってじゃないって。一度にそんなに食べられないって」

「つまり、スズの勝ちだね」

　なぜか勝ち誇るスズ。

「なにをどう解釈したらそうなるんだ」

「うにっ、なんで!?」

　スズランが驚いた顔をする。

「おにぎりもクッキーも、どっちもおいしかったよ。ありがとう。けど、ケンカするならもういい」

　俺は二人に背を向けて、数学のプリントをもう一度広げる。

「「そんな～」」

　スズランと人にん魚ぎよが同時に言った。

「悪いけど、宿題のつづきをやるから一人にしてくれないか」

　少し間を置いてからふりかえってみると、二人がしょんぼりと肩を落として、砂浜を歩き去っていくところだった。スズランが一度、こちらを見たけど、俺は首を横にふった。がっくりとうなだれてスズランはいってしまった。

　その様子に、またしても胸が痛んだ。

　けれど、仕方がないのだ。

　遊んでばかりもいられない。

　宿題を片づけなければいけない。





　　　　○　　○






　それから一時間ほど経たったろうか。

「……やっと終わった」

　俺はばたんとうしろに倒れる。ずいぶん集中していたらしく、いつの間にかパラソルの影の位置もかわっていた。

　俺は手と足を伸ばす。肩が凝っていた。背骨がポキポキと音を立てる。

「終わったのですか？」

　寝転がって伸びをしている俺をユエが見おろした。

　ユエは黒いワンピースタイプの水着を着用していた。黒地に白いドットが入っていて、フリルのスカートのような飾りがついている水着だ。

「一応」

「それはよかったです」

　いつもどおりの無表情と、平へい坦たんな声でユエが言う。

　俺はもっそりとからだを起こした。

　その隣にユエがちょこんと座る。膝ひざをかかえた三角座りの体勢だ。ユエは赤い右目で海のほうを見つめていた。

「三み柴しば直なお道みちが数学のプリントと格闘しているあいだ、一条ありすアウトキヤストがナンパされていましたよ」

「え!?」

「細雪麻乃スノーホワイトも、姫宮人魚マーメイドもそうです。スズランスリープウオーカーはちょっとあぶなそうなひとに声をかけられて、車に乗せられそうになっていましたね」

　さっと血の気がひいた。

「お、おい、それって……」

「まあ、それぞれ自力で撃退していましたが」

「……そ、そうだよな」

　俺は息を吐きだす。

　でも、みんながナンパされていたなんて、ぜんぜん気づかなかった。

「大した集中力です」

「……ユエに皮肉を言われるとは思わなかった」

「本心です。勉強には大切なことです。事故の後遺症で天才になんかならなくても、ちゃんと学べば、あなたは十分に賢い大人になれますよ」

「おだてたって、なにもでないぞ」

　ユエは少しのあいだ、口をつぐんだ。それから白い膝ひざこぞうに視線を落として言う。

「……ユエも知らないひとに声をかけられました」

「え？」

「はじめてナンパされました」

「だいじょうぶだったのか？」

「きちんとお断りしましたよ。あと、勝手に写真を撮られていたので、そちらはカメラを破壊しておきました」

　ユエは白い指を砂浜にずぼずぼと入れていた。

「ただ──」

「ただ？」

「三み柴しば直なお道みちがいなかったので、せっかく海にきたのにつまりませんでした」

「……ユエ」

　ユエは指を砂に入れつづけている。

　俺は目を細めて、空を見あげた。太陽は傾いたけれど、まだまだ暑い。

　帰るにはちょっと早い、か。

「よし、今からでもみんなで遊ぼう。宿題も終わったし」

「本当ですか？」

　ユエが俺のほうを見る。

「本当だ。俺はときどきしか噓うそをつかない」

「でも、数学の次は英語の小論文があるのでは？」

　あ！

「……そ、それは、また、帰ってからにしよう」

　俺は立ちあがり、ユエに手を伸ばした。ユエはおずおずと俺に手を伸ばしてきた。ぐいっとひっぱりあげる。

「よし、六人いるし、ビーチバレーでもすっか」




　と、思ったのに、どういうわけか、俺はみんなに捕獲されて砂に埋められました。

「まさか、このままにして帰ったりはしないよな？　な？」

　みんな、俺を見おろしてにこにこと笑っていた。





Sandy Vacationis closed.







特別編３　ユエがアンドロイドじゃなかった頃の話をする




　こんにちは、三み柴しばユエです。

　突然のことでまことに恐縮ですが、拉ら致ちされてしまいました。

　三柴直なお道みちが夏休みの宿題をするために図書館に向かってから一時間二九分と一六秒。お昼ごはんを一緒に食べようと思って外出しようとしたところをやられてしまいました。

　犯人は覆面をした四人組です。

　覆面というか、ただの紙袋を頭からかぶって、目のところに穴をあけただけのようでしたが。

　というか、魔術師アウトキヤストと、覚醒者スリープウオーカーと、雪女スノーホワイトと、乙姫マーメイドですけど。

「いったい、ユエになんの用でしょうか？」

　ユエは三柴家の食卓で、イスに座らせられ、ボディをロープでぐるぐる巻きにされています。ひき千切れないこともありませんが、ここはおとなしくしておきましょう。新しいワンピースにシワができていないとよいのですが。

「ちょっとロボ子に訊ききたいことがあるんだよ！」

　ずもっと覆面をはずして、覚醒者スリープウオーカーが言いました。

　覆面、なんの意味があったんでしょう？

　ただの雰囲気づくりだったのでしょうか？

「ユエはロボ子ではありません。三柴ユエです」

「そう、それ！」

　覚醒者スリープウオーカーがちっちゃい指でユエを指さしてきました。左右の三つ編みがぴょこぴょこ動いています。なんらかのオーバーテクノロジーと思われます。

「前に言ってたよね、ロボ子はお兄ちゃんの娘って」

　以前、ユエは魔術師協会『冥葬会ルナリア』から派遣されてきた魔術人形のフリをして三柴直道に近づきました。その後、魔術師アウトキヤストがユエの正体に気づきかけたので、かく乱を狙ねらって三柴直道の娘と告げました。必然的に人間であるかのようにふるまいもしましたが、あまりうまくはできませんでした。

　とはいえ、ユエが『三柴直道』の娘であるというのは噓うそでもありません。

「ユエは『三柴直道』につくられましたし、実際に養子縁組をしています。二〇年後の未来では人工知能ＡＩ搭載機器が自殺をはじめたため、機械そのものへの不信感が高まっていました。人類も生き残るために必死だったのです。暴走をはじめる前に機械の自我を奪おうとして、破壊行為をおこなう者も少なくありませんでした。そこで『三柴直道』はユエを法的に娘とし、守ってくれたのです」

　ユエの説明に覆面をしていた雪女スノーホワイトが「さすがは直なお道みちさま、お優しい」と、うっとりした声で言いました。

　ほかの二人は、うしろで、うんうんうなずいています。

「うにぃ、そうじゃなーいっ！」

　覚醒者スリープウオーカーがその場で、むた、むた、と地団太を踏みました。

「ロボ子は、お兄ちゃんの未来を知っているわけなんだよ！　たとえば、誰だれと結婚し、どんな家庭を持つのかも！」

　覚醒者スリープウオーカーは鼻息を荒くして言いました。

「知っていたとしても、あまり意味のあることだとは思いませんが？」

　あの『未来』は絶たれてしまったのですから。

「いいの！　お兄ちゃんのことならなんでも知りたいの！」

　またしても覚醒者スリープウオーカーは、むた、むた、と地団太を踏みました。

「というわけで、『未来』のお兄ちゃんについて教えて！」

　その場にいる四人のならず者の目がユエにそそがれます。

「嫌です。お話ししたくありません」

　ユエはぷいっと横を向いて、そう答えました。

　あの『未来』はユエだけのものだからです。

　彼女たちには一グラムもわけてはあげないのです。

　外ではカメムシ目・頸けい吻ふん亜目・セミ上科の昆虫、いわゆるセミが鳴いています。室内はクーラーの稼働音が静かに響いていました。

「では、こうしないか？」

　さっきまで覆面をしていた乙姫マーメイドも、ずもっと紙袋をはぎとりました。薄桃色の髪が、はらりと肩を滑り落ちます。

「ぼくたちの未来予想図と、きみが見てきた未来、そこにどれほどの落差があるのかを教えてほしい」

「意味不明です」

「きみのいた『未来』は失われた。つまり、白紙だ。ぼくらの行動次第でどうにでも変化する。きみのいた『未来』とぼくらが夢見る未来、それぞれを比較することで、夢を現実に近づけるための参考にするんだ。それはきみにとっても、マイナスにはならないと思うけどね」

　乙姫マーメイドはマリンブルーの聡そう明めいな瞳ひとみをユエに向けてきました。彼女は、なかなかどうして侮れない知性の持ち主です。

「…………いいでしょう。けれど、実際にはどのような手順を踏むのですか？」

「はい！　はい、はい、はい！」

　覚醒者スリープウオーカーが、ぴょんぴょん跳ねながら手をあげました。

「まずはスズの未来予想図を発表するよ！」

　ほかの三人にも異存はないようでした。覚醒者スリープウオーカーは胸の前で手をあわせて、未来予想図とやらを話しはじめます。

「スズはね、素敵な奥さんになると思うの」

「あなたは妹という設定です。立場をわきまえるべきです」

　ユエの的確な意見を、覚醒者スリープウオーカーはあっさりと無視しました。

「家は海辺の一軒家で、白い犬を飼うの」

「海辺の家を非難するつもりはありませんが、潮風の関係もあって鉄製品はさびやすく、家に藻やコケが生えやすい環境になります。そのような場所で育ったのならいざ知らず、新婚家庭にオススメはしません」

　というユエの忠告もまた、覚醒者スリープウオーカーの耳には届いていないようでした。

「毎朝、起こしてあげるんだ。おめざのちゅーでしょ、それから、いってらっしゃいのちゅーをして、おかえりなさいのちゅーもするの。きゃっ♡」

「三み柴しば直なお道みちは海辺の一軒家からどこに出勤しているのでしょう？」

　漁師なのでしょうか？

　彼に向いている職業とは思えませんが。

　未来予想図あらため妄想を語る覚醒者スリープウオーカーは意気揚々とつづけます。

「スズはね、おいしいお料理をいっぱいつくって、お兄ちゃんに食べさせてあげるんだ」

　そのとき、ユエの中で瞬時に情報解析がおこなわれました。

　そして、一つの懸念事項が浮かびあがったのです。

「以前から覚醒者スリープウオーカーに伝えなければと思っていたことがあります。あなたのつくる料理はたしかに非常に美味です。ミシュランガイドで星一つくらいついてもおかしくありません」

「三つ星だよ！」

　うるさい偽妹ぎもうとです。

「が、そのため、三柴直道はすでに毎日少しずつ必要摂取量を超える形で食事しています。完全にカロリーオーバーです。このままいけば、確実に三柴直道は肥満になります」

「え？」

　覚醒者スリープウオーカーは目をまんまるにしました。

「カロリー、オーバー？」

「そうです。あなたは三柴直道をメタボにする気ですか？」

　ユエの問いかけに、覚醒者スリープウオーカーは愕がく然ぜんとした表情を浮かべ、よろり、とよろけました。テーブルに手をついて「バカな」などとつぶやいています。

「お兄ちゃんがメタボ……」

「幼少期の三み柴しば直なお道みちは肥満児でもありました。現在は標準的な体形をしていますが、カロリーオーバーがつづけば、また肥満状態に戻るでしょう。事実、二〇年後の彼のおなかまわりはやや、ぷにぷにでした」

　覚醒者スリープウオーカーはぷるぷると震えています。

「お兄ちゃんが、メタボ……メタボお兄ちゃん……まんまる……ぷにぷに……」

「ですから、もう少し食事を制限しなければ──」

「メタボお兄ちゃん……それはそれでいいっ！」

　ぐにっ、と覚醒者スリープウオーカーは小さなこぶしを握りしめてふりあげました。

「は？」

「まるいお兄ちゃんかわいいよ！　たまらないよ！　メタボお兄ちゃんは、もはや、ゆるキャラだよ！　商品化しよう！　目指せくまモン、追い越せふなっしー！　はあ、夢は広がる。素敵フューチャー」

　なにを言っているのでしょうね、このひとは。

　覚醒者スリープウオーカーはとろんとした瞳ひとみで斜め上を見つめています。

「そんな未来はありえません」

　ユエはうしろに控えている三人のならず者へ視線を向けました。

「このひと、だいじょうぶですか？　重大な心の病をかかえているとしか思えません」

「同意するよ」

　乙姫マーメイドがそう言って、ずりずりと覚醒者スリープウオーカーをひきずっていってくれました。リビングのソファにぺいっと投げ捨てると、てとてとと足を鳴らして戻ってきます。

　覚醒者スリープウオーカーのほうはソファの上でごろんごろん転がって「メタボお兄ちゃん」と口にしながら悶もだえていますが無視することにしましょう。

「それでは、次はわたくしの未来予想図をお聞かせいたしましょう」

　雪女スノーホワイトが覆面をはずしました。黒髪をうしろに払った拍子に、ふよん、と大きな胸が上下したのが目ざわりですね。

「まずは祝言をあげます」

　ぶーぶー、とブーイングが起こりました。

「あなたがたも少なからぬ縁があったわけですし、招待してあげないこともありませんわ」

　雪女スノーホワイトはタレ目を細めました。

「そして、わたくしたちのささやかな新婚生活がはじまりますの。差し当たって、わたくし、直道さまを閉じこめますわ」

「は？」

「愛の牢ろう獄ごくと名づけた座敷牢を用意いたしましょう。そこで、直なお道みちさまを鎖につなぐのです。食事は一日に一回、わたくしに懇願しなければ食べられないシステムにします。わたくしが手ずから口に運んで差しあげるのです。次第に直道さまは、わたくしに従順な態度をとっていくことでしょう」

　雪女スノーホワイトは、夢見る乙女のような瞳ひとみをして、とんでもないことを口にしています。正直、ただの変態だと思います。

「わたくしの言うことだけを聞く、直道さま。わたくしにひれ伏す直道さま。そんな直道さまをじっくり調教していくのです」

　それはマインドコントロールでは？

「わたくしの思いのままに動くようになった直道さまを、まずは鎖から解放しますわ。そして、今度はわたくしを閉じこめていただくのです。そう、立場は逆転してしまうのですわ」

　頰ほおを赤く染め、身み悶もだえながら、雪女スノーホワイトはつづけます。

「すっかりわたくしの思いどおりのお人形と化した直道さまは、わたくしに対してそれはもう冷酷な仕打ちの数々をくりだすことでしょう。プッチンプリンをプッチンさせずに食べるよう要求したり、茶碗蒸しと偽ってプッチンプリンを食べさせたり……ああ、なんと非人道的な……はぁはぁ……」

　雪女スノーホワイトは呼吸を荒らげはじめました。

「あなたの屈折した性癖はよく理解できました。一つ、アドバイスをするとしたら、三み柴しば直道はいたってノーマルな感性の持ち主です。ＳでもＭでもありませんから、おかしなアプローチはしないほうがいいと思います」

「そ、そんな、殺生な！」

　雪女スノーホワイトはこの世の終わりのような表情を浮かべました。

「わたくし、直道さまが用意してくださるのなら、三食プッチンプリンでも食べきる覚悟でいますのに！」

「糖尿病で死にますよ？」

「愛ゆえに、ですわね」

　まんがの名言をとりいれればいいというものではないと思います。

「彼女の心にも底なしの病理が隠れているようだね」

　乙姫マーメイドはそう言うと、雪女スノーホワイトの首根っこをつかんで、リビングまでひっぱっていき、覚醒者スリープウオーカーの隣にぽいっとほうり投げました。

　雪女スノーホワイトは「情死、なんと甘美な響き」とあぶない発言をしています。とりあえず、ほうっておきましょう。

「さて、次はぼくの番だ」

　乙姫マーメイドが戻ってきました。

「忌き憚たんのない見解を聞かせてくれたまえ」

「はあ」

「まず、ぼくらの乗っていた船が流氷にぶつかって沈没する」

「その設定がすでにおかしいと思います。ぶっ飛びすぎです。もはや未来予想図でもなんでもありません」

　ユエの言葉を、乙姫マーメイドもまた、聞いていません。

　というか、このひとたち、ただ、しゃべりたいだけなんじゃないかという気がしてきました。『未来』との比較なんかどうでもいいみたいです。

　だとしたら、どうしてユエは拘束されていなければいけないのでしょうか？

　謎なぞです。

「王子さまは、ぼくを助けようとしてくれるのだが溺おぼれてしまう。ぼくは必死に木片をつかみ、王子さまを抱えながら泳ぐんだ。夜が明けるころになんとか島に到着する。しかし、王子さまに意識はない。そこで、ぼくは人工呼吸をする」

　乙姫マーメイドは話しながら、じゅるり、と口もとを拭ぬぐいました。よこしまな目をしています。

「王子さまは意識をとり戻すのだけれど、なんと記憶を失ってしまっているんだ。好都合なことに」

　にやり、と悪い顔をしました。画像を保存したので、あとでプリントアウトして三み柴しば直なお道みちに見せてやります。

「しかも、王子さまはあちこち怪け我がをしている。手と足を骨折しているようだ。しかし、いつまでも濡ぬれた格好のままではいられない。だから、ぼくは王子さまの服を脱がしてあげる。もちろん、それは王子さまを介抱するためなのだ。他意はない。そもそも船が沈没したのは、ぼくが操縦席に細工をしてわざと流氷に衝突しにいかせたわけではないことを強調しておこうと思う」

　とんでもないことを考えていたようです。

「服を脱がされた王子さまは恥ずかしそうにする。しかし、これはあくまでも人命救助の観点からすることなのである。ぼくはタオルで王子さまのからだを拭ふいてあげる」

「タオルはどこからでてきたのです？」

　ユエの質問はやはり無視されました。

「そこで気づくのだが、王子さまは怪我だけでなく、ひと晩海水に浸つかっていたため、からだを冷やし、風邪をひいてしまっていたのだ。熱がある。肺炎かもしれない。あ、温めなくてはいけない。そう、温めなくては……はぁ、はぁ、はぁ……ぼくは、そっと裸の王子さまを……ごふっ」

　そこで、乙姫マーメイドは鼻血をだしました。そのまま、ばたりと倒れてしまいました。自分の妄想で臨界点を超えてしまったようです。

「とんだ、ロビンソン・クルーソーでしたね」

「あんたねえ、なにしてんのよ」

　それまで静かにしていた魔術師アウトキヤストが覆面をとりながら言いました。鼻血をだして倒れた乙姫マーメイドの脇わきの下に手を入れて、リビングまでひきずっていきます。

「あなたも未来予想図を語るのですか？」

　ユエの問いかけに、リビングの魔術師アウトキヤストがふりかえりました。くちびるを曲げています。

「あ、あたしはべつに……」

　紙袋をかぶっていたせいでつぶれてしまった髪の毛をしきりにいじっていました。

「直なお道みちとは、幼なじみでいつづけられれば、それでいいし……」

「ユエが知っている二〇年後の世界では、あの三人は『三み柴しば直道』とかかわりを持っていませんでした。けれど、あなたはいましたよ、一いち条じようありす」

「え？」

　魔術師アウトキヤストは目を見開きながらユエを見ました。目があうと、すぐにそらしてしまいましたが。

「聞きたいですか？」

「そ、それは……」

　ごにょごにょ言っている魔術師アウトキヤストをからかうように、ユエは話しはじめました。

「一条ありすは高校卒業後、『三柴直道』とは違う大学へ進学します」

「…………」

　魔術師アウトキヤストは、いきなり不安そうな顔をしました。

　彼女は三柴直道と同じ進路をとるものと思いこんでいたのかもしれません。

「通学に時間がかかるため、大学の近くの部屋を借り、一人暮らしをはじめます。そのため、『三柴直道』とは週に一度、電話をし、月に一度ごはんを食べる程度の関係になります。専攻は英文学。サークルはゲーム系おたくサークルと、ボランティアサークルをかけ持ちします」

「な、なんで、あんたがそんなこと──」

「知っているのです」

　魔術師アウトキヤストは口をつぐみました。

「一条ありすの成績は極めて優秀で、三年次にカナダに留学することになります。そして、そこでオーウェン・ルースターと出会います」

「だ、誰だれよ、それ？」

「オーウェンはあなたに恋をします。ひと目惚れというやつです。彼はとくべつにイケメンではないですが、誠実で、そしてロマンチックなひとでした。少なくとも、本人はそう思っていたようです。あなたの下宿先であるアパートの前を花で埋めつくしたり、あなたのために自作の歌を公園で歌ったり、熱烈なアタックをします。が、あなたはオーウェンをふりつづけます。大学内ではそれがちょっとした話題にもなります」

「あ、当たり前よ。誰だれが、そんな知らないやつ」

「あるときのことです。一いち条じようありすは友人と舞台を見た帰りに、強盗に襲われてしまいます。単純に金品を目的としていたのではなく、若い女性をあえて狙ねらっていました。意味はおわかりですね？」

「そ、そんなやつら、瞬殺よ、瞬殺！　二度と使いものにできなくしてやるわ！」

　魔術師アウトキヤストはやや顔を赤くしながら言いました。

　あなたならそうでしょう、とユエは心の中だけで返事をしました。

「ちょうど、そのときでした。オーウェンが現れたのは。彼はよく言えば一条ありすにぞっこんでした。悪く言えば、ぷちストーカーですね。もちろん、彼に悪意はありません。どころか、彼にはあなたへの愛しかありませんでした。あなたの家のそばでぼんやりしていたんですよ。あなたの部屋の明かりがつけば、安心して帰るところでしたが、あなたが戻らないので周囲をさがしていたのです。だから、襲われそうになっているあなたをすぐに見つけることができたのです。オーウェンは、強盗たちの前に立ちはだかり、一条ありすを守ろうとしました。そして、腹部をナイフで刺されます」

「……っ」

　魔術師アウトキヤストはあきらかに動揺した顔をしました。

「ご安心を。命に別状はありませんでした。ですが、そのことをきっかけに、あなたがたは交際をはじめます」

「どういう、こと？」

「ちょうどそのころですね、『三み柴しば直なお道みち』が渡米し、人工知能ＡＩプログラムの基礎を築きあげるのは」

「ちょ、ちょっと待ってよ」

「一条ありすは日本に帰国後、無事に大学を卒業し、翻訳家の仕事をはじめます。ほとんど同時にオーウェン・ルースターと挙式をあげ、その後、カナダに移住することになります。一条ありすの結婚式には『三柴直道』も参加しますよ」

　魔術師アウトキヤストは震えていました。顔が真っ青です。

「……そ、そんなの噓うそよ」

　うめくように、そう言いました。

「はい。噓です」

　ユエはあっさりと肯定します。

「へ？」

　魔術師アウトキヤストはおかしな顔をしました。

「正確には噓うそではありませんが、今となっては噓のようなものです。そういう『未来』もあり得た、というだけのことです。ちなみに、その一いち条じようありすは《千年魔女》ではありません。ただの、どこにでもいる、つまらなくて、かわいい女の子ですよ」

　ユエのいた『未来』。

　綿密なデータの分析による未来の予測。

　それによりはじまった人工知能ＡＩの集団自殺。

　人類滅亡のシナリオ。

　あの大惨事の中、どうしてユエだけが狂いださずにいられたのでしょうか。

　ずっと不思議でしたが、最近、思うようになりました。

　それは、ユエが『三み柴しば直なお道みち』に恋をしていたからかもしれません。

　あるいは、それこそがユエの最大の欠バ陥グだったのかも。

　あの『未来』は消えました。

　ユエたちが守ったのです。

　それなら──。

「あれ、おまえらなにしてんの？」

　リビングのドアがあけられ、三柴直道が顔をだしました。額には汗が浮いています。それをめんどくさそうにシャツで拭ふいていました。

「いやー、外、暑いわ。軽く三回くらい死ぬかと思った」

「なおみ──」

　魔術師アウトキヤストが三柴直道に近づこうとしましたが、ユエのほうが先に動いていました。ロープの拘束なんて、とっくにはずしちゃいましたから。ユエは、むにっと三柴直道に抱きつき、そのまま外に押しやります。

「おい、なんだよ？　暑いからクーラーきいてるとこにいきたいんだけど……。つーか、俺、汗くさいぞ？」

　ユエは三柴直道を見あげます。三柴直道はちょっと困った顔をしながらユエを見おろしました。

「いいこ、いいこしてください、三柴直道」

「え？　な、なんだよ、急に。子供かよ」

「……『三柴直道』はしてくれたんです、いいこ、いいこって」

　三柴直道はちょっとだけ迷うようにしてから、ぽん、とユエの頭に手を載せました。

　彼よりも少し乱暴に、わしゃわしゃと、ユエの髪を撫なでてくれます。

　ユエはいっそう強く三柴直道にしがみつきました。

　われながら、ユエはいいこだと思います。

　だって、三み柴しば直なお道みちのしあわせを、こんなにも願っているのですから。

　三柴直道のために、あの子に譲ってあげるんですから。

　ちらりとふりかえると、魔術師アウトキヤストが心細そうな顔で「あうあう」言っていました。

　でも、ユエはいいこですけど、今日だけちょっといじわるしてやるのです。

　これくらい、神さまも許してくれるでしょう？





The Lovely Devilis closed.







第12話　明日で世界も終わりらしいので今日は手をつないで帰ろう




　俺がまだ、まんまるの肥満児だった小学生のころの話だ。

　図工の時間に、二人ひと組になってお互いの似顔絵を描かく、という授業があった。

　適当に座席の順番でセットをつくってくれればいいのに、先生はどういうわけか友達同士で組むように言った。余計なことをしてくれたものだ。

　当時、俺には向かいあって絵を描くような友達なんかいなかった。遠足の班決めとか、体育のチーム決めとか、そういうのはいつだって俺だけ余るのだ。

　みんながワイワイやっている図工室の中で、俺は下を向いていた。

「ねえ、ナオくん、あたしと組も」

　不意に声をかけられ、顔をあげると、ありすの姿があった。

「でも、ありすちゃん、ほかの子と組むでしょう？」

　俺はちゃんと見ていた。ありすは人気者だから大勢にかこまれていたのだ。その中の誰だれかと組むものだと思った。

「え、なんで？」

「なんでって……」

「あたしじゃ嫌？」

「そ、そそ、そんなことないよ」

「じゃあ、いいじゃん。よかった。断られたらどうしようって思っちゃったよ」

　ありすの誘いを断るやつなんかいるわけないのに。

　そんな具合に俺たちは互いの似顔絵を描くことになった。

　図工の時間は週に一回、二時間つづけておこなわれる。最初の時間にえんぴつで下描きをして、次の時間に色をつける、という流れだった。

　ありすが描いた絵はとてもうまかった。ちょっとまんがっぽかったけど、実物の俺よりもスマートに描かれていた。

　くらべて、俺の絵はお世辞にもうまいとは言いがたいものだった。ひょっとすると、没後五〇〇年くらいに、突然評価されることもあるかもしれないが、とりあえず現代の美的感覚からすればひどい出来だった。

　案の定、「うわ、三み柴しばの絵、すっげえヘタクソ」と、クラスの男子たちが騒ぎだした。

　先生に提出するまで必死に隠していたのに、一人が勝手にとりあげて、みんなでまわし見をしはじめてしまった。みんな、俺の絵を見て、ゲラゲラと笑っていた。

　いつもの俺なら、たぶん、みんなに笑われながら、俺自身もへらへらしていたと思う。

　俺は、あのころはそういうやつだった。

　でも、そのときは違った。

　あのときだけは違った。

「かえしてよ！」

　俺は自分の絵をとり戻そうとして、男子の輪に突っこんでいった。途中で転んだけど。

　連中は俺がそうするとは思わなかったらしい。驚いて、俺の絵を床に落とした。

　しかも、俺が突撃したせいもあって、誰だれかが俺の絵を踏んだ。

　おかげで、俺のヘタクソな絵にくっきりと上履きのあとが残ってしまった。

　あいつらも、そこまでするつもりはなかったのだろう。なんとなくばつが悪そうな感じで「おまえが悪いんだぞ」とかなんとか言って、散っていった。

「だいじょうぶ、ナオくん？」

　ありすが俺を気づかってくれた。

　俺は泣かないようにがまんするのでせいいっぱいだった。

　俺たちが描かいた絵はさっそく、教室のうしろに貼はりだされることになった。まったく最悪だった。

　その夜はいろんな感情が胸の中をうずまいていて、ほとんど眠れなかった。

　窓の外は俺の心の中がそのまま具現化したみたいなひどいどしゃぶりの雨だった。世界中が大洪水で沈んでしまえばいいと思った。でも、ありすと俺の家だけは残してくださいと神さまにお願いした。

　その翌日は昨夜の雨が噓うそみたいによく晴れていたのを覚えている。

　もちろん、大洪水は起きなかった。

　俺はその日、いつもよりも早い時間に学校にいった。職員室に先生はいたのだろうけれど、誰もいないみたいに静かだった。

　前日にみんなが描いた絵が教室のうしろに飾られていた。

　俺はランドセルを自分の席におろしてから絵の前に立った。

　俺が描いたありすの絵には上履きのあとがくっきりと浮かんでいた。

　そのすぐ隣に、俺から絵を奪ったやつの絵が並んでいた。

「……そっちだってヘタクソじゃん」

　そいつの絵だって、大してうまくなかった。

　俺はそいつの絵をそっとはがした。

　突如として凶暴な気持ちになった。前の日の嵐あらしみたいに心臓がばくばくと暴れていた。

　俺はこっそりと、そいつの絵をまん中から破いてやった。

　ざまあみろ、と思った。

　ああ。

　でも、そのときだ──。





　　　　○　　○






　九月の朝である。

　もうちょっと手加減してくれてもいいのに、しこたま暑い日がつづいている。

　日差しは明るく、とても力強かった。横綱級だ。

　セミの鳴き声が、どこからともなくふってくる。

「一いち条じようありす──フルパワー・モード！」

　俺の自転車をありすが運転していた。

　俺は自転車のうしろに立って、手をありすの華きや奢しやな肩の上に置く。

　風を受けて、ありすのキャラメル色の髪がふわふわと揺れていた。

　どういう心境の変化か、めずらしくありすが「今日はあたしが運転するわ」とか言いだしたので、譲ったのだ。

　最初は「直なお道みちは前のカゴね」と言っていたが、もちろん断った。

　俺はＥ．Ｔ．じゃない。

　って言うか、入るわけがない。

　俺のかわりにカバンがつっこまれていた。

　スタートのときは若干あぶなげだったが、スピードにのってくれば車体は安定する。

　今は一定の速度で走っていた。

「そういえば、結局、宿題はぜんぶやったわけ？」

　ありすが訊たずねてくる。

「俺の本気を舐なめるなよ？　終わらなかったに決まっている！」

「え、終わらなかったの？」

　一瞬、こっちをふりかえるありす。

　自転車が、ぐらりと揺れた。

「バカ、前見ろ、前！」

　死ぬかと思った……。

「冗談に決まってるだろ。ちゃんと終わらせたよ。俺はやるときは、まあ、だいたいはやる男だ」

「あいまいじゃない」

「それより、ありすこそ、なんかコスプレ部でやらかしたらしいじゃん」

　コスプレ部というのは手芸部の別名だ。去年の文化祭で衣装のモデルをやって以来、ありすは正部員ではないものの、ちょくちょくコスプレ部に出入りしていた。

　今年の夏休みのあいだにも、大きめのコスプレイベントに参加したらしい。

　話によれば、そのイベントにＣＳ放送のアニメチャンネルの取材班がきていたんだそうだ。でもって、会場で決めポーズをしていたありすの姿もばっちり、きっちり放送されてしまった。しかも、その映像はさっそく動画サイトにアップされ、またたく間に話題になってしまったという。

　要するに「あの美少女は誰だれだ？」と、みんなが騒いだわけだ。

　となると、学校側にバレるのも時間の問題となる。

　と言うか、あっさりとバレた。

　コスプレイベントに参加すること自体を叱しかられたわけではないが、衣装についてはかなり厳重に注意を受けたらしい。

　よほど、きわどいコスプレだったのだろう。

「どんな格好したんだよ？　前に見せたもらった『キング・オブ・アウトロー』の琴こと刃はの衣装か？」

『キング・オブ・アウトロー』というのは格闘ゲームの名前だ。その中に琴刃という、くノ一のキャラクターがいる。

　夏休みのしょっぱな、俺が数学の補習を受けていたころに「この夏の最新作」とか言って見せてくれたことがあった。なので、それのことかと思って俺は訊たずねた。

「あれじゃなくて、『キング』の友ゆ梨り亜あ」

「……ああ」

　友梨亜は同じく『キング・オブ・アウトロー』に登場する女子高生ＪＫファイターだ。上半身はセーラー服を着ているのだが、スカートを穿はいておらず、制服の下に着用しているスクール水着がまる見えになっているというハレンチな女の子である。

　極端に露出しているわけでもないけれど、たしかにあれは怒られても無理はないな、と思った。

「ほどほどにしとけよ」

「なによ、それ。汚れた目で見るほうが悪いのよ」

　ありすはぶつぶつと文句を言っている。

　いや、あれはキャラデザしてるひとも、あきらかに汚れた目で見ながら描かいてると思うぞ。だって、スク水とセーラー服だぞ。どう考えてもそうだろ。

　ありすのやつ、あんな格好をしていたのか。

　しかも、会場にいるやつだけでなく、動画サイトにアクセスした大勢のやつが見たわけだ。俺は見てないけど。

　なんとなく、おもしろくない。

　俺はうしろから、ありすのつむじのあたりを指先で押した。

　くにくに。

「うっ、な、なにするのよ？」

「ここは『百ひやく会え』というツボなんだ。自律神経を整え、頭痛や不眠を改善し、痔じや抜け毛にも効果があると言われている」

「べつにいいわよ、押さなくて」

「遠慮するな」

　俺は『百会』を押しまくる。

「ちょっと、やめてってば」

　くにくに、くにくに。

「うにゃー」

「ふふ、抵抗できまい。俺に背を向けたのが運のつきだったようだな、一いち条じようありす」

　きぃいい、とブレーキ音が鳴った。

　自転車がその場で停止する。

　ありすが俺をふりかえった。

「や、め、ろ」

　世紀末覇者みたいな目をしてありすは言った。

「……すみません、調子に乗りすぎました」





　　　　○　　○






　夏休みが終わり、学校がはじまった。

　今年はかつてないほど緊迫した夏休みだったけど、ふりかえってみれば、これまで体験したことがないくらいに刺激的で、一生忘れられない夏休みになったような気がする。

　すべてのはじまりは、あの『半年前』に起きた小学校の倒壊事故だったわけだけど、いろいろなことが動きだしたのは《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》に襲われてからだ。

　あそこから、ありすが魔術師だとわかったり、俺にはいないはずの妹や許婚いいなずけが現れたり、お姫さまを助けたり、アンドロイドに連れ去られそうになったりした。

　こないだは、時間を移動するなんていう、とんでもないことも経験したし……思いかえすと、ほんと、激動の日々だった。

　でも、南みなみさんとの一件以来は、なんとなく平穏な日々がつづいていた。

　せいぜい、あの台風の日に川で流されたことについて、担任である長なが岡おか先生に怒られたくらいのものだ。ああいうのって、学校に連絡がいくものらしい。たっぷりと一時間以上は職員室で怒られた。

　すでに電話にて、母親から十分すぎるほどに叱しかられたあとだったので、正直、勘弁してほしかったのだが……。

　まあ、そんなこんなで残暑は相変わらず厳しいものの、俺はなんてことのない、ぬるい日常に帰還していた。

　しばらくはこんな日がつづくのだろう。

　そう思っていた。

　思いこんでいた。




　でも、それはとっくにはじまっていたらしい……。





　　　　○　　○






「ねえねえ、王子さま」

　放課後の教室、人にん魚ぎよが俺の正面の席に逆向き（つまりは俺のほうを見るような形）に座って、話しかけてきた。

　頰ほお杖づえをついているので、ほっぺたが、むにっと押しあげられている。

「ん？」

「今日は水泳部がお休みなんだ。だから一緒に買い物にいこうよ」

　世にも珍しい薄桃色の髪が、窓から入ってきた風に揺れていた。

「買い物か」

　まあ、用事があるわけでもなかったし、つきあってもいいかなと思った。

「なんかほしいものでもあるのか？」

　なにげなく訊たずねてみると、

「そうだね、今一番ほしいものは王子さまかな」

　頰杖をはずして、しゅぴっと、こっちを指さしてくる。

　俺は自分の顔が赤くなるのがわかった。

「……は、恥ずかしいやつめ」

「嬉うれしいくせに。うり、うり」

　人魚は伸ばした指で俺の鼻の頭をつついてくる。

「やめれ」

　などとやっていると、

「残念だけど、直なお道みちは先約があるの」

　ありすが現れて、ぎゅっ、と俺のワイシャツをつかんだ。

「そうでしょ、直道？」

　ありすが大きな瞳ひとみで俺の顔を覗のぞきこんでくる。甘い香りがして、ふわふわの長い髪がありすの肩から滑り落ちた。

「え、あ、いや……」

　俺はすぐに返事ができなかった。

　べつに先約なんてなかったのだから。

　ありすの言葉に乗っかれば人にん魚ぎよをないがしろにしたみたいな感じになってしまう。かと言って、正直に先約なんてないとも言えないし……いや、口ごもっている時点で「ない」と答えているようなものか。

「まったく、きみは王子さま独占禁止法に違反している」

　人魚は立ちあがって、ありすに向きなおった。

　ありすも人魚の正面で腕組みをした。

「そんな法律はありません」

　放課後と言っても、まだ教室には数人のクラスメイトが残っていて、みんながこちらを見ている。一部の男子は俺を睨にらんでいた。

　……俺は悪くないのに。

「ぼくが先に王子さまに話しかけたんだよ。邪魔しないでほしい」

「だから、先約があるって言ってるじゃない」

「きみ一人で勝手に言ってるだけだろう？　王子さまはいい迷惑だ」

「あんたのほうこそ迷惑よ」

「いいや、きみのほうだね」

　二人は視線で火花を散らしあう。教室内の気温も二度くらいあがっている気がする。

「あ、あのさ、三人で買い物にいくというのは──」

　俺はそっと口を挟んでみた。

「「却下」」

　ですよね。

　わかってましたよ。わかってましたとも。

　なんだか、最近、こういうパターンが多い。俺のまわりではケンカばかりが起こっている。できれば、みんな仲よくしてほしいんだけどな。いや、とくべつに仲よくなくてもいいから、もう少し譲りあいの精神とかを大切にしてほしい。

　ありすと人魚は顔をくっつけんばかりにガンを飛ばしあった末に、「勝負だ」とか言いだして、なぜか腕相撲をすることになった。

　ひょっとすると、これはこれで仲がいいってことなのかもしれない。

「直なお道みち、審判よろしく……って、直道？」

　俺はその声を聞きながら、そろり、そろり、と教室をあとにした。

　さっさと一人で帰ろう。

　つきあってられん。




　ことごとくあけはなたれた窓からセミの鳴き声が飛びこんでくる。廊下の掲示板には美化委員会のポスターが貼はってあった。麻ま乃のが巫み女こさんみたいな格好をして写っている。夏休み中に撮影してたやつだ。すでに、何枚か盗難にあっていると聞く。俺は麻乃から直接もらったけど。

　校内に漂う雰囲気は、どことなく気だるかった。学校ははじまったものの、みんな、まだ微妙に夏休みをひきずっているのだろう。

　うちのクラスでも始業式にやってこなかったやつが三人いた。

　今日も四、五人が休んでいる。

　どこもそんな感じらしい。

　まあ、気持ちはわからないでもない。

　俺もまだ、からだが学校モードに切り替わっている感じがしなかった。

　あくびがでて、目に涙が浮かぶ。

　俺は階段をおりて、昇降口に向かう。

　靴箱からスニーカーをとりだし、すのこの上で上履きを脱いだ。

　と。

「三み柴しばくん」

　呼ばれて、俺は足もとから顔をあげる。

　そこには、わが校の女王さまである細ささめ雪ゆき麻乃と、その親衛隊フアンクラブの隊員メンバーの姿があった。いつ見ても迫力がある。

「ああ、麻乃……じゃなくて、細雪さん」

　麻乃は学校では俺を「三柴くん」と呼ぶ。

　もちろん、俺の家に居候していることは最重要機密事項だ。バレたら、三柴直なお道みち暗殺計画が始動しかねない。

「……えっと、なんか用？」

　麻乃は寒気を覚えそうなほどの冷ややかな目で俺を見た。麻乃は外ではＳなキャラをつくっているので、こんな目をひとに向ける。

　しかし、それよりなによりおそろしいのは、親衛隊フアンクラブの連中の視線だ。なぜほとんど交流のないはずの俺に麻乃が声をかけたのか不可解でならない、という目をしている。

「シャツの裾すそが外にでていますわ」

　麻乃は長い黒髪をうしろへ払った。

「だらしないですわよ」

　俺は暑いのでワイシャツの裾を制服のズボンの外にだしていた。それを注意しているわけだ。そんなのべつに、俺だけじゃないのに……。

　そういえば、麻ま乃ののうしろに控えている親衛隊フアンクラブのやつらは全員、かっちりと制服を着ている。というか、今気づいたんだけど、こいつらみんな学ランだ。暑くないのか……。

「わたくし、だらしのない殿方は嫌いですわ。きちっとなさってください」

「……はあ」

　あいまいに返事をして、シャツをズボンの中にしまう。

　それを確認した麻乃は満足そうに頷うなずき、

「では、ごきげんよう」

　俺の横をとおりすぎていった。

　その際に「みなさまに、わたくしたちの関係がバレてしまうかもしれない、このドキドキ、たまりませんわ」と俺にだけ聞こえるように呟つぶやいていた。

　俺は肩をすくめて、麻乃さまご一行を見送る。麻乃がとおりかかると、みんなが道を譲っていた。

「大名行列みたいだ」

　キャラを守るっていうのも大変なんだな、と俺は思った。




　スニーカーを履いてから自転車置き場に向かい、カバンを前のカゴにほうりこむ。自転車のカギをはずし、並んでいる自転車の列からだすために一度バックさせ、サドルにまたがった。サドルは強烈な日差しをたっぷり浴びて熱くなっていた。

「今、お帰りですか？」

　そこで、にゅっ、と背後から手をまわされる。

「うおっ!?」

　驚いてふりかえると、ユエが俺の自転車の荷台に座っていた。

「ユエか。いつの間に……」

　まったく気づかなかった……。

「三み柴しば直なお道みちは隙すきだらけですね」

「……普通の高校生は隙だらけなんだ」

　俺は嘆息する。

「って言うか、なんで制服着てるんだよ？」

　ユエはいつものゴスロリ服ではなくて、うちの高校の制服姿だった。

「カモフラージュです」

「そのわりに目立ってるけど」

　蒼あお味みがかった銀髪というだけで十分ひと目を惹ひく。その上、左目に眼帯をしているし、右目も赤いので目立ちまくりだ。「あれ、こんな子いたっけ」っていう視線をびしばしと感じる。

「気のせいですよ」

「そういうことにしておく」

　まあ、夏休みデビューくらいに思われているのかもしれない。よくある話だ。

「で、わざわざ学校までなにしにきたんだよ？」

「先日の南みなみ奈な美みの件がありましたからね、三み柴しば直なお道みちを陰ながら見守っていたのです。衛星を経由して」

「宇宙規模だな、おい」

「家でポテチを食べながら、じーっと」

「なんか小規模になった」

　でも、ユエはそういうことできそうなので、現実味はある。

「そろそろ帰宅するころだろうと思い、こうして馳はせ参じたのです。うれしいですか？」

　ユエは、くにっと小さく首を傾かしげるかのような仕草で俺を覗のぞきこんでくる。

「そりゃ、どうもありがとう」

　とりあえず礼を言っておいた。

「でも、自転車の二人乗りは道路交通法に違反してるんだろ？」

　以前、ユエはそう言って二人乗りを断ろうとしたことがある。

　あのときは夜だったので、大目に見てくれたらしいが、今はまだ日が高い。

「あのときはあのときです」

「わりと適当だな」

「……ダメでしょうか？」

　俺の腰にまわされている手に力が入った。

　──そこ、あたしの指定席なの。

　一瞬、ありすの言葉がよぎった。

　あれは……。

「……まあ、いいけど」

　ここにユエを置き去りにして帰るのも変な話だし、うしろに乗せたまま走りだす。

「ちゃんとつかまってろよ」

　しばらくそうして走っていると、不意にユエが言った。

「つかぬことをお訊たずねしますが、三柴直道はカラオケという娯楽施設にいったことがありますか？」

「え、カラオケ？　ああ、あるよ」

　中学のころは、ありすや、ほかの友人とたまにいって、うたったりもした。ありすは歌がうまいからいいけど、俺はべつに歌唱力があるわけでもなんでもないので、最近は足が遠のいていたが。

　ストレス発散ならゲームのほうが性にあっているみたいだ。

　今のクラスメイトたちは、たまにカラオケ大会的なことをやっているみたいなのだが、俺は流は行やっている最新の曲などに詳しくないので、その手の集まりには参加していなかった。

　……やばいな、俺、とり残されてるぞ。

「急にカラオケの話題なんて、どうしたんだ？」

「お恥ずかしながら、ユエはカラオケというところにいったことがないのです」

「ふーん、そうなのか」

　そうなのかもしれない。

「まあ、恥ずかしながらってほどでもないと思うけど」

　どうでもいいことなのだが、ユエ自身がカラオケ・マシンの機能とか備えていそうな気がする……。

「先ほど、三み柴しば直なお道みちの学校の生徒たちがカラオケの話をしていたのでデータを照らしあわせてみました。要するに伴奏にあわせて歌をうたうのですよね？」

「まあ、そうだな」

「非常に素朴な疑問なのですが、歌をうたってどうするのです？」

「どうするって……なんとなく盛りあがる、とか」

「おかしいですね。学校教育における音楽の授業では、生徒たちはみんなひと前でうたいたがらないというデータがあるのですが、それとは矛盾しないのですか？」

　言われてみれば……。

「えーっと、あれだ、自分の好きな歌じゃないとやる気がでないとか。音楽の授業って、自分で選べるわけじゃないじゃん」

「メロディラインと歌詞を一〇〇曲ほど比較したところ、ヒット曲と教材である曲のあいだに大きな差異はありませんでした。ヒット曲には恋愛をモチーフにした内容も多かったのですが、使われている語ご彙いの意味あいに、やはり大きな違いは見当たりませんでした。また、教材の中には過去のヒット曲も数曲含まれていました」

　ユエは平べったい声で淡々と分析を報告してくれる。

「ラップと呼ばれるジャンルはダジャレを多用している点でやや特殊でしたけれど。あと同じ意味の日本語と英語を連続して使うなど、不可思議なレトリックも多く見受けられ、ユニークではありました。とはいえ、違いはそれくらいでしょうか。ということは、好きになる要素はべつにあるということでしょうか？」

　そんなことをまじめに訊きかれても……。

「うたっているアーティストが好きとかかもな」

「では、歌そのものに興味はないにもかかわらず、カラオケにいって、その歌をうたうのですか？　有料で？」

「好きなアーティストの真ま似ねをしたいとかもあるかもだけど、あー、俺にもよくわからないや」

「むずかしいですね。授業ではうたいたくない。けれど、それ以外ではうたいたい。……ひょっとすると、ツンデレというやつなのでしょうか？」

「ん、まあ、似たようなものかもな。とかなんとか言ってるうちに見えてきた」

　通り沿いにあるカラオケ店の看板が視界に入ってくる。

「せっかくだし、ちょっと寄ってみるか？」

「え、いいのですか？」

「俺も久しぶりだけど」

　というわけで、カラオケ店に入店してみた。部屋に入り、ユエに曲を選ばせる。ユエはタッチパネルを操作してなにかの歌を選んだ。すぐさまイントロが流れだす。

　なぜか、あだち充みつるの『タッチ』の主題歌だった。俺の生まれる前の曲だ。マイクを両手で持ったユエは歌詞が流れる画面を見ながら、初音ミクっぽい声でうたう。

「……どうして、わざわざボーカロイドふうに」

　俺の呟つぶやきはユエの歌声にかき消される。

　しかし、歌をうたうユエは無表情ではあったけれど、ほんの少しだけ楽しそうにも見えた。だから、まあ、いいか。

　歌が終わったので、俺は拍手を送った。

「なるほど、なんとなく楽しい気がします」

「そうか、そりゃよかった」

　ユエは次の選曲にとりかかる。

「今度はデュエットにしましょう。これなどどうでしょう？」

「いや、俺はマキシマム ザ ホルモンなんてうたえないから」

　のど潰つぶれちゃうから。

　あと、俺がイメージするデュエットと、ちょっと違う。

　なんてことをしゃべっていると、突然、ばんっ、と扉が開かれた。

「なんだ？」

　同時に、部屋の中に、まるくて黒いなにかが投げ入れられる。それはシューという音とともに大量の煙を吐きだした。

「うおっ!?」

「油断しました！」

　ユエの声はしたが、煙があっという間に視界を遮ったため、その姿は見えなくなってしまう。

「ユエ！　ごほっ、ごほっ」

　俺は煙を吸わないようにシャツの胸元をひっぱって、口に当てた。

　なんだよ、これ？

　どうなってるんだ？

　ジリリリリリリ。

　火災報知機だかなんだかの警報機まで鳴りだす。

「お兄ちゃん」

　ぐいっと手をひかれた。

「え、あれ、スズ？」

　今の声はあきらかにスズランのものだった。煙のせいで見えないけど。

「こっち」

「いや、でも、ユエが……」

　スズランは俺の手をひいて、部屋の外に脱出した。警報機が鳴りつづいていて、大勢のひとが部屋からでてくる。

　スズランはその中にまぎれるようにして店外へ俺を連れだした。立ちどまらずに、そのまましばらく走りつづける。

「……いったい、どういうことだよ？」

　俺の手をひきながら、てけてけ走るスズランに訊たずねてみた。

「監視カメラには映像が残らないように細工してあるから平気だよ」

「いや、そういうことを訊きいてるんじゃなくて」

　スズランが走る速度を緩めていき、やがて、普通に歩くくらいのペースになった。

　俺は息を整える。全身から汗があふれてきた。

「どうして、俺がいる場所がわかったんだ？」

　スズランもユエのように衛星を経由して俺を監視していたりするのだろうか？

「それは妹レーダーでびびびっと」

「知らなかった。妹に、そんな特殊能力が……」

　というか、ユエはだいじょうぶだろうか？

　まあ、あいつなら、どうとでもするか。

「お兄ちゃん、なかなか帰ってこないんだもん」

　スズランはちょっとむくれてみせる。どんぐりを頰ほお張ばったリスみたいだ。

「だから、迎えにきたの」

「迎えにっつーか襲撃だったな。あ、俺、自転車カラオケ屋に置いてきちゃった」

「それはロボ子がなんとかするよ。たぶん」

「ロボ子って……」

「それより、ほら、ちょうどいいから、スーパーにいこ」

「スーパー？」

「お夕飯の買いだし」

　スズランがちっこい手で俺をひっぱる。

「ああ、まあ、いいけどさ」

　本当にいいのだろうか？

　さっきのカラオケ店でのこと、かなり大事になってるんじゃないだろうか。

　というか、遠くから消防車の音が聞こえてくるんですけど……。

　不安だなあ。

　ユエがなんとかしてくれることを祈るばかりだ。

　スズランにひっぱられるがままに、スーパーの自動ドアをぬける。

　冷たい空気につつみこまれて気持ちはよかった。

　俺はスーパーの緑のカゴを手にとった。荷物持ちくらいは俺がやろう。

「今日の夕飯はなににするんだ？」

「それなんだけどね、今晩はお兄ちゃんの手料理が食べたいなっ」

「え、俺の？」

　スズランはこっくりとうなずいた。

「いや、俺がつくるより、スズのほうがうまいだろ」

「でもでも、《千年魔女》には食べさせてたんでしょ？」

　スズランがうちにくる前の話だ。家で食べればいいのに、ありすはなにかと理由をつけては俺の家にごはんを食べにきていた。

「あいつは地味に料理ヘタだからな、俺がつくらないと悲惨なことになるんだよ」

　やつに料理をさせてはいけないのだ。

「《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》にも、おうどんを、つくってあげたって」

「そういや、そんなこともあったか」

　あのときは人にん魚ぎよが睡眠薬をスズランと麻ま乃のに飲ませていたんだっけ。犯罪だな……。

「スズもお兄ちゃんの料理食べてみたいっ…………ダメ？」

　スズランはおっきな瞳ひとみをチワワみたいにうるうるさせる。

　毎度のことながら、俺はこの目に弱い。

「いいけどさ。でも、俺、料理の腕に自信があるとか、そういうのじゃないぞ？」

　両親が不在のことが多かったので、自分でつくらなければいけない機会が多かったというだけだ。同年代の男子にくらべればできるほうだろうけど、ってくらいのものである。

「だいじょうぶ。お兄ちゃんのつくるものなら、たとえ、一年前に消費期限が切れたお肉が使われていたとしても食中毒を起こさない自信がある！」

「いや、そんな危険物をつくる前に全力で俺をとめてくれ」




　その夜はカレーにした。

　水の分量を間違えたり、火加減を誤らないかぎり、誰だれがどうつくっても、カレーはうまいのである。納豆を入れたってうまいくらいだ。

　今回は豚肉、にんじん、じゃがいも、玉ねぎのほかに、オクラとなすも入れた。

　みんなにも好評で、あっという間に鍋なべの中は空になってしまった。

　わが家のエンゲル係数は今日も順調にうなぎのぼりだ。

　あと、カラオケ店のほうはユエがうまく処理してくれたみたいだった。

　夕方のニュースにはなってたけど……。





　　　　○　　○






「それでは出席をとります」

　長なが岡おか先生が言った。わが校の名物美人教師である。

「浅あさ岡おかくん」「はい」「朝あさ野のさん」「はい」「飯いい山やまくんは欠席、と。一いち条じようさん」「はい」「上うえ原はらくんもお休み、ね。太おお田たさん……あれ、お休みなの。しょうがないなあ。梶かじ浦うらくん」「はい」「木き内うちさん」「はい」「小こ杉すぎさんも欠席。佐さ渡どくん」「はい」「相そう馬まさん」「はい」

　なんだか、やけに教室の中がスカスカしている。

　欠席者が多いみたいだ。

　クラスの四分の一くらいがいなかった。

　インフルエンザの季節でもないし、食中毒とかだろうか？

　案外、まだ夏休みボケをひきずって寝坊しているのかもしれない。

　俺も眠いし、わからないでもない。クラスの人数が少ないと授業で当てられる確率があがるから嫌やだな、と思いながら俺はあくびをこぼした。




　その日の昼休みだった。

　ありすはコスプレ部に、お弁当を食べにいった。俺はクラスメイトと学食に向かうつもりで席を立った。

　そこでふと、人にん魚ぎよが自分の机につっぷして眠っているのに気づいた。

　前の授業の教科書とノートが広げっぱなしになっていたので、居眠りの延長戦らしかった。頰ほおをむにっと押しつけているので、あれだと起きたときに、赤くあとが残るんじゃないかなと思った。

「おい、もう、昼休みだぞ」

　人にん魚ぎよの肩を軽く揺すってみる。

　しかし、人魚はまったく反応しなかった。

　すやすやと寝息を立てるだけ。

　夜更かしでもしたのだろうか？

　具合が悪くて臥ふせっている、という感じでもなかった。

　寝顔はあくまでも穏やかなのだ。

　まあ、とりあえず、そっとしておくか。

　俺は学食にいって、そばを食べた。

　バカ話をして盛りあがり、それから教室へと戻る。

　すると、人魚はまだ寝ていた。爆睡状態だった。

　いびきをかいていないのが、せめてもの救いか。

　クラスの女子たちが話しかけても、まったく反応しなかった。

　やがて、午後の授業がはじまった。

　それでも人魚は眠りつづけていた。

　さすがに寝すぎじゃないか、と思った。もしかしたら、また誤って睡眠薬を飲んでしまったのだろうか。前にそういうことがあったのだ。俺に飲ませるつもりが自爆してしまったということが。

　今回もそれなのかもしれない。だとしたら困ったものだ。

　人魚が居眠りしていることに気づいた教師が「姫ひめ宮みや」と人魚を呼んだ。

　人魚はまったくの無反応だった。

「誰だれか、姫宮を起こしなさい」

　隣の席に座っている手塚さんが「人魚ちゃん」と呼びかける。

　それでも人魚は目を覚まさない。

　クラス中のみんなが人魚へと視線をやっていた。俺もそうだし、ありすもそうだった。

「ねえ、人魚ちゃん」

　手塚さんは人魚の肩をぽん、ぽんっと軽く叩たたく。

　すると──。

　人魚のからだが、ぐらり、と傾かしいだ。

「え？」

　手塚さんが声をあげる。

　叩かれた人魚は、ばたり、と床に倒れてしまったのだ。

　瞬間、ありすが立ちあがって、人魚のほうに駆け寄っていた。つられるようにして、みんな席を立つ。教師も教壇からおりて、人魚のそばに寄った。

「どうした？」

　教師の問いに、

「わかりません。でも、熱中症かも」

　と、ありすが答える。

　イスから落ちたのに人にん魚ぎよはまだ目を閉じたままだった。

　熱中症？

　その顔に苦痛の表情はない。ただ、ぐっすりと眠っているだけのように見える。呼吸もまったく乱れていなかった。むしろ、とても気持ちよさそうだった。

「彼女を保健室に連れていきます」

　ありすがその役を買ってでた。そして、俺に目配せをする。

「先生、あの、俺もつき添います」

　俺が言うと、ほかの男子らが「俺も」「俺も」と手をあげた。邪魔なやつらだ。

「こういう場合は、女子のほうがいいだろう。一いち条じようとそれから手塚、二人で連れていってあげなさい。そのほかは授業だ。ほら、席に戻れ」

　ありすが人魚を背負い、手塚さんがそれにつき添う形で教室からでていった。

　俺は気が気じゃなかった。授業どころじゃない。

　人魚になにかあったのか？

　なにかあったのだとして、それはなんだ？

　人魚が心配でもやもやしていると、ポケットの中のケータイが反応した。そっととりだして確認してみると、ありすからメッセージが届いていた。

『なにか様子がおかしいわ。うまく言えないけど、普通じゃない感じ』

　そう書いてある。

　普通じゃない感じ？

　俺は背筋が冷たくなるのを感じた。




　また、俺がなにかしでかしちまったってことなのか？




　一〇分もしないうちに、ありすと手塚さんが戻ってきて、教師に状況を報告した。人魚は保健室で少し寝かせるということだった。

　俺は自分の席に戻ろうとするありすのほうを見た。

　ありすは俺の視線に気づいたが、首を横にふっただけだった。

　放課後になってから、ありすと俺は急いで保健室に向かった。

　そうして知ることになる。

　眠ったまま起きなくなってしまったのは、人魚だけじゃなかったのだ。

　ほかにも同じように保健室に運ばれてきている生徒が四人もいた。保健室にはベッドが三つしかないので、二人は床に敷いた簡易マットの上に寝かされている。床の二人は男子だった。

「いったい、どうしたのかしら？」

　と、養護教諭は首を傾かしげていた。

「こんなに一度に過眠症の子がくるとも思えないわ。それだって揺すられても起きないってことはないんだし」

「眠ったきり目を覚まさない、なんて病気、あるんですか？」

　ありすが訊たずねていた。

「一〇〇年以上前に嗜し眠みん性脳炎ってものが流は行やったことがあるんだけどね、それはウィルス性のもので高熱がでるのよ。みんな、いたって健康そうだし、まるでわからないわ」

　もしもこのまま目を覚まさないのであれば病院での検査も必要だと養護教諭は言った。

　どの生徒も自宅に連絡して、家族が迎えにくるらしいが、人にん魚ぎよは一人暮らしなので、俺たちがめんどうを見ると請けあった。

　自転車は学校に残し、バスで家まで帰る。

　そのあいだに人魚が目を覚ますことは一度もなかった。





　　　　○　　○






「どういうことですの？」

　ソファに寝かせた人魚を見おろしながら麻ま乃のが言う。

　美化委員会の委員長をしている麻乃は放課後に会合があったので、帰るのが少し遅かった。その会合でも、眠ったまま目覚めない生徒の話がでたらしい。

「眠ったまま起きないだなんて、普通ではありませんわね」

　麻乃は白い指を伸ばして、人魚の頰ほおをぷにっとつついた。

「……原因はわからないわ」

　ありすがむずかしい表情を浮かべる。

「同じ症状を発症しているのは《鱗姫プリンセス・リヴアイアサン》だけじゃないみたいなの。保健室に運ばれた生徒はぜんぶで五人。ひょっとすると、欠席者の中にもいるんじゃないかしら」

「わけがわかりませんわね」

　麻乃は、ぷにぷに、と人魚の頰をつつきつづけていた。

「くすぐっても起きませんかしら？」

　言って、麻乃が人魚をくすぐりはじめる。

　けれど、人魚は一向に目を覚まさない。

「ねえ」

　そこでスズランが控えめに声をあげる。かすかに眉まゆを寄せていた。

「スズ、昼間、ちょっと気になるニュースを見たんだけど……」

　スズランがリモコンを手にしてテレビをつける。いくつかチャンネルをかえ、ニュース番組にあわせた。

　アナウンサーの女性が深刻そうな顔をして原稿を読みはじめる。




『つづいてのニュースです。奇妙な現象が相次いでいます。現在、全国各地で突発的に睡眠状態に陥る、いわゆる居眠り病の患者数が激増しています。症状の特徴としましては、覚かく醒せい行動中にも突然意識を失い、そのまま眠りに落ちてしまうとのことです。今のところ発症しやすい年齢や性別などの報告はありません。原因も不明です。車の運転や外出の際は十分にご注意ください』




「……居眠り病？」

　俺は呟つぶやいた。

　おもしろくもない冗談みたいだった。なにかをしている最中にも、突然、眠ってしまうなんて……。

「でもさ、眠ってるだけなら、いつか起きるんだよな？」

　俺の問いかけに答える者はいなかった。

　最近のわが家はあんなにも賑にぎやかだったのに、今はひどく静かだ。

　なんだか不気味だった。

　テレビの音だけが無神経に響いている。

　人にん魚ぎよは安らかに眠っていた。

　でも、「安らかな眠り」というのは、「死」の比ひ喩ゆでもある……。

　なんだか不安になってきた。

「おい、人魚、起きろよ」

　俺はソファの前で膝ひざをつく。

「おまえ、ちょっと寝すぎだよ」

　人魚の肩を揺すってみた。

　でも、人魚のまぶたは閉じられたまま。

「いつまで寝てるつもりだよ。おまえは『人魚姫』であって、『眠り姫』ではないだろうがよ。作品をごちゃまぜにするなよ」

　言いながら、すべてをごちゃまぜにしている存在は、ほかの誰だれでもない俺自身なのだと思い至る。いくつもの平行世界は、俺という特異点を中心としてまざりあっている。

　つまり、すべての元凶は──。

「……俺のせいなのか？」

　この居眠り病とかいうものも、俺がひき起こしていることなのか……。

　心の奥のほうが真っ暗になる。目眩めまいがした。手がかすかにしびれてくる。

　気分が悪い。

　と。

「違うよ！」

　スズランが言った。

　俺はそちらに目を向ける。

「ぜったい違う！」

　スズランは真剣な顔をして、俺のほうに近づいてきた。

「お兄ちゃんのせいなんかじゃ──」

　次の瞬間、スズランは、ぐらり、と前のめりに倒れていく。

「スズ！」

　俺は慌ててスズランを抱きとめた。小さなからだは、こんにゃくのようにくったりしている。

「おい！」

　俺の腕の中で、スズランは──。

「……眠ってる」

　信じられない。

　スズランは直前まで立っていたのだ。

　意識もはっきりしていて、しゃべっていたのだ。

　それなのに……。

　ありすが息を吞のむ。麻ま乃のも口に手を当てている。ユエが目を見開いた。

「スズ！　おい、スズ！」

　しかし、人にん魚ぎよがそうだったように、スズランも反応してくれなかった。

　強く呼びかけても、俺の声は届かない。

「どうなってんだ……」

　俺は呆ぼう然ぜんと呟つぶやくことしかできない。

「あたし、『冥葬会ルナリア』に原因を確かめてみるわ。なにかわかるかもしれない」

　ありすがケータイ片手に部屋をでていった。

「わたくしも。いくつか確認してきますわ」

　麻乃は冷蔵庫をあけると飲みこまれるように消えていった。

　残された俺はスズランを抱きあげ、人魚の隣に座らせた。垂れている前髪をそっと横に流してやる。

「これは非常事態です」

　ユエが俺の背後に立ち、静かな声で言った。

「非常事態……」

「最悪のケースですが、全人類がこの新種の居眠り病なるものに罹り患かんする可能性も否定できません」

　俺はふりかえってユエを見つめる。

「そうなったら、どうなる？」

「わかりません。しかし、場合によっては……」

　ユエは最後まで言わなかった。赤い右目をかすかに伏せる。

「世界の終わりってやつか？」

　俺はユエのかわりに口にだした。ちょっと前に世界の終しゆう焉えんなんてものを回避してきたばかりだっていうのに、またなのかよ。冗談じゃない。

「どうすればいいんだ？」

　俺はガリガリと頭をかきむしる。

「はっきり申しあげれば、ユエには問題の解決法を思いつくことができません。唯一、ユエが提示できる方法は、以前と同じように時間を遡そ行こうして問題の根幹を解消することなのですが、問題となっている時間軸も判明していませんし、仮に判明したとしても、時間転移装置は壊れてしまったので、なんの役にも立ちません。直せるのは、今はもうアクセスできなくなった『未来』の『三み柴しば直なお道みち』だけです」

「くそ！」

　俺は思いきりこぶしを自分の太ももにふりおろした。

　すると、ユエが近づいてきて俺のこぶしを上からつつみこむ。

「自分を痛めつけるようなことはしないでください」

　でも、と言いかけ、奥歯を食いしばる。口の中が苦かった。

「……見苦しかったな。悪い」

「思いつめてはいけません。あなたのせいではありません。この状況を生みだすきっかけをつくったのは、むしろユエなのですから」

『半年前』のことを言っているのだろう。歴史の改変に失敗し、俺を中心に平行世界がまざりあう事態となった。

「ユエが悪いわけでもないだろ」

　きっと誰だれが悪いわけでもないのだ。

　みんな、それぞれに正しいことをしようとして、なのに、ちょっとずつ間違えていく。

「魔術師アウトキヤストと雪女スノーホワイトの帰りを待ちましょう。なにか有効な手段があるかもしれません」

「……ああ、そうだな」

　部屋の中がまた静まりかえる。

　少しすると、ありすが戻ってきた。俺はすがるようにありすを見たが、その表情は暗かった。それでも訊きかずにはいられなかった。

「……どうだった？」

「ダメ。通じないわ」

「え？」

「電話、通じないの」

「どういうことだよ？」

「……たぶん、だけど」

　ありすは一度口をつぐんだ。それでも、ゆっくりと言った。

「もう『冥葬会ルナリア』は機能していない」

「機能、してない？」

「おそらく、みんな居眠り病にかかっている。この居眠り病は世界規模で発症しているのよ」

　背筋が冷たくなる。

　そんなの──本当に世界の危機じゃないか。

　俺はふと思いだして、部屋を飛びだした。階段をかけあがる。

「どうしたの、直なお道みち？」

「なにか心当たりがあるのですか、三み柴しば直道？」

　うしろからありすとユエがついてきた。

「『不死者同盟イマジナリーナンバーズ』と交信してみる」

　かつて父親の書斎だった部屋は、現在「スズのおへや」というプレートがかけられている。その扉をあけはなった。部屋の隅にカエルの置物がある。薬局の前に立っているあれだ。

「前にスズがこいつで連絡とってるところを見たことがあるんだ」

　俺はそのカエルの前に座り、あちこち覗のぞきこむ。交信するにはスイッチかなにかがあるのかと思ったのだが、とくにそれらしいものは見当たらなかった。

　意を決して声をかける。

「俺は三柴直道だ。知ってるだろ？　スズ……あんたらの仲間の《心中屋》が大変なことになってる。頼む、手を貸してくれ」

　俺の言葉に、カエルはなんの反応も見せなかった。

「なあ、おい！」

　もう一度、スイッチをさがす。でも、そんなものはどこにもなかった。

　それから、どんなに声をかけても、殴りつけても、返事はなかった。

「くそ！」

　俺は頭をかきむしった。

「どうすりゃいいんだよ！」

　なにも思い浮かばない。

　と、そこで。

「あ」

　ありすが呟つぶやく。

「……奈な美みちゃん」

「？」

　俺はありすをふりかえった。

「南みなみさんがなんだよ？」

「奈美ちゃんなら、なにかわかるかも。『重層世界調律機関』は平行世界のバランスをとっている組織なんでしょ？　この居眠り病というのが〈歪わい曲きよく〉ってもので説明できるものであるなら、奈美ちゃんたちの守備範囲のはず」

　ハッとした。

「そうだ。そうだよ！　南さんなら、解決方法を知っているんじゃないか！」

　ありすはさっそく、南さんに電話をかけた。一度耳に当て、少ししてからケータイを顔の前に戻し、またかけなおす。それを何度かくりかえした。

　けれど──。

「……でない」

「自宅は？」

「かけてるわよ。でも、でないの」

「なんだよ、それ？　どういうことだよ？」

「わからないわよ！」

　ありすが声を荒らげた。でも、すぐにくちびるを嚙かみ、「ごめん」と小さくこぼす。

「……いや、俺のほうこそ急せかしちまった」

　考えてもみれば、南さんが解決方法を知っているのなら、とっくに行動を起こしているんじゃないだろうか。

　南さんは俺が『半年前』に戻って、世界を正してくることを知っていた。あとから知ったんじゃなくて、最初から知っていたと言っていた。あれは噓うそではないと思う。

　なら、南さんは今回のことも知っていたのか？

　知っていながら対策が遅れた？

　いや。

　それとも知らなかったのか？

　そんなバカな……。

「電話じゃ埒らちがあかないわ。あたし、一度、家に戻る」

「俺もいく」

「ダメ。直なお道みちはここに残って」

　ありすは、すぐさまユエに視線を移した。

「直道のことちゃんと守ってよね」

「お任せください。この状況下で、もっとも眠りから遠い存在は、ユエです。ユエはアンドロイドですから眠ったりはしません」

　二人は勝手に話をまとめようとしているが、俺はそこに割って入った。

「ちょっと待てよ、みんなで行動したほうがいいだろ。嵐あらしの山荘で連続殺人事件が起こったら、全員一緒に行動しろ。一人になったやつから殺されるに決まってる。それと似たようなもんだ。ありすを一人にはできない」

「落ちつきなさいよ、直道」

　ありすの言葉に、

「落ちついてられるかよ」

　俺は言いかえした。

　ありすは俺を見据える。

「聞きなさい。あんたはここに残るの。あたしは一人でもだいじょうぶ。そのへんの小娘じゃないのよ？　あたしは《千年魔女》なんだからね。簡単にやられるわけないでしょ？　わかった？」

「でも──」

　言いかけて、俺はぐっとこらえる。

　この不可思議な現象をひき起こしているのが、俺なのだとしたら、ヘタなことはせずにおとなしくしているべきなのかもしれない。俺が勝手に動くことで、解決が遅れる可能性もあった。

「…………わかった」

「よし」

　ありすが手を伸ばしてきて、俺の頰ほおを両側からつつんだ。

　そのまま、ぐにゅっと押しつぶしてくる。

「すぐ戻るから」

「……ちゃんと帰ってこいよ」

「この戦争が終わったらね、あんたに言いたいことがあるの」

「なんで死亡フラグ立てるんだよ！　ふざけてる場合じゃないんだって！」

　あと戦争じゃないし。

「ふふ」

　ありすが小さく笑った。

「安心しなさいって。あんたの幼なじみは無敵に素敵なんだから。偉大なるあたしの功績が称たたえられて、紙幣に顔が印刷される日もそう遠くないでしょうね」





　　　　○　　○






　俺はキッチンに立って、ヤカンでお湯をわかした。

　コーヒーをいれるためだ。

　安易かもしれないけど、眠気対策にはカフェインだろうと思った。居眠り病に効果があるのかどうかは、正直なところわからない。気休めかもしれない。でも、なにもしないよりはマシだ。

　ふつうにいれるよりも濃いめにつくった。

　氷をいれたグラスにそそぎ、ユエにも差しだす。

「ありがとうございます」

「うん」

　ユエはグラスを傾けた。氷が、からん、と音を立てる。

　俺は一気に飲み干した。からっぽになったグラスを流しに置く。

　時計を見あげた。

　ありすがうちをでていってから、もう一五分以上が経過している。急いでいけば、もうついているころだ。

　ありすは無事だろうか？

　南みなみさんはどうしているのか？

　あのひとも眠ってしまっているのか……。

　そのとき、ふと思った。

「なあ、ユエ」

　いろいろなことが起こりすぎていて失念していたのだが──。

「なんでしょうか？」

「麻ま乃ののやつ、いくらなんでも、遅くないか？」

　麻乃は『雪乙女マツロワヌカミ』のもとへ向かったきり、戻ってきていなかった。

「言われてみれば」

　俺は冷蔵庫の前に移動して、ドアをあけてみた。冷気がこぼれてくる。

「麻乃。聞こえるか、麻乃？」

　声をかけてみたが応答はない。

　俺の目の前に広がるのは、なんの変哲もない冷蔵庫の内装だ。スズランがキレイに並べてくれた食材があるだけ。そこは雪の世界ではない。

「麻ま乃の……」

「時空を隔てていても、この居眠り病は関係なく伝でん播ぱしているのかもしれませんね」

　そういうことになるのか。俺にはわからない。

　そっとドアをしめる。

「前に、南みなみさんにさらわれたとき、言われたんだ。俺たちが『半年前』に戻って、平行世界の混在を修正してくるのを知ってたって。その結果、また一つ新しい平行世界が生まれるのも予測済みだったって」

　俺はくちびるを舐なめた。

「南さんは、こうなることを知ってたはずなんだ。今思えば、だから、俺を隔離施設に閉じこめる気だったんだよ。『重層世界調律機関』ってのは俺の存在を危険と判断したんだ。あのとき、俺は南さんについていくべきだった！」

　なんでこんなことになってしまったんだ。

　どうして、どうして、どうして……。

　ユエはじっと床を見つめるようにして考えこんでいた。

　やがて、ぽつりと言う。

「南奈な美みは……知らなかったのかもしれません」

「そんなわけないだろ！」

「重大な見落としがあるのかも」

　重大な見落とし？

「……どういうことだよ？」

「本来、南奈美の仕事は《千年魔女》の監視です。ですが、『三み柴しば直なお道みち』の出現によって、いろいろな予測が少しずつズレていったはずです」

　──今夜のことは、あらかじめこちらで予測済みのことだったのですよ。誤差は四パーセントです。

　南さんの言葉を思いだす。たしかに、完全にすべてを把握できるわけではないことを南さん自身が認めていた。

　でも、だったらなんだというのだ？

「彼女たちの組織が見落とすなにか……」

　呟つぶやき、不意にユエが俺へと視線をあげた。

「ど、どうした？」

「ひょっとすると、これは──」

　言いかけたユエが、そこで黙りこむ。

　黙りこむと言うか、その場で硬直してしまった。

　口は「これは」の「は」のまま固まっている。微動だにしない。

「……ユエ？」

　俺はユエの目の前で手をふった。

　ユエはまったくの無反応だった。

　俺は呆ぼう然ぜんとその場に立ちつくすしかなかった。

　ユエは居眠り病にかからない。そう言っていたじゃないか。

　それなのに……。

「……大変だ」

　慌てて、俺はケータイをとりだした。震える手で、ありすを呼びだす。

　けれど、ありすは応答しない。どうせなら、ずっと通話状態にしておけばよかった。なんで、今ごろ思いつくんだよ！

「くそ！」

　俺はユエを抱えてソファに移す。それから、ダイニングをはなれ、玄関でスニーカーに足を突っこんだ。焦っているせいで、靴ひもを結ぶのに手間どった。なんとか履き終え、外へ飛びだす。

　やや傾いたとは言っても、まだまだ夏の日差しが照りつけていた。

　一瞬、目の前が白くなる。

　気持ちが悪い。

　でも、立ちどまってはいられないから、すぐに走りだした。

　自転車は学校に置いたままなので、自分の足で走るしかない。

　ぶわっと汗が噴きだしてくる。

　俺は一いち条じよう邸へと向かった。

　町はひどく静かだった。

　セミの鳴き声もしない。

　部活帰りらしい中学生たちが道端で倒れていた。寝ているのだ。近所のおばさんも倒れていた。足もとで散歩をさせていたらしい犬も眠っていた。犬だけじゃない。カラスもゴミ置き場の上で眠っていた。

　大通りにでると、何台もの車が路上でとまっていた。事故は起こっていないようだったけれど、運転手はみんな眠っていた。

「……どうなってんだよ……わけわかんねえよ」

　俺以外のすべての生きとし生けるものが眠りに落ちている。

　そうとしか思えないような光景だ。

　ひどく気味が悪い……。

　俺はもう一度走りだす。走行中の車なんて一台もないから、車道のまん中を突っ切る。そのほうが近道だ。

「直なお道みち！」

　その声は頭上からした。見あげると、歩道橋から俺の幼なじみが身を乗りだしていた。ぶんぶんと手をふっている。

「ありす！」

　安あん堵どのあまり、俺はその場でへたりこみそうになった。

「よかった、無事だったのか」

「すぐ、そっちにいくわ。待ってて」

　階段を使うのかと思ったら、ありすはその場から飛んだ。その手には魔術札ワイズヴアーミリオンがあった。炎の蝶ちようが、ありすのまわりを舞い飛ぶ。蝶たちに導かれるようにして、ありすは柔らかく着地した。

　制服から私服に着替えている。きっと、汗をかいたのだろうけど、こんなときになにを悠長な、とも少しだけ思った。いや、俺は焦りすぎか……。

「直道、どうしてここにいるの？」

「おまえに電話したんだ。だけど、通じなかった」

「電話？　かかってきてないわ」

「かかってない？」

　おかしい。

　いや、今やなにもかもがおかしかった。回線がつながらなくなっていても、驚くほどのことじゃない。

「とにかく、おまえと連絡がとりたかったんだ。あのあと、ユエも眠っちまったんだ」

　ユエはアンドロイドだから眠る心配はないと言っていた。それにもかかわらず、眠りに落ちてしまったのだ。どう考えても異常事態だ。

　ありすは一度くちびるをひき結び、足もとに目をやる。それから小さな声で言った。

「奈な美みちゃんも」

「……そうか」

　俺も足もとに視線を落とす。アリ一匹いなかった。

「雪女スノーホワイトは？」

　ありすの問いに、俺は首を横にふるしかなかった。

「麻ま乃のは……帰ってきてない。たぶん、もう……」

「みんな、眠っちゃったの？」

「……だと思う」

　ありすは、それきり口を閉ざした。

　俺もなにも言葉がでてこなかった。

　無音の町の中に、ありすと俺だけがいる。

　俺はぎゅっとこぶしを握りしめた。唾つばを飲みこむ。

「このまま、ここでつっ立っててもしょうがない。起きているひとがいないか、少しさがしてみよう。一人で困ってるかもしれない」

「……そうね」




　それから、ずいぶん歩きまわった。道路のまん中を歩いていても、誰だれもクラクションを鳴らさない。相変わらず町は静寂につつまれていた。日差しだけがやけに強い。

「誰かいませんか？」

　大声をあげる。

「誰か！」

　けれど、どこからも返事はなかった。

　目を覚ましているひとは誰もいない。

　ありすと俺の二人ぼっちだった。

　いつしか俺たちは手をつないでいた。

　厳しい残暑の中、それでも、ありすの体温と手のひらの感触だけが支えだった。

　俺一人だったら、こんな状況で正気を保てていたかどうかわからない……。

「ねえ」

　隣を歩くありすが口を開く。

「なんだ？」

「事故が起きていないの、変だと思わない？」

「なにもかもが変だよ」

　変じゃないところをさがすほうがむずかしい。

「そうじゃなくて、運転手が突然、眠ったんなら事故が起きてもおかしくないでしょ」

「ああ、そういえば」

　ニュースでもそんなことを言って注意を促していたか。

　たしかに追突事故などは起きていないようだった。遠くを見あげても、煙があがっているということもない。どこまでも穏やかに、みんな眠っているだけ。

「……なんで事故は起きていないんだ？」

　自動車にかぎらない。飛行機なら墜落しているかもしれない。たとえば、料理中の厨ちゆう房ぼうで眠ってしまったら、火事が起きたっておかしくない。

　でも、世界はひっそりと静まりかえっている。どこまでも穏やかだ。

　なぜなのか？

　ありすが近くの車を覗のぞきこもうとする。手をつないでいる俺もありすにつづいて、車の中を見てみた。運転席で女性が一人、すやすやと寝ている。胸が上下しているので、もちろん死んではいない。買い物帰りらしい。後部座席に大きなスーパーの袋があった。

　ありすは車内の観察をつづける。

　そして「あ」と声をもらし、それから俺の手をほどいて、自分のケータイをとりだした。

「どうした？」

　俺の問いに、ありすは少しのあいだ返事をしなかった。

「おい、ありす、どうしたんだよ？」




「…………時間が、とまってる」




　ありすの声に背筋が冷たくなる。

　俺もケータイをとりだしてみた。時計が動いていなかった。あれから一時間以上は経たったはずなのに……。

　ケータイがおかしくなっているだけかもしれないと思い、車内を見る。そこにはデジタル式の時計があったが、その時刻も停止していた。俺のケータイと同じ時間で……。

　俺は走りだし、そばの車も覗のぞきこんでみた。

　そこも同じだった。ほかのも、それとはまたべつのところでも……。

「どういう、こと、だ？」

「……おそらく」

　と、ありすが俺の背後で口を開く。

「眠っているのよ、時間までも」

　意味がわからなかった。

　時間が眠る？

「なんだよ、それ？」

　ありすをふりかえった。

「たぶん、この地上に存在する、ありとあらゆるものが眠りに落ちているのよ。きっと、目覚めているのは、あたしと、直なお道みちだけ……」

　その言葉に、俺は力がぬけてしまって、へなへなと地面に座りこむ。

「……俺の、せいで」

「違う、直道のせいじゃ──」

「俺のせいだろ！」

　俺の怒鳴り声にありすは口を閉ざす。

「あのとき、俺は南みなみさんについていくべきだったんだ。こうなる前に、俺はみんなの前から姿を消すべきだった。記憶も消してくれるって言ってた。だったら、はじめからなにもなかったのと一緒だ。べつに、南さんは俺を殺そうとしてたわけじゃない。おとなしく従うべきだったんだ。なんで、こんなことに……」

「違う」

「違わない。俺のせいなんだ」

《妄想蒐集家ナイトメアホリツク》ってやつが現れたとき、俺は時間を停止させたことがあった。今回のことは、あれに近いことなのかもしれない。

「こんな、とりかえしのつかないことを……」

「違う！」

　ありすが大声をあげた。静まりかえった町の中に、ありすの声がこだまする。

　俺は地面に座りこんだまま、ありすを見あげた。

「そんなのヤだ！　直なお道みちがいないなんて、そんなの、あたしは認めない！」

　ありすは両方のこぶしを握りしめ、うつむきながら、叫ぶ。

「直道がいなくなるくらいなら、こんな世界いらない！」

「ありす、なにを……」

「だって──」

　ありすはそこで口を閉ざす。こぶしを握り、うつむき、それから顔をあげた。挑みかかるような目で俺を見る。

「だって、あたしは直道のことが好きだから！」

「……え？」

「直道のことなんか、ずっと前から好きだったもん！　直道が入院したときなんか、死ぬほど心配したんだから！」

　小学校の倒壊事故に巻きこまれ、病院で目を覚ましたときのことを思いだす。

　ありすは俺のベッドの横にずっといてくれた。

　俺が目を覚ますと、いっぱい泣いてくれた。

「いつからとか、そんなの、よくわかんないけど、でも、直道とずっと一緒にいられて楽しかった。この先もずっとそうだと思ってた。な、何度も言おうと思った。あたしの想おもいを伝えようとした。でも、勇気がでなかった。直道とあたしはお互い、大切な親友だったから、関係が、壊れちゃう、ん、じゃないかって、思って、それで、言えなかった」

　ありすの瞳ひとみがふわりと揺らぐ。泣きそうになり、ありすはぐしぐしと顔を拭ぬぐった。

「それでも、直道の一番は今までも、これからもあたしだけだって思ってた。なのに……なのに……」




　──直なお道みちくんってさ、優しいよね。

　ふと、彼女の言葉が脳裏に浮かぶ。

　──たださ、誰だれにでもいい顔するのは、本当に優しいとは言わないんじゃないかにゃ？

　どういう意味だよ、と俺は訊たずねた。

　──ハーレムつくっていい気にならないほうがいいよってこと。

　あのとき、あいつが俺に伝えようとしたことは？




　ありすはくちびるを嚙かみしめる。

　静寂。

　沈黙。

　俺の心臓はバカみたいに鳴り響きつづけていた。

「だからね」

　ありすは、打ってかわって、静かな声で告げる。

「だから、今、この世界に直道とあたしだけしかいなくなって、あとはみんな眠っちゃって、邪魔者はいなくなって、あたしは、本当はちょっとホッとしてるの」




　──南みなみ奈な美みは……知らなかったのかもしれません。












　ユエは言っていた。

　──重大な見落としがあるのかも。

　南みなみさんはなにを見落としていた？

　いや、俺たちはなにを見落としていた？

　──本来、南奈な美みの仕事は《千年魔女》の監視です。ですが、『三み柴しば直なお道みち』の出現によって、いろいろな予測が少しずつズレていったはずです。

　いったい、なにがどうズレたんだ？

　それは──。

　ひょっとしたら──。




　俺はゆっくりと立ちあがる。

　かすかに目眩めまいを覚えた。

　額を押さえ、それからありすに視線を戻す。

「……おまえが、みんなを、眠らせたのか？」

　ありすはもう、俺から視線をそらさない。

　俺もありすを見つめつづける。

「……眠らせようと、思ったわけじゃないわ。ただ──」

「ただ、なんだよ？」

「直道と二人になりたかっただけ」

「……どうりで、ありすと俺だけが起きてるわけだ」

　ほかのみんなは眠ってしまっているのに、俺たちだけが目覚めている。

「あの台風の日、川に落ちた直道を見たとたん、頭が真っ白になっちゃって、それで飛びこんだの。助けようとして。でも、あたしまで溺おぼれちゃって、あ、死んじゃうかも、って一瞬、頭をよぎった。そのときにね、なんでこんなことになっちゃったんだろうって思ったの。これまでは、直道とあたしの二人だけだったのに、なんでみんな邪魔するんだろうって。みんな、いなくなっちゃえばいいのにって。そう思った。直道とあたし以外はいらないのに。そしたら、《刻印》がね、反応したのよ」

　ああ……。

「覚えてる。おまえを助けようと思って、俺も必死に泳いでた。濁った水の中じゃ目もあけられないから、なんとかおまえをさがさなきゃって思った。そしたら、そう、《刻印》が反応してて、それで、ありすがどこにいるのかわかった」

　そうか。

　そういうことか。

　どこかの平行世界の出来事が俺のせいでこちらに召喚されたわけではなかったのだ。

「《凶戒原則ネメシスコア》がありすの願いに反応したのか……」

　南みなみさんはありすの監視が役目なのに、俺が現れたことにより本来の役目を忘れていた。

　俺は《無自覚な魔術師イノセント》とかいうやつで、魔力炉を所有してはいるけれど〈魔力〉をひきだすことはできない存在だ。

　言ってみれば宝の持ち腐れ状態なわけである。

〈魔力〉を使えるのは魔術師だけ。

　明白じゃないか。

「俺たち、二人で、この居眠り病を生みだしちまったんだな」

　俺たちは共犯者だ。

　そろって世界の敵。

　ありすの願いを、俺が叶かなえてしまったようなものなのだ。

　俺は細く息を吐きだす。

「まったく、大変なことになっちまった」

　指でまぶたをもんでから、あらためてありすを見つめた。

「ありす。こうなったら、この状況をなんとかできるのは、おまえだけだ。頼む、みんなを起こしてくれ」

　俺の懇願を、

「嫌よ」

　ありすは拒絶した。

「……ありす？」

「勘違いしないで。そもそも、あたしにはわからないのよ。どうすれば、みんなを目覚めさせることができるかなんて、そんなの知らないわ」

「もう一度、《凶戒原則ネメシスコア》を利用すればいい」

「何度言わせるのよ。それはとても危険なもので、あたし一人で制御できるものじゃない」

「でも、おまえはこいつを利用して世界に居眠り病を発生させたんだろ？」

「どうやったのかなんてわからないわよ！　魔力炉が勝手に反応したのよ！　あたしは知らない！　あたしにはどうにもできない！」

「『半年前』から帰ってきたときみたいに《凶戒原則ネメシスコア》をとりだして、それでなんとかできないのか？」

「簡単に言わないで！」

「むずかしく言えばいいのか？」

「ふざけないでよ！」

「べつに、簡単に言ってるわけじゃない。無茶言ってるってのは、わかりすぎるほどわかってる。でも、おまえにしかできないことなんだ。俺には無理だから。それに、一度は成功してるじゃないか」

「あれは……」

　ありすはわずかに顔を歪ゆがめた。

「……あのときだって、あたし一人だったら失敗してた。《凶戒原則ネメシスコア》の暴走を抑えこめたのは、協力があったからよ」

　俺が見た《凶戒原則ネメシスコア》というのは直径一〇センチくらいの赤い球体に金色の棒が刺さっている地球儀みたいなものだった。あれをとりだすとき、ありすは結界というものをつくりだした。周囲に影響がでないようにするためだ。けれど、魔力炉の力が強すぎて、ありす一人では制御ができなかった。あのときは、結界をぶち破るようにして飛びこんできてくれた人にん魚ぎよと麻ま乃のが俺たちを支えてくれたのだ。

「でも、それじゃあ、いつまでもこのままだぞ。ずっと、このままなんだぞ」

　時間さえも眠りに落ちた世界で、ありすと俺だけ。

　目を細めて空を見あげる。この世界では、きっと太陽も沈まないだろう。さっきから、太陽の位置がまったくかわっていないことに俺は気づいていた。

「それでいいじゃない」

　俺はありすに視線を戻した。

　ありすは今にも泣きだしそうな顔で笑っている。

「……なに言ってるんだ？」

「あたしと直なお道みちと、二人だけいればいいじゃない。ほかになにがいるのよ？　あたしは直道だけいれば十分。ゲームもしなくていい。甘いものもがまんする。コスプレだってしなくていい。直道だけいればそれで満足。あたしはそれだけでいい」

「……本気で言ってるのか？」

「本気よ」

「本気の本気か？」

「そう言ってるでしょ」

「ほかのみんなは、どうだっていいってことか？」

「そうよ！」

「……そうか。俺がありすをそんなふうに追いこんじまったのか」

　俺は足もとに視線を落とす。

　不意に。

　本当に不意に。

　俺がまんまるの肥満児だったころに起こした、小さな完全犯罪について思いだした。

　正確には、ありすと俺の完全犯罪だ。
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　クラスメイトに、俺が描かいたありすの絵を踏まれた、その翌日──。




「なにしてるの？」

　いつの間にか、教室の入り口に、ありすが立っていた。

　目があった。さっきまで爆発しそうだった心臓が、今度は凍りつくような感じがした。

「あ、ありす、ちゃん？　なんで？」

　俺の声は震えていた。

「おばさんが、ナオくんは早く学校にいったって……」

　言って、ありすは俺の手もとを見た。俺の手には破いた絵が残っていた。

　現行犯だ。

　最悪だった。よりにもよって、ありすに見られたのだ。いや、でも、言い逃れできないわけじゃない。破る瞬間を見られていないのなら。冷静に言いかえせれば。

「なにしてるの？」

　ありすはもう一度、俺に訊たずねた。

　俺は──。

　答えずに、その場から逃げだした。けど、俺は自分で自分の足にひっかかって、あっけなく転んだ。当時の俺は絶望的なまでに運動音痴だったのだ。

「だいじょうぶ、ナオくん？」

　ありすが駆け寄ってきて、俺を助け起こそうとしてくれた。

　でも、俺はありすの手を払って、自分の力で立ちあがった。ありすの手なんか借りるわけにはいかなかった。そんなことをしたら、ありすの手を汚してしまうような気がした。

　俺はまともにありすの顔を見られなかった。

　でも、ありすがまっすぐに俺を見ているのはわかった。

「なんであんなことしたの？」

　ありすは俺に問いかけた。ありすは、ぜんぶ、ちゃんとわかっている。俺が絵を破いたところは見てなかったかもしれないけど、俺がやったことはお見通しだ。

　俺は、しばらく返事ができなかった。俺はありすの友達でいられることが誇りだったから。ありすの友達でいつづけたかったのに、俺がしたことは、ありすとの友情を裏切るような、ひどく醜い行為だった。

「バカにされて悔しかったの？」

「……違う」

　やっとのことで俺はそう答えた。

「じゃあ、どうして？」

　バカにされることなんて慣れていた。傷ついたし、悔しかったけど、それくらい、本当はがまんできた。

　でも、どうしても許せないことがあった。

「あいつら、踏んだんだ。ありすちゃんを、踏んだんだ」

　口にだしたら、また泣きそうになった。転んだときに膝ひざを打ったらしくて、なんだか急にじんじんと痛みだした。鼻の奥がつんとして、くちびるがひきつった。顔が熱くて、全身がぶるぶる震えた。

　けれど。

「バカだなー、ナオくんは」

　ありすはあっけらかんと言った。

「そんなの気にしないのに」

　俺はようやくありすの顔を見た。

　ありすは笑っていた。

「まあ、ナオくんの絵を踏みつけたのは許せないけどね。ヘタだからって笑ったらダメだよね」

「……やっぱり、ヘタかな？」

「すっごくヘタ！」

　ありすは力強く言った。むかしから空気読まないやつだったよ、あいつは。

「うう……」

「でも、ナオくんが一生懸命に描かいてくれたから、うれしい！　あとでちょうだいね？　宝物にするから！」

　ありすの笑顔に、俺の涙るい腺せんはまたしても緩んだ。ひょっとすると、俺は記憶をちょっと美化しているだけで、本当はもう、とっくに泣いていたのかもしれない。

「ど、どうしよう、ぼく……」

　今さらながらに、俺は悪いことをしてしまったという事実に怯おびえた。昨日の騒ぎはみんな知っている。誰だれがどう見ても、犯人は俺だ。

　すると、ありすは満面の笑みで自分の胸を叩たたいた。

「あたしに任せたまえよ、ワトソンくん」

　ありすは俺にバケツに水をくんでくるように指示した。俺は言われるままに従った。

　ありすは俺が描いたありすの絵だけを回収した。くるくるとまるめて、リコーダーの袋に隠し、俺のと俺が破いたやつのところには、べつの画用紙を貼はりつけた。

「じゃ、誰もこないうちに済ましちゃおう」

　そう言って、教室にバケツの水をぶちまけた。

　うしろに飾られていたみんなの絵は濡ぬれて、一部は勢いではがれてしまった。水彩絵の具が塗られていたから、ぐちゃぐちゃでひどい有様だった。

「みんなが一生懸命に描いた絵を台無しにしちゃうのは心が痛むなあ」

　と、ありすはまったく心が痛んでいる様子もなく言った。

「よし、もっと、水をまこう！」

　ありすと俺は教室中を水浸しにし、そして窓をあけた。

　昨夜はひどい雨だった。俺の心の中みたいな。

　だから、もしも、窓を閉め忘れていたとしたら、中はこんな感じになったことだろう。戸締りは誰だれかがちゃんと確認するものなのだろうけれど、人間のすることだ、ミスくらいはある。まさに、そんな感じに仕上がった。

「これで、ナオくんの犯行はなかったことになったのだよ」

　名探偵口調でありすは言った。

　俺たちは犯人側だったわけだが。

「あたしたちの秘密だからね」
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　思いだし、俺はひそかに笑う。

　あのときも俺たちは立派に共犯者だった。

「逃げちゃおう、ぜんぶ忘れちゃおう、ってさ、スズにも言われたんだ。平行世界の混在を正そうってときだよ」

　俺は足もとの小石を蹴ける。

「麻ま乃のも、人にん魚ぎよも似たようなこと言ってた。自惚れっつーか自意識過剰っつーか、まあ、なんだ、みんなに大事に思われてさ、悪い気はしないよな」

　顔をあげて、ありすに笑いかける。

　ありすは笑わない。笑ったほうがかわいいのに。

「だけど、《泥棒猫の爪痕キヤツトオーナインテイルズ》に言われたんだ。誰にでもいい顔するのは本当に優しいってことにはならないって。俺もそう思う。だから腹をくくる」

「……なによ、それ？　どうするつもりよ？」

「俺は戦力外だ。なにもできない。だから、お願いをする。この世界をもとに戻してくれるように、おまえを説得する」

　俺はありすに一歩近寄る。

　瞬間、

「こないで！」

　ありすが魔術札ワイズヴアーミリオンをかまえた。

「直なお道みちのこと大事だけど……大事だから、あたしのそばにはこないで」

　俺はそれを確認した一瞬だけ足をとめたけど、でも、すぐ二歩めを踏みだす。




「《火蝶Bullet with風月Butterfly Wings》──点火Ignite」




　魔術札ワイズヴアーミリオンが無数の炎の蝶ちようへと姿をかえる。

　蝶たちはありすを守るように羽をはばたかせる。きらきらと火の粉が散った。それはとても幻想的で、何度見ても美しい光景だった。

　俺は気にせずに前進する。

「こないでったら！」

　すると、一匹の蝶が俺めがけて飛んできた。

　そいつは俺の左の頰ほおをかすめるように旋回した。

　ナイフで切られたみたいな痛みを覚える。

　触って確かめると、血がついた。

「ぁ」

　それを見たありすは自分が傷ついたかのような顔をする。

　俺はごしごしと頰をこすった。

「《千年魔女》の力はこんなもんかよ？　大したことないな」

　また足を前にだす。

「な、なによ！　近づいてこないでよ！」

　ぶわっ、と一度に大量の蝶が飛んでくる。

　俺はまっすぐ歩きつづける。ガードもしなかった。

　蝶たちがぶつかりあって、爆発を起こした。小さな爆発が連続して発生し、俺のからだに爆風を叩たたきつけてくる。俺はあっけなくうしろにふっ飛ばされた。

　勢いがつきすぎていて、浮きあがった俺は道のどまん中にとめられている車のボンネットに衝突する。背骨が軋きしむような感覚。肺がかゆい。ごほごほと咳せきこんだ。

「直道！」

　ありすは自分でやっておきながら、俺を心配する。

「……ふざけろよ」

　俺は自分にだけ聞こえるような声で毒づく。骨は折れてない。軽く火傷やけどしたかもしれないけど、一生残るほどのものでもないだろう。擦り傷は風ふ呂ろに入るときに沁しみるかもだけど、それくらいはがまんできる。

　俺はほこりを払って立ちあがる。

　まっすぐにありすを見つめた。

「俺は無自覚な魔術師じゃない。救世主でもない。大して優秀でもないから許婚いいなずけの資格もない。王子の生まれかわりでもない。天才にもなれそうにない」

　ありすだけを見つめつづける。

「でも、おまえの味方だ」

「あたしの味方なら──」

「おまえの味方だから！」

　ありすの言葉を遮って、俺は言葉をつむぐ。

「おまえの味方だから、おまえが間違えるところ、黙って見過ごせないだろうがよ！　教室を水浸しにするのとは規模が違いすぎんだよ！」

「な、なにを……」

「おまえのことなんか誰だれよりも大切なんだよ！　決まってるだろうがよ！　俺はおまえの幼なじみであることが自慢なんだよ！　知ってるか？　一いち条じようありすは高嶺の花なんだよ。おまえとつきあいたい男子なんか腐るほどいるんだよ。おまえはそんなのぜんぶ、断ってるだろ。知ってんだぞ。俺だけがおまえの横に並んでられるから、うらやましがられたりすんだよ。つきあってんのか、とか訊きかれるんだよ。そのたびに、俺はべつにつきあってるわけじゃねえけどって答えるんだよ。俺はおまえにつりあわないからな。なにせ一条家のお嬢さまだ。しかも、とびきりの美少女ときてる。スポーツも万能で、成績も優秀。どこのラノベのヒロインだよ。舐なめんな。だから、つきあってんのかなんてさ、訊かれると本当はちょっとうれしいんだよ。ほかのやつらには、俺がとくべつに見えるらしいからな。俺だけが一条ありすを独占できてるみたいで、優越感に浸ってたりしたんだよ。ただの幼なじみなのに……。それだって、なんだよ、俺が《無自覚な魔術師イノセント》だから見張ってたとか言われて、ショックだっつーんだよ。きっかけはどうでもいいとか、俺、言ったけど、やっぱショックだった」

　俺はありすから目をはなさない。

　まくしたてながら、ずんずんとありすのほうに近づいていく。

　ありすはもう攻撃してこなかった。ただ、困惑した表情で俺を見ている。

「おまえは知らないかもしれないけどな、俺なんか、おまえが俺を好きになる前から、もうずっとおまえのことなんか大好きすぎるんだよ！　一人でめしつくって、うまくできたときとか、ありすにも食べさせたいなとか思うんだよ！　夜眠る前に、急にありすの顔を思いだしたりして、おかげで眠れなくなったりしてんだよ！　でも、言えるわけなかったんだ。俺なんか、あきれるほど凡人で、なんのとりえもないし、バカだし、べつにかっこよくないし、だから、幼なじみでいられるだけで、まあ、いいかと思って、ありすのこと好きな気持ちにフタしてたんだよ。気持ちに気づかないように、細心の注意を払ってたんだよ！　世界に二人きり？　バカじゃねえの？　よくも台無しにしてくれたな！　責任とれよ！」

「なお、」

　ありすが声を震わせて口を押さえる。

　俺はありすの目の前に立つ。

「三み柴しば直なお道みちは一いち条じようありすが大好きだ！」

「え？　え？　え？」

「だから、俺とつきあってください！　お願いします！」

　俺は勢いよく頭をさげた。

「ぁ、えっと、あの、その……」

　ありすはもごもごと口の中で妙な声を発している。

　俺はゆっくり顔をあげた。

　ありすは顔を真っ赤にして、その場で硬直している。

「……ダ、ダメか？」

　長い時間をかけて、

　たっぷり間をおいて、

　それはもう蚊の鳴くような小さな小さな声で、

「……ダ、ダメじゃ、ない……です」

　ありすはそれだけ言った。

　そのひと言を聞いた瞬間、俺は飛びあがらんばかりに嬉うれしかった──のだが、飛びあがれるほどの元気は残念ながら残っていなかった。ありすの魔術攻撃を受けたせいでボロボロだった俺は、安あん堵どしたとたんに緊張の糸が切れてしまったわけだ。

　わかるだろ？

　要するに、俺はここで気絶する。
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　ぴぴぴ。

　ぴぴぴ。

「……うるさい」

　俺は腕を伸ばして、枕まくらもとにある目覚まし時計をとめようとした。

　が、なぜか、からぶった。

　あちこちに手を伸ばしてみたけれど届かない。

　ぴぴぴ。

　ぴぴぴ。

　アラームは鳴りつづけている。

　俺は枕を持ちあげて顔を覆い、そのまま、もぞもぞとタオルケットの中でまるまった。

　たしかにこの音はうるさいが、無視できないほどではない。俺くらいの惰眠ムサボリスト上級者になると、目覚まし時計の音くらい無視できてしまうのである。こんなものは川のせせらぎと同じだ。ヒーリングミュージックのようなものだ。

　俺はすぐさま安らかな眠りの世界に落ちていく。

「──っ、──っ！」

　遠くでなにか聞こえる。俺は適当になにか答える。

「──っ、──っ！」

　いつの間にか目覚まし時計のアラーム音はしなくなっていた。

　聞こえるのは誰だれかの声。

　この声は──。

　ぎっ、とベッドが軋きしむ。

　つづいて、誰かが俺の上にまたがった。

「ほら、起きなさいってば！」

　枕まくらとタオルケットをはがされる。

「んあ？」

　目を覚ますと、至近距離に幼なじみの顔。

「ぐっもーにん、直なお道みち！」

　ありすがマウントポジションをとった状態で言った。

　母方の家系がイギリス貴族だとかで、生まれつき色素の薄い髪。

　活発な印象を与える大きな目。

　すっきりとした鼻び梁りようと、桜色のくちびる。

　左手首にシュシュを巻いている。

　ありすは一見すると爽さわやかな笑顔を浮かべていた。

　が、青筋とでも呼べばいいのか、まんが的に言うと「キレてる」マークがおでこのとこに浮かんでもいた。

　俺の眠気は一瞬にして成層圏のかなたまで吹っ飛んでいく。

「……ありす」

　制服の短いスカートから「者ども控えおろう、この健康美が目に入らぬか」という具合にありすの太ももが惜しげもなくさらされていて、その内側に貼はられている絆ばん創そう膏こうもまる見えだった。その手には掃除機のホースが握られている。

「さて問題です」

　ありすは爽やかな笑みを浮かべたまま言った。

「あたしは、いったいなにを──」

「ありす！」

　俺は力任せに起きあがり、ありすをぎゅっと抱きしめた。

「ふなっ!?」

　ありすがおかしな声をだす。

「ちょ、な、なお、みち……」

　そこはいつもの俺の部屋。本棚、勉強机、クローゼット。小学校の修学旅行でお土産として買ってきた白木の木刀に、新たに「品行方正」と達筆が躍る半紙。

　目覚まし時計は動いている。

　窓の外からはセミの鳴き声がする。

「えーいっ、はなせっ」

　ありすが俺の顔を、ぐにぃ、と押して距離をとった。

　ありすの顔はこれ以上ないくらいに真っ赤だった。

「セクハラで訴えるわよ！」

「わ、悪い。ちょっと、自分を見失った」

「そうでしょうね」

「ありす、ここは……」

　ありすは俺の上からおりて、乱れたスカートを直した。俺から目をそらして、腕組みをする。

「まあ、あれよ。なんて言うか、ぜんぶ元通りよ。居眠り病はたった一日にして完治。各国共同の研究チームが発足したらしいけど、すぐに解散することになるんじゃない？」

　どういう具合に居眠り病からみんなが目覚めていったのか、俺は知らない。

　みんなが次々と目を覚ましていく中、俺だけ眠ってたものだから、なにも目撃していないわけだ。

　まあ、想像するくらいはできる。

　ありすの不安な気持ちが《凶戒原則ネメシスコア》を動かし、ありすと俺の二人きりの世界をつくりあげるべく、居眠り病を発生させた。

　こんどは、それとは逆のことが起こったんじゃないだろうか。

　つまり、俺がありすを選んだから、ありすの不安は解消された。《凶戒原則ネメシスコア》が再度反応し、居眠り病は消えてなくなった。

　なんてな。

　知らん、知らん。

　細かいことはどうでもいい。

　俺はベッドからおりて、ありすの前に立った。

「な、なによ？」

　俺は手を伸ばして、ありすのぷにぷにのほっぺをつまんだ。

「あう」

「いや、俺の幼なじみは今日も世界一かわいいなと思って」

　ありすの顔がまたしても赤くなっていく。というか、赤いのを通り越して青ざめてきているかもしれない。

「……あ、ああ、あんた、よく、そんな恥ずかしいことを」

「……いや、実は俺も今、軽く死にそうなほど恥ずかしい」

　俺は、はは、と笑って、なんとはなしにドアのほうに目をやった。

　そこには──。

「ひいっ!?」

　スズランに麻ま乃の、人にん魚ぎよとユエが薄くドアを開いて、部屋の中をじとーっと見つめていた。

「な、なにしてんだよ、おまえら？」

　軽く学校の怪談みたいな光景だった。

「っていうか、ちゃんと、みんな目を覚ましたんだな」

　俺が声をかけても、四人とも無反応だった。

　なんか怖いんですけど……。

「えーっと、あれだ、朝ごはんでも食べるか？」

　すると、

「お兄ちゃんは朝食抜き！」

　スズランが言った。ちっこい指を俺に突きつけて、びしっと宣言する。

「え、なんでだよ？」

「当然ですわ」

　麻乃が同意し、

「まったくだね」

　人魚も頷うなずいている。

「ユエもしかるべき処置だと思います」

　ユエまでもが言った。

　ありすのほうを見やる。

　ありすはもじもじしつつ、

「ま、まあ、あんたの分はあたしが用意してあげなくもないけど」

　と、言った。

「それはいいや」

　俺の返事にありすは気色ばむ。

「なんでよっ！　あたしの手料理、食べたいでしょ？」

「え、あ、いや……」

　しまった、本音がつい。

「それは、ほら、ありすって、なんて言うか、その……」

「なによ？　つづきを言ってみなさいよ。んん？　あたしのつくる料理がまずいってこと？　そう言いたいわけ？」

　ありすが視線を鋭くさせて俺を見あげてくる。

「そういうことじゃないけど……ほら、今の季節、食中毒とかもさ、気をつけないとだし」

　ぴしっ、とありすの顔が固まった。

「あ、あたしがつくったら食中毒を起こすっての？　毒物ってこと？」

「そ、そういうわけでは……」

　しくじった。

　ありすの怒りに油をそそいでしまった。

　慌ててみんなのほうを見る。

　頼む、フォローしてくれ。

「知ぃらないっ」

　と、スズラン。ぷんっ、と横を向いてしまった。

「直なお道みちさま、それは禁句ですわ」

　麻ま乃のが呆あきれたように言う。

「王子さまはもう少し言い方を考えるべきだね」

　人にん魚ぎよがいい気味という様子で微笑ほほえむ。

「真実がみなを幸福にするとはかぎらないのです」

　ユエが平べったい声で告げる。

　誰だれもフォローしてくれなかった。

「あ、えっと、その……」

「な、な、な、」

　ありすは全身を震わせながら大声をあげる。

「直道のばかーっ！」

　耳がきーんとなった。




　一説によると、誰もが自分の人生の主役であるらしい。

　歌の歌詞にでもありそうだけど、そういうものなのだそうだ。

　もっとも、それで言うなら、主役同士がバッティングするわけだから、同じくみんな平等に脇わき役やくなんじゃないかって気もするけど。

　それはそれとして、俺はちょっと思うわけだ。

　俺はひょっとすると、マジで壮大な物語の主人公だったんじゃないかって。

　……いや、それともなり損ねたのかな。

　まあ、どっちでもいいか。

　それなりに楽しかったし、これからもきっと楽しい。

　楽しいに決まってるじゃないか。

　ありすがいるからな。

　みんなもいるし。

　だから、つまり、こういうことだ。




　かくして、主人公ではない俺の物語はこれからもつづいていく。





Go Straight, GO GO!!is closed.
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